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第一話　「インタビューの国」

　─Out of the Question─







　国営新聞・街角インタビュー　特別編




　若き旅人は未来を見据えて──キノさん。職業・旅人。





　街角で見かけた人に突とつ撃げきインタビューをして、その人の生き様を紹介するこのコーナー、今回は特別編。

　答えてくださったのは、先週入国し三日間の滞在を終えて出国した、旅人のキノさん。

　本紙記者が出国直前のキノさんに偶ぐう然ぜん会い、インタビューに成功した。若き旅人の旅の理由、そしてその想いは？












　旅立ちを決めるのに、年ねん齢れいは関係ない──キノさんを見ていると、そんな思いをいっそう強くした。

　キノさんは僅わずか十二歳さいの時、生まれた国を離れる決意をしたのだという。

「私の国では、十二歳までが子供、それ以上が大人おとなとして扱われていました。そんな画一的なモノの見方に反感を覚えていた私が、旅立ちを決意するのに、それはちょうどいい歳としだったのかもしれません。誕生日に決めて、次の誕生日までにはもう飛び出していました（笑）」

　若じやつ干かん十二歳で、自らスクラップから治したモトラド（注・二輪車。空を飛ばないものだけを指す）に乗って旅に出たキノさん。今のこの国の子ども達に、それを真似まねしろというのは酷こくだ。国が違えば生き方が違うし、育ち方も違う。だが、人生の目標を決めてそれに向かってまっしぐらに進む勇気。それを持つのに、若すぎるということはない。

　それにしても、ご両親は反対しなかったのだろうか？

「もちろん大反対でしたよ（笑）。でも、私の両親は一度決めたことはやり通すタイプの人だったので、私が決意を固めてからは、二人ともどこまでも応援してくれました。今思うと、私も、その血をしっかりと受け継ついだのかなって（笑）」

　そして、キノさんは国を出る。当然、いきなり長旅はムリだ。最初は近くの国に行っては、また自分の国に戻ることを繰り返す。しかし最初からうまくいくものなどない。若者となればなおさらだ。失敗だらけの、旅とも言えない〝旅〟。つまずき悩んでいた頃、キノさんは森の中で、やがて〝先生〟と仰あおぐ一人の老人と出会う。それは偶ぐう然ぜんの邂かい逅こう。

「自分の未熟さを痛感していた頃でした。先生とは、しばらく一緒に暮らしました。そこで、射しや撃げきを含むいろいろなことを学びました」

　何ごともある程度の準備や訓練が必要だと分かったキノさんは、そこで旅の修行の日々を過ごした。

「でも、今考えると、あの人に会えたのはひょっとして……」

　キノさんには今でも疑念がある。そんな優しい人と出会えたのは、本当に偶然だろうか？　もしかすると、優しかった両親が、我が子を案じて知り合いに頼んでくれたのでは？

「そうだといいですね……。でも、もう知りようがないです」

　悲しいことに、キノさんの修行中に両親は火事で亡くなられてしまった。連絡が来て、キノさんは故郷に戻る気持ちをさっぱりと捨てたという。

「これで、私は遠くに行く決意ができました。先生から、〝もう大丈夫〟とのお墨すみ付つきをもらって、行けるところまで行こう、と決めました。あの十二歳さいの誕生日から、三年が経たっていました」

　そして本格的な旅に出たキノさん。国々を渡り歩き、また次の国へと向かう。そんな旅の日常とは、一体どんなものなのだろうか？

「普段気にかけていることですか？　しっかりと食べることです（笑）。移動中は、携帯食料を主に食べていますけれど、食べられそうな果くだ物ものを見つけるとすぐに飛び付きます（笑）」

　やはり人間は、食べなければ生きてはいけない。当たり前のことを、当たり前に実じつ践せんしている。

「他ほかには魚をよく食べますね。釣つって、焼いて。今みたいに寒い時期だと、腐くさらなくて助かるんです。モトラドに魚を吊つるして、走っている間に鳥につつかれそうになったことも（笑）」

　人間と自然、旅の間に一体感を感じることもあるという。

「雄大な自然が創つくり出す美しい景色を見ているとき、本当に旅に出てよかったと思います。でもそれ以上に心に残ったのは、旅の途と中ちゆうで出会う他ほかの旅人達です。彼らは皆優しい人ばかりで、若い私を見て、困ったことはないか、ちゃんと食べているかと聞いてくる。少ない手持ちから食事を分けてくれる人すらいますよ」

　旅人は、仲間意識を大切にする人達だった。同どう胞ほうから遠く離れて生きるからこそ、同じような境きよう遇ぐうの人間に対し優しくなれるのだろう。時に仲間同士で争うこともある我が国の人々に、ぜひ知っておいてもらいたいことだ。

　これからどうするのか？　最後の質問に、キノさんは楽しそうに笑った。

「旅は続けると思います。でも、その先、もっと先には、多分故郷の国に帰ります。そして、そこで、もしなれるのなら、教師になりたい。未来に悩んでいる子ども達に、旅で学んだことを教えたい。それで別に彼らが旅に出てくれなくてもいいんです。それより、国の中で生きる上で、その知識を活いかしてくれたらと思います」

　大丈夫。きっとキノさんなら、夢を実現させるはずだ。キノさんが〝先生〟になる日は、そんなに遠くないと確信を持った。

「もしなれたら、自じ慢まんしますよ。〝先生は、とある国でインタビュー取材を受けたことがあるんだ〟って（笑）」




　　　　＊　　＊　　＊




「こんにちは、キノさん。今日は、よろしくおねがいします」

「はい……。あの、エルメスはいいんですか？」

「ええ。一応、旅人のキノさんだけにお話を聞けたらと。モトラドのエルメスさんには、今回は、発言ご遠えん慮りよいただくということで、どうかお願いします」

「分かりました。──というわけだから、エルメスはしばらく黙っていてね」

「わかったー。もらえるものはもらったから、別に気にしてないよ。じゃあ寝てるね。終わったら起こして」

「分かった。──えっと、ではどうぞ。ボクとしても、謝礼としていろいろいただいているので、できる限りきちんとやります」

「ああ、ありがとうございます。でも、謝礼のことは記事からカットしますね、あはは。一応、国営新聞なので。町まち中なかで偶ぐう然ぜんに会って、タダでインタビューをしてくれたということに」

「分かりました」

「ええ、それでは始めさせていただきます。改めて今回のこのインタビューについてですが、キノさんに旅についての率直なお話を聞かせてもらって、それを新聞の記事にします。残念ながら、今日出国のキノさんに、その記事を読んでもらうことはできないんですが……」

「それは仕方ありません。気にしないでください」

「そう言ってもらえると助かります。──さて、この国の人は、滅めつ多たに来ない旅人さんに言い知れぬ憧あこがれを抱いだいていまして、もうどんな小さなことでも知りたいと思っています」

「聞かれたことに、正直に答えてしまっていいんですか？」

「はい、ぜひお願いします！　旅人さんの素顔を知りたいと、皆が思っています。返答はしっかりと記事にします。ですからもちろん、キノさんが〝どうしてもこれは答えられない〟と思われたら、その旨むねをハッキリとおっしゃってください。それ以上聞くことはしないと約束します」

「分かりました」

「では、最初に有あり体ていな質問なのですが、キノさんの旅の始まりをお聞かせください。いつ頃から旅に出たのか、どうして旅に出ようと思ったのか、家族の反対はなかったのか、などです」

「えっと……、ボクは、十二歳さいの誕生日までは生まれた国に住んでいて、学校に行き、普通に暮らしていました」

「ほう。すると旅に出たのは十二の時？」

「そうなると、思います」

「早いですねえ。驚きました。では、旅に出た理由は？」

「あの……、その国では、十二歳で子供を大人おとなに仕立て上げるというか、作り替える〝手術〟があったんです」

「〝手術〟……？　それは、通過儀ぎ礼れいのようなことを形式上そう呼んだのでは？」

「え、いいえ。実際に頭を割って開けて、脳のどこかをいじるんだと聞いていました。すると、嫌いやなことも笑顔でできるようになる、社会に役にたつ〝ちゃんとした大人〟になれると教わっていました」

「そ、そうですか……」

「それで、ボクも、当たり前のようにその手術を受けて大人になると思っていたんですが、直前に会った旅人と会話して、そのことに疑問を持ちました」

「ほう！　そこで、その旅人さんの影響で、他ほかの国を見てみようと思い立ったと？」

「いええ。手術は受けたくないと、すぐに親にそのことを言いました。すると、それは間違っていると怒鳴られて──」

「ああ、怒られましたか。やっぱり慣習に刃向かうっていうのは勇気がいりますね」

「そうですね。だから、親に従わない〝でき損ない〟として、すぐに殺されそうになりました。現に、その旅人はボクをかばって、目の前で父親に刺し殺されました」

「…………」

「ボクも絶対に殺されるけど、まあいいかと思った時、今寝ているエルメスが──、その旅人がスクラップから治したんですけど、ボクに逃げることを提案して、飛び乗って、国から飛び出したんです。──だから、国を出たのは自分の自由意志ではなく……、単に死なないための決断だっただけです」

「…………。え……、えっと、それは──、確かに重大な決断でしたね……。まったく。──そ、その後こうして旅を続けている、と？」

「え？　いいえ。──その後は、どうしようもなかったのでしばらく彷徨さまよって、食べるものも見つけられず、森の中でのたれ死ぬかと思いました。そんな時、ボクが〝師し匠しよう〟と呼ぶ人に出会って、助けられ、しばらく一緒に暮らしました。そこで、射しや撃げきを含むいろいろなことを学びました」

「な、なるほど。その方が優しく教えてくれたからこそ今があると」

「そうですね。寝ていると容よう赦しやなくゴム弾だんを撃うち込んでくる人でしたけど」

「…………。その後、旅に？」

「すぐ、ではありませんでした。その人と暮らし、その人の昔の旅の話を聞いているうちに、自分でも旅に出たいって、ボンヤリとした気持ちにはなりましたけど」

「それでは、そこで何かきっかけになった出来事があったわけですね？」

「そう……、ですね。そうだと思います。〝あの事〟以降、ボクは旅を意識するようになりました」

「なるほど。そしてその出来事とは？」

「えっと、先ほど話した、生まれた国で会った、目の前でボクのせいで死んだ旅人。彼のお母さんに会うことができたんです」

「なんと！　それは大きな出来事でしたね」

「そうですね。ほとんどボクのせいで彼は死んだわけですから……、ずっと心のどこかで、彼の知り合いがいたら、謝りたいって思っていました。それが痼しこりとして残っていたので」

「さて、会って、どうなりました？」

「ボクが彼のことを伝えたら、その人はよく教えてくれたねと言ってくれました」

「なるほど。その時のお母様の優しさが、自らをより見つめ直す旅に向かわせたわけですね？」

「いいえ。その直後、ボクはそのお母さんに毒を盛られ、倒れたところを首を絞しめられて殺されそうになってしまって」

「いっ……？」

「ボクは、そのお母さんを撃うち殺しました」

「…………」

「師し匠しようのところに戻って、それから、ボクはどうするべきか悩みました。でも、師匠から旅の話を聞くと、やっぱり旅に出たくなって──」

「な、なるほど。その人に、相談してみたわけですね？」

「いいえ。訊たずねて駄だ目めだといわれたら決心が揺らぐので、エルメスに乗って、勝手に出てきました。その際に許可なく持ち出したものがけっこうあるので、戻ったらただでは済まないと思います」

「……そ、そうですか。──旅のきっかけは、大変に、よく分かりました。えー、次に、旅をしている普段の生活についてですが……」

「はい」

「国の間を移動中、一番考えていること、一番気にかけていることって、なんですか？」

「食べることです」

「なるほど、食べ物の確保ですか。重要ですね。普段どんなものを食べているんですか？」

「移動中は、携帯食料を主に食べてますけど、食べられそうな動物を見つけるとすぐに撃ち殺して解体します。兎うさぎや鳥が多いです。森の中に多い鹿しかは、一頭を一人で食べるには量が多いので見逃すことがありますけど、子鹿だとちょうどいいし肉が軟やわらかくて美味おいしいので、子鹿だけ仕し留とめて親鹿は追い払います」

「そ、そうですか……。バーベキュー、ですね？」

「はい。やっぱりお肉を食べると元気が出ます」

「なるほど……」

「今みたいに寒い時期だと、解体した肉が腐くさらなくて助かるんです。エルメスに鹿や猪いのししの後ろ足だけ載のっけて走ったりもします。エルメスは嫌いやがりますけど。この場合、空からの猛もう禽きんの攻こう撃げきに注意が必要です」

「なるほど……。食べ物の話は、ひとまずおいておいて、旅の途と中ちゆう、一番困ることって何でしょうか？」

「そうですね……、酷ひどい道とか、厳しい天候とか、長くシャワーが浴びられないとか、さっき話した食事のこととか、いろいろと不便なことはありますけど、一番ボクが厄やつ介かいだと思うのは──」

「思うのは？」

「生きている人間です」

「はい？　他ほかの人間ですか？」

「はい」

「旅の途中に出会う他の人間……、私なんかは、久しぶりに話をしたり、旅の情報のやり取りをしたりできる便利さがあると思いますが？」

「はい、確かにそれはあります」

「旅人同士の仲間意識も？」

「あります。でもそれは、会う人の半分くらいです。残りの半分は危険です。ボクの持ち物を奪おうとしたり、ボク自身に何かしようとしたり……、狼ろう藉ぜきを働こうとします。そういう人は、妙みように笑っていたり、動きが変だったりと、なんとなく分かるので警戒しておきます。ボクが警戒しているのを見て、すんなり諦あきらめる人も中にはいます。そうでない人も、います」

「それで……、実際襲われた場合……、キノさんはどうするんですか？」

「反はん撃げきします」

「……えっと、具体的には？」

「パースエイダーを向けられたら、向けられそうになった時点で撃うちますから、大抵は殺すことになります」

「…………。こ、殺してしまうんですか？」

「はい。撃ち合いで手加減するのはとても難しいですし、ボクのこの『カノン』は、口こう径けいが大きいし破壊力がある弾だん丸がんを使っているので、例えば手足を撃っても、傷きず跡あとはけっこう凄すごいことになります。そのまま、出血死すると思います」

「で、でも……、いきなり撃うって殺してしまうのは、ちょっとやり過ぎかなあと……」

「さもないと、ボクが死ぬので」

「ま、まあそうですよねえ……。大変ですねえ……。えっと、〝生きている人間〟と言われたのは？」

「逆に、死んでいる人間は全然そんなことはないんです。ときたま、道に死体が転がっている場合があります。旅人だったり、そうでなかったり」

「そんな時は、やはりその方の無念を察して、丁てい重ちように埋まい葬そうしたりするんですか？」

「いいえ、まずしません。そのうちに野生動物がちゃんと食べてくれますから」

「…………」

「ボク達旅人が死体を見て、まず気にするのは──」

「はい」

「なにか使えそうなものがないかです」

「…………」

「さほど使い道がなければ置いていきますが、たまに貴金属や宝石、携帯食料、武器や弾だん薬やく、その他ほかに売れそうな物が転がっているときがあります」

「そんな時は……、まさか、遺い品ひんを持ち去ってしまうので……？」

「はい。もちろん大きなものは駄だ目めですけど。ただ、自分がその人を殺して奪ったと思われてはたまらないので、特徴的なものは避さけるようにしています。はめている指輪とかは。──前に、死体を見ると必ず歯を見て、金歯があれば顎あごを砕くだいて全すべて取り外し、溶とかして売っている人に会いましたが、ボクは、さすがにそこまではしたくありません」

「…………」







「終わった？　キノ」

「終わった」

「思ったより早かったね」
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第二話　「ホラ吹き達の話」

　─Fantasy─







　とある国の、とあるホテルの食堂での話です。

　木造の建物の一階が食堂でした。床ゆかも壁も木の板が張られ、高い天てん井じようには太い梁はりが何本も走ります。

　その梁と梁、または梁と壁の間に、太いロープがたくさん張られていました。

　まるで帆はん船せんのマストのように何十本ものロープが張られて、ちょうど人間の頭の位置くらいまで緩ゆるやかに垂たれ下がっていました。

　床には、丸いテーブルが二十個ほど並んでいます。一つだけイスが並んでいるテーブルがあって、そこには四人の旅人がいました。

　彼らは全員、今日この国に入ってきたばかりの旅人でした。

　一人は、馬車で旅をしている五十代のおじさん。

　一人は、大きな四輪駆く動どう車で走り回っている三十代のお姉ねえさん。

　一人は、そのお姉さんと仲良くなって乗せてもらってきた、徒歩で旅している二十代のお兄さん。

　最後に、腰こしに大きなリヴォルバーを吊つった、髪かみの短い、十代中頃に見えるモトラド（注・二輪車。空を飛ばないものだけを指す）乗り。

　四人は一緒に食事を取った後、お茶を飲みながら、旅人なりの情報交換をしていました。まわりに他ほかのお客はいません。バーカウンターにいるはずのバーテンさんの姿も、今はありません。そんな時です。

「旅人さんがいるんだって！」

　大声で楽しそうに話をしながら、この国の住人がやってきました。一いつ斉せいに、あっという間に三十人ほどがテーブルのまわりに集まって、驚いている旅人達を囲みました。

　旅人達が簡単に挨あい拶さつをした後、国の人の一人がこんなことを言いました。

「ねえ旅人さん達。旅人さん達はよく『俺おれは今までにこんな国を見た』って話をするけど、聞く人が確かめようがないからって噓うそを言うことがあるよね。どうだろう、ここで私達に、〝旅人さん達がそんな時に言う噓〟の話をしてくれないかな。想像力溢あふれた、現実では有り得ない不思議な話が聞きたいんだ」

　驚いた四人ですが、面白いホラ話を聞かせてくれたら食事代はタダにすると言われれば、黙ってはいません。




　おじさんが話をしました。

「私は、かつてこんな国を見た。その国では国民全員がえらい百ひやつ貫かんデブで、とても人間とは思えないほど膨ふくらんでいた。太っているほど魅み力りよく的に見えるからだそうだが、毎日大量に食べていた。当然肥満に由来する病気が続出しているが、そんなことはお構いなしだった。そして、とうとう歩けなくなってしまうほど太ったら、その人は偉大な〝聖人〟として祭り上げられて、死ぬまで誰かの世話をされて、ひたすら食べるだけの人生を過ごすんだ。体重は三百キロ以上。自じ重じゆうで骨から肉体が剝はく離りするので動けもしない。その様さまは、とても人間とは思えなかった」




　お姉さんが話をしました。

「あたしが一番驚いた国といったら、アレね。赤ちゃんが生まれたら腕うでか足、どちらかを一本切り落としてしまう風習の国。両手両足が揃そろっているのは完かん璧ぺき過ぎて、〝人間として美しくない〟ってことで、使える手足をあっさりと切り落としてしまうのよ。そのための道具も売っていたわ。当然住民は皆どこか手か足がなくて、それが当たり前で美の基準になっているから、あたしなんか何処どこ行っても、『あなたは両手両足揃っているのが恥ずかしくはないですか？』なんて言われて白はく眼がん視しされて、そのうち切り落とされそうになったから逃げてきたわ」




　お兄さんが話をしました。

「俺おれが行った国は凄すごかったよ。その国では、〝中年法〟って法律があるんだ。中年、つまり分別のついた大人おとなが犯罪をしでかしたら、なんと無罪なのさ。簡単な矯きよう正せいを受けるだけで刑務所には入らない。〝分別のついているはずの大人が罪を犯すなんて、よほど仕方のない理由があったに違いない。だから罪には問えない〟っていうのが理由さ。だからその国では、〝何かやるなら中年まで待て〟が合言葉だった。もちろん大抵の大人は普通に生活しているけど、たまにとんでもない犯罪があって、身の危険を感じたね。すぐに出てきたさ」




　モトラド乗りが話をしました。

「ボクは、国全体が動いているのを見ましたよ。この国と同じくらいの国に、でももちろん巨大な城壁の下に、たくさんのキャタピラがついてずっと動いているんです。国民はそこに乗って生きて、延々のんびりと旅を続けていました。ボクが乗った時、通せんぼしている別の国があったんですけど、動く国は強力なレーザーで相手の城壁をまるで紙みたいに焼き切って、どんなミサイル攻こう撃げきをも跳はね返して、あっという間に通り過ぎてしまいました。今もその国は、どこかを彷徨さまよっているんだと思います」




　四人の話が終わりました。

　国の人達は、いたく面白がってくれました。〝そんなの有り得ない〟と驚いて楽しそうに笑ってくれました。とても満足した様子でした。

　そして、さすがは旅人さん達だと感激して、食事代は払っておくからと、明朝早いからもう帰るよと言い残して──

　全員来た時と同じように、一いつ斉せいに去っていきました。

　四人がぽつんと取り残されました。急に静かになった食堂で、おじさんが言います。

「君達──。噓うそを思いつくのが面倒で、実際訪れた国のことをそのまま話しただろ」

　三人が頷うなずきました。そしておじさんの顔をじっと見ると、

「ああ、俺おれもだよ」

　おじさんはあっさり白状しました。そして、

「でも……、確かにさっきの話も驚けるが……」

　三人が頷きました。そして四人で、空中に渡してあるロープを見上げ、

「この国も相当すごい……」

　おじさんの小声でのつぶやきに、三人はしっかりと頷きました。

　四人は、ロープを見上げました。

　先ほどまで国の人達が全員逆さまにぶら下がっていた、ロープを見上げ続けました。




　バーカウンターでは、バーテンさんがロープに膝ひざで逆さにぶら下がり、

「おかわりはいかがですか？」

　そんな逆さのまま、グラスを磨みがきながら訊たずねてきました。
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第三話　「保護の国」

　─Meritocracy─







　夏の草原を、小さな車が走っていました。

　そこは全周見渡す限り平らな草原で、草花が楽しそうに風に揺れていました。木はまばらにしかありません。空には夕暮れ間近のお日様が輝き、ところどころに浮かぶ雲を、鮮あざやかなオレンジ色に輝かせていました。

　その車は黄色くて小さくて小さくて、あちこちがボロボロでした。黒い煙けむりを出す排気管が、土の道の凸おう凹とつにあわせて暴れて、今にも脱落しそうです。サイドミラーはヒビだらけで、ボンネットの隅すみっこは錆さびて欠けていました。

　それでも車は、広大な草原を一生懸けん命めい走っていました。

　夏ですのでそれなりに気温は暑いですが、湿度がないので過ごしやすい場所でした。車の運転席に座る男も、左側の助手席に座る女性も、窓から入る心地いい風を受けて、シャツの襟えり元もとを揺らしています。

　運転席の、少し背が低くてハンサムな男が、ハンドルを片手で握りながら、

「師し匠しよう、たまには休みませんか？　国に入ったら」

　隣となりの女性にそう言いました。師匠と呼ばれた、長い黒くろ髪かみを持つ女性が男の方を見もせずに訊たずね返します。

「休む、とは？」

「まあ、文字どおり。お金稼かせぐための仕事をせずに、滞たい在ざい中のんびりまったりと過ごすってことです。商人から巻き上げた宝石で、しばらくは食い扶持ぶちには困りませんよ」

　女性は何も答えませんでしたが、特に反対している様子でもありません。

「俺おれも、久しぶりに三食美味うまいものをたらふく食べたいですし」

　男がそう言ったのと同時に、地平線の先に城壁が見えてきました。

　車は、へろへろと城壁に近づいていきます。その道の左右に、何か動いているものが見えました。

　男が速度をさらに緩ゆるめます。草原で動いていたのは、動物でした。

　全長で六十センチほど。一見するとペンギンのような、歩く鳥といった風ふう体ていですが、猿さるのように二本の腕うでがあります。

　色は茶色とクリーム色の斑まだらで、体中に猫ねこのような毛を生やし、犬のようなふさふさの尻尾しつぽがあって、顔には小熊のようにぱっちりとした目に小さな鼻があります。

「へえ。あんなの初めて見ましたよ」

　男が言いました。女性も無言のまま、草原に頭を出す動物を見み遣やりました。

　三十頭ほどの動物に見つめられながら、車は城門に吸い込まれていきます。




　二人が入国したのは、広くもなく狭せまくもない、農業が主産業の、まわりに争う国もない、のんびりとした国でした。

　入国が許可されて、二人は早速宝石を売り、なかなか豪ごう華かなホテルに投宿します。久々にシャワーを浴びて、美味おいしい食べ物を食べて、二人はそれなりにいい気分でした。

　さて翌日、二人が遅い朝食を食べていた時のことです。

　ちらほらとお客が見えるレストランに、動物が入ってきました。

　国の外で見かけたのと同じ動物です。ただし色はちょっと違って黒と茶色の斑まだらで、体格も若じやつ干かんこちらの方が立派でした。

　その動物は、とことこと二本足で歩き、テーブルを縫ぬって二人のいる場所へと近づいてきました。

「国の中にもいるんですね。ペットですかね？」

　男が聞いて、

「さあ」

　女性はお茶を飲みながら、感心なさげに答えました。

　その動物は男の隣となりに来ると、ヒョイと跳とび上がりました。テーブルに土足で着地、そして男が後で食べようと取っておいた、たっぷりとクリームが載のったシュークリームに目を光らせます。

「ダメだよ。やらないよ」

　男はそう言いながら、追い払おうと右手を外に振ろうとしました。その時です。

「ああっ！　──旅人さん！　ダメです！」

　ウエイターが大声で言ったもので、男はピタリと動きを止めました。女性も、カップに口をつけたまま視線を上げました。

　その隙すきに、

「きょきょきょきゅきょ」

　その動物はそんなことを言うと、器用に男のシュークリームをつまみ取りました。そしてむしゃぶりつくように、クリームを顔中につけながら食べ始めました。

「あ──」

　男が呆あきれている間に、ふがふがと食べまくります。ウエイターが駆かけ足でやってきたのはその時でした。

「旅人さん。その動物に手を出してはいけません」

「なんでまた？」

「保護法があるんです」

　ウエイターが、二人に説明してくれました。

　この動物は、かつてこの辺の草原にたくさんいましたが、この地この国に人間が住むようになって、乱獲で激減してしまいました。

　とうとう絶滅の一歩手前まで来て、そこで国は、ある程度の数を国内で保護し、餌えさを与えて繁はん殖しよくさせました。

　この動物を絶滅から護まもるため、人は一切危害を加えてはいけないと法律で定められました。以降どこで何をされても、手を出してはいけなくなったのでした。

　そんな説明の間も動物はシュークリームをがふがふと貪り、やがて食べ尽くすと、

「きょきゃきゃきゅきゅきゅきゃ？」

　クリームまみれの口でそんなことを聞いてきました。男とウェイターは、なんと言っていいのか分からずに無言です。

　動物は、女性のお皿を見ました。こっちにも、美味おいしそうなシュークリームが一つ残っているではありませんか。

「きょきゅきゃきゅきょー。きゅきゅきょ」

　動物はそう言うと、その皿へと手を伸ばし、

「きゅきゃ？」

　楽しそうにシュークリームを摑つかむ直前で、自分を見下ろす女性とばっちり目が合いました。

「きゅきっ……」

　動物が、目をそらしました。

　そしてテーブルから飛び降りると、少し離れた別のテーブルへ駆かけていきました。そこへと飛び乗ると、まだだいぶ残っていたそのお客のパンケーキを食べ始めました。

　座っていた中年の男性は、大きくため息をつくと、その席から立ち上がりました。すっかり諦あきらめたように食事を途と中ちゆうで止やめて、出て行ってしまいました。

「ご覧のとおりです。この国では、この動物に触ふれることもできません。万が一傷つけてしまったら、旅人さんといえども懲ちよう役えき五年はくらいますよ。殺しでもした日には終身刑です。お気をつけを」

「なんとまあ」

　男が呆あきれました。そして、シュークリームを食われてしまったので、もう一つ追加しようとしましたが、

「もう品切れなんです。申し訳ありません」

　ウェイターは頭を下げてから去っていきました。

　男は、自分の分のシュークリームを食べている女性に、半分ください、と訊たずねました。

「いやです」

　返事はつれないものでした。




　さてそれから、二人は散歩がてらに国を見て回ったのですが、

「どうにも、えらい狼ろう藉ぜき者ですね」

　男が漏もらした感想どおり、あちこちで例の動物が傍ぼう若じやく無ぶ人じんな、文字どおり人間など近くにいないかのような振る舞いをしていました。

　数頭の群で道路を横切り、車や馬車を止める。器用に壁を登って洗せん濯たく物をぶちまけてしまう。店の前の果くだ物ものを食べ荒らす。拭ふいたばかりのテーブルに足跡をつける。ところ構わず糞ふん尿にようを撒まき散らす。農作物を荒らしまくり、じゃあ食べるかというとそうでもなく投げて遊んでいる。

　その数は決して多くはありませんが、別に希き少しようというほど少ないというわけでもなく、ちらほらと目にします。

　国の人によると、最近は繁はん殖しよくがうまくいったのか、急激にその数を増やしているとのことでした。

　歩いている二人のところにも数頭がたかってきましたが、

「何か用ですか？」

　そう言った女性と目が合うと、去っていきました。その動物たちは、道路の反対側を歩いていた小さな女の子に目をつけました。女の子の鞄かばんをひったくると、車道に放り投げました。その上を、トラックが通過しました。

「ひどい……。やっと買ってもらったのに……」

　ぺしゃんこになった鞄かばんを見て女の子はさめざめと泣き出し、

「きゅきゃきゃーきゅきょ！」「きゅっきょきゅ！」「きゃきゅきょきゃ！」「きゅきょきゃ！」

　動物達は楽しそうに笑いました。

「ちゃんと相手を見ていますよ。知能が高そうですね」

　男が言いました。




　その日の夕方です。

　二人がホテルのロビーでくつろいでいると、オーナーである初老の男性が挨あい拶さつにやってきました。滅めつ多たに来ない旅人を歓迎し、お茶を出してくれました。

　明朝出国すると言った二人に、この国はいいところだからまた来てくださいと、オーナーさんは言いました。

　女性は、かつて会った旅人がこのホテルに泊まったことを話しました。ずいぶん前で、こんな立派な建物ではなかったと話すと、オーナーは、ロビーのとても高いところに飾かざってある写真を紹しよう介かいしました。

　それは古びた白黒の写真で、小さな建物の前で、若い夫婦が笑顔を見せていました。オーナーさんが、自分の両親だと説明します。

　何十年も前、両親がこの地に小さな旅館を始め、それが今はこんな立派なホテルになったことを、どこか誇ほこらしげに語りました。

「もうあの写真しか残っていません。当ホテルの宝ですよ」

「大切なものですね」

　女性が言うと、

「ええ。だからあの高さに飾かざっているんです。本当はよく見えるように暖だん炉ろの上がいいのですが──、まあ、この国はいろいろ大変ですので」

　オーナーさんは複雑そうな表情で言いました。




　翌朝。

　旅人の女性と男が食事を取っている時に、その事件は起きました。

「あーっ！　止やめろ！　止めてくれっ！」

　ロビーから、男の絶叫が聞こえました。

　男が眉まゆをひそめ、また多くのお客が心配そうにロビーに向かいます。

「オーナーさんですね」

　女性がそう言って、口を拭ふいて立ち上がりました。男もロビーへと急ぎました。

　そこで見たのは、

「止めろー！」

　絶叫するオーナーと、

「きゃきゅ！」「きゃきゃきゅ！」「きゃきゅーきゅきょきゃ！」

　楽しそうに何かを踏ふんづけている三頭の動物たちです。

「きゅきゃ！」

「きゅきゅきょ！」

「きゅっきゅきゅきゅ！」

　動物たちが楽しそうに会話しながら踏みつけているのは、高いところに飾ってあるはずの、オーナーのご両親の写真です。

　動物たちは額がくを足で踏み割って、さらに写真を踏んづけ、仕し舞まいにはそこに涎よだれや糞ふんを垂れて汚よごしていきました。

「…………」

　オーナーさんはその前にへたり込んで、大切な写真がぐちゃぐちゃにされていくのをただ見守ります。

「どうして？」

　男が首を傾かしげて、飾ってあった壁を見ました。すると、そこには長い棒ぼうが三本立てかけてありました。

「ありゃりゃ……」

　ロビーにいた従業員の女性が、あの棒ぼうを持って動物たちがやってきて、立てかけると器用に登り、写真をたたき落としたと教えてくれました。

「きゃっきゅきゃー！」「きゅきょきゅー！」「きゃ！」

　嬉うれしそうに写真をぐしゃぐしゃにする動物たちと、

「ああ……」

　その前で滂ぼう沱だするしかないオーナーさんを、まわりのお客達が、何もできずにただ見ていました。

「きゃきゃ？」

　動物の一頭が、汚きたない足でとことことそんなお客達に近づいては、お客が後ずさりします。歯ぎしりをして悔くやしさを剝むき出しにするお客達ですが、手は出しません。

「この国の王様ですね」

　男がつぶやきました。

　やがてその動物は、とことこと女性の前に来ました。ただし、必要以上は近づかずに、

「きゃっきゃきゅ！」

　そう言って何度か跳とびはねて、それから仲間のいる写真の上へと戻って、

「きゃきゅー！」「きゃきゅ！」「きゃーきゅきゃ！」

　もはやぐずぐずで原型を留とどめていない写真を、さらに足で千ち切ぎりました。まるで踊おどっているようです。楽しそうです。

　そんな時です。

　ずどがん。

　ものすごい轟ごう音おんがロビーを揺らしました。

　そこにいる人間が、一人を除いて飛び上がらんばかりに驚いて、そこにいた動物も、一頭を除いて飛び上がらんばかりに驚きました。

　一人の人間は、腰こしで煙けむり立つリヴォルバーを構えている女性でした。

　一頭の動物は、その弾だん丸がんを胸に受けて、数メートル吹っ飛ばされて仰あお向むけに倒れ、血を噴ふき出しながらピクリとも動かない、先ほど女性を散々愚ぐ弄ろうした動物でした。

「やあれやれ」

　男が独ひとりごちて、左手で、細身の自動式ハンド・パースエイダー（注・パースエイダーは銃じゆう器き。この場合は拳けん銃じゆう）を抜きました。

「きゃきゅ？」

　そのままレーザーサイトを点灯させて、赤い点はつぶらな瞳ひとみと瞳の間にピタリと収まります。

　ぱん。

　先ほどよりだいぶ静かな発はつ砲ぽう音おんがして、一頭が仰あお向むけに倒れました。

　あっけにとられているお客の前で、そして残りの一頭の前で、

「すみません。パースエイダーが暴発しました」

　女性がそれだけ言いました。男も、しっかりとホルスターにしまいながら、

「俺おれのもです。いやあ、誰にも当たらないでよかった」

「た、旅人さん達……。とんでもないことを……」

　お客の誰かがようやくそれだけを言うと、女性は、

「さて、何がでしょう？」

「何がって……。あなた、保護動物を殺してしまったんだぞ……。重罪だ……」

「動物？」

　女性はそう言いながら首を傾かしげると、死んだ二頭と、呆ぼう然ぜんと突っ立っている一頭を見ながら、

「どこに動物がいるんですか？」

　至し極ごくあっさりと、そんな質問をしました。

　ざわっ。

　お客達がどよめくのが分かります。女性が、淡々とした口調で、

「どこに動物がいるんですか？」

　もう一度言いました。




「ああ。確かに……」

　オーナーさんが、ゆらりと立ち上がりました。

「きゅ？」

「お集まりの皆さん……。動物なんてどこにもいないじゃないですか……」

「きゅききょ……」

　立ち上がって涙なみだをぬぐったオーナーは、自分の脇わきにあった頑がん丈じようそうなイスを持ち上げると、

「死ねーっ！」

　残りの一頭へと力の限り打ち付けました。

「きゃ──」

　小さな悲鳴と、何か骨がたくさん折れる嫌いやな音がしました。




　それからしばらく、元に戻せないほどぐちゃぐちゃになった写真の前で泣き続けるオーナーさんと、

「やあれやれ」

　肩かたをすくめる旅人の男と、黙ったままの女性とを、周りの人間が眺ながめていました。

　どうする？　とか、警察？　とかの言葉も聞こえますが、誰も率先して動こうとはしません。

　ロビーが葬そう式しき場のように静まりかえった時、

「きゃきゅ？」

　バタンとドアが開かれ、たくさんの、ざっと見ても一ダース以上の動物がロビーに入ってきました。そして仲間の死体を見ると、

「きゃきゅ！」「きゃきゅー！」「きょきゅ！」「きゃーきゅきゅきゅ！」「きゃきゅ！」

　口々にそんな言葉を叫びながら、人間へ向けて突っ込んできました。

　ずどん。ばごん。ぱきゅん。ぱぱぱん。

　旅の女性と男性が、精密機械のようにパースエイダーを撃うちまくりました。女性が素早く弾だん倉そうをかえている間、男が援えん護ご。男が弾倉交換中は、女性が援護。

　そうしてロビー中に炸さく裂れつ音が轟とどろき渡り、誰も彼もが耳鳴りを起こしている中で、動いている動物は一頭もいなくなりました。

　皆が呆ぼう然ぜんとする中、

「どこに動物が？」

　女性は言いました。

「そ、そうだ！」

　国の誰かが言いました。後はスイッチが入ったかのように、

「動物は保護しなくちゃいけないが、どこにも動物はいないじゃないか！」

「そうだそうだ！　──動物なんか、この国にはいないんだ！」

「いないものは護まもれない！」

　全員が雄叫おたけびを上げました。




　その国は、かつてないほど騒がしい一日を迎えることになりました。

　国中で、

「動物を見たか？」

「いいや。見えない」

　そんな挨あい拶さつが交わされて、ホテルから生まれた波がどんどん伝でん播ぱしていきます。住人は手に棒ぼうや農具を持って、

「きゃきゅー！　ぎょきゅ──」

　見かけた動物を片かたっ端ぱしから殴なぐり殺していきました。

　最初のうちは警察もなんとかしようと思っていましたが、国民全員がそれをしているので、目の前にいる全員を逮たい捕ほするかそれとも見て見ぬふりをするかの選択を強いられ、

「動物は……、いないよな？　巡じゆん査さ」

「ええ……。いませんね、警部」

　そんな会話をしていました。

「きゅきゅきゃーっ！」

　一日中、国中で、怒号と悲鳴が飛び交いました。

　旅人の女性と男も、何もいない場所への暴発を繰り返し、弾だん丸がんが足りなくなると店の人から無料で分けてもらいました。




　そして夕方です。

　オーナーさんのこれ以上ないお礼の言葉を見送りに、黄色くて小さい車は城門へと走っていきました。

　城門では、番兵にいつでもまたいらしてください、などと言われて感謝されました。車は、開かれた門をくぐっていきます。

　その時でした。

「きゃきゅー！」

　茂みに潜ひそんでいた一頭の動物が、車の屋根に飛び乗ったのです。

「あっ！　あの野や郎ろう！　──見えないけど！」

　番兵がそう言いながら、手にした剣を車の屋根の上で素振りしようと思いましたが、

「出国してしまったので、いいでしょう」

　女性はそう言って、番兵を止めました。その時車は、城壁を抜けて外に出ていました。

「まあ、国の外でしたら……。お気をつけて」

　番兵はそう言って、城門の警護に戻っていきました。

「師し匠しよう？」

　運転席の男が、屋根に必死になってへばりついて、

「きゅきゅきゅう……」

　恐らくは震えている動物に目をやります。

　女性はしばらく走るように男に言って、言われたとおりに小さな車は草原を走りました。そして止まりました。

　女性は車から降りると、屋根にいる動物に話しかけます。

「もう降りなさい」

「きゅっきゃきゅー！」

「連れてはいけません」

「きゅきゅきゅ？」

「ダメです」

　女性が睨にらみ付けると、動物は渋しぶ々しぶと車の屋根から飛び降りました。

「きゅきゅう……」

「あなた達は、少し勘かん違ちがいをしていたようですね」

「きゅ？」

「〝守られている〟ということは、〝力がある〟ということではないのですよ。あの国で本当に力があったのは、あの国の人達です。あなた達ではありませんでした」

「きゅう……」

「さあ、好きなところへ行きなさい」

　女性が草原へと指を差しました。動物がそちらを見ました。

　するとそこには、たくさんの動物がいました。色と大きさが少し違うだけの、大小合わせて二十頭ほどの動物の群が、草原から顔を出してこちらを見ていました。

「きゅっきゅきゅ……」

「さようなら」

　女性はそう言うと車に乗り込み、運転手に出すように言いました。

「あばよ」

　男がそう言って、へなへなと車を発進させました。




　草原の道を走りながら、

「師し匠しよう。優しいところもあるんですね。俺おれはまたすぐにでもぶち殺すのかと」

「いいえ。いいえ」

　女性が否定の言葉を二回も使ったので、男は首を傾かしげました。

「師匠？」

　左側の席に座る女性を見ると、女性は優ゆう雅がに微笑ほほえんでいました。

「私は優しくなんてありませんよ。すぐに殺す必要もありませんよ」




　黄色い車が夕日の中に去った後、

「きゅっきゅきゅー！」

　取り残された一頭の動物は、そう言いながら群を見ました。

「ごががごがっ」「ごががががご」「ごごごごがが」「ごがっがごがが！」

　群の一団が威圧的な勢いでそう言い返すと、その一頭は、

「きょゆ……」

　少し体を引きました。

　やがて群の中にいたボスらしい一頭が、その一頭に話しかけます。

「きょきゅきょ？」

「きょきゅっ！　きょきゅきょっきょきゅ！」

「きょっ。きょきゅきょきゅきょ」

　ボスはそう言うと、群へと振り向き、

「ごがごごがご！」

　そう短く強い調子で言いました。群の一団が、身を引き締めました。

　それからボスは、

「きょきゅきょ」

　その一頭に優しげに話しかけます。手を振って、その一頭を招き寄せました。

「きゅ！　きゅう──」

　その一頭は嬉うれしそうにそう言うと、テクテクと群に近づきます。群は広がってその一頭を迎え入れました。

　そして、

「ごがごーっ！」

　ボスがそう叫んだ瞬間に、皆で一いつ斉せいに、その一頭を殴なぐり始めました。

「きゃーきゅー！　きゃきゅーきゃきゅー！」

　悲鳴を上げても、お構いなしに殴り続けました。

　やがて、草原は静かになりました。
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第四話　「電柱の国」

　─Transmission─







　とある小さな国の中に、キノとエルメスがいました。

　国が小さくて平らなので、どこからでも城壁の内側が見えます。畑と家が交互に並ぶ、のんびりした風景ののんびりした国でした。

　暖かい陽ひ射ざしの下、キノはエルメスをやっぱりのんびりと走らせて、国のようすを見て眺ながめていましたら、

「やあ旅人さんだね。こんにちは。もしよかったら私の家で家族とお茶とお菓か子しはどうですか？」

　道を歩く人にそんな言葉で誘さそわれたので、断る理由のないキノはお呼ばれすることにしました。

　この国の人に続いて、キノはエルメスを押しながら進みました。広い砂じや利り道みちから、家の敷地に入ろうとして、

「おっとその先は危あぶないよ」

　そう注意されました。キノが足を止めて進む先を見ると、地面ギリギリのところに、太い線が張ってありました。線は家の中に延びていきます。

「なんですか？」

　キノが聞きました。

「電線です」

　国の人が答えました。家々を繫つなぐために張られている電線ですと、国の人は言いました。

「それに触ふれてしまうと感電して、ひょっとしたら死んでしまうのでいつも注意が必要です」

「それは大変ですね」

「でも、注意していれば平気です。電線の先を見てください」

　キノとエルメスが電線をたどると、そこには柱が立っていました。高い柱です。先っぽは尖とがっていました。電線を逆にたどると、やっぱりそこにも柱が立っています。石でしっかりした土台が造られて、どすんとそこに置いてあるのでした。

「そういえば、家の近くにはこの柱をよく見るね」

　エルメスが言いました。そしてキノは、この柱はなんですかと訊たずねたのでした。

「電柱です」

　国の人が答えました。

「電柱、ですか？」

「はいそうです。これは、実は何年も前に、あなたみたいな旅人さんに教わった知識です。旅人さんに、同じように地面に張られている電線があるので気をつけてくださいねと言ったら、旅人さんがこう言ってくれました。『それならば、電柱を立てればいいよ。電線と電線の間に』　それはすばらしいことを聞きました。私達は早速、電線と電線の間に柱を立てました。柱にさえ気をつけていれば、どこに電線があるのかすぐに分かります。いつも下を注意していなくても、〝ああ、電柱があるから電線があるんだな〟とすぐに分かります。感電する人がとても減りました」




　キノとエルメスが出国して、数日経たった後のことです。

「あ……。しまったーっ！」

　国の人が大声で叫びました。隣となりにいた人が、なんだよ一体何ごとだよと問いました。

「私達が羽は虫むしを信仰の対象として大切にしていて、だから羽虫を食べる鳥を忌いみ嫌きらっていること──。だから鳥が留とまらないように電線は空中に張れないし、農地以外で草地を掘るのも禁きん忌きだから地表に張っているのに！」

「何を今さら。それがどうした？」

「そのことを言うのを忘れた！　この前来た旅人さんとモトラドさんに！　電柱の話を聞いて、きっと私達のことを馬鹿だと思っているよ！　阿あ呆ほだと思っているよ！」

「まあ、いいじゃないか。旅人は旅人だ。またこの国に来るかも分からない。来ない可能性の方が高い」

「だから、訂正する機会がなくなってしまった！　よその国に行って、私達のことを話してしまって、私達が馬鹿だ阿呆だと伝でん播ぱしたらどうしようよ？」

「気にするなよ。私達だって、よその国どころか、あの旅人について全すべてを知っているわけじゃあないんだし」

「それはさ、そうだけど……」

「気にするな。さ、祈いのりの時間だ。──偉大なる羽虫様羽虫様、どうか私達に恵みをもたらしください」
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第五話　「こんなところにある国」

　─Preface─







「ねえキノ。本当にこんなところに国があるの？」

　走りながら、エルメスがキノに聞いて、

「さあ……」

　キノは首を傾かしげながら答えた。

　エルメスとキノがいるのは、白い砂漠だった。堅く締まった白い土が、視界の限り、地平線の向こうまで続いている。

　空は隙すき間まなく雲に覆おおわれ、一面白かった。白い空と、白い大地。遠くでは境目がはっきりしない。そんな何もない世界に、モトラドが一台、ぽつんと走っていた。

　キノは黄色いレンズのゴーグルをはめて、顔にはバンダナを巻いている。長い茶色のコートを着て、あまった裾すそは腿ふとももに巻きつけて止めていた。

「〝さあ〟ってねえ」

「実はボクも、なぜ今こんなところを走っているのか、よく分かっていないんだ。不思議だ」

「やっぱりね。まあ、このへんは鴨かものフラッグだからね」

「…………。ひょっとして、〝カモフラージュ〟？」

「そうそれ！　──よく分かったね」

「あのねえ……。つまりは〝偽ぎ装そう〟ってこと？　なんのために何がどうして？」

「もうちょっと走れば分かるよ」

　エルメスがそんなことを言って、キノは首を傾げながらもエルメスを走らせる。あまりに景色が変わらないので、本当に動いているのか疑わしくなる──そんな空間でしばらく時間を過ごした後、

「あ……」

　キノはそれを見つけた。

　それは、大きな看かん板ばんだった。白い砂漠の中に、斜めになって、半分埋うまるようにして立っていた。そこに書かれた大きな文字──。

　キノが、看板の前でエルメスを止めた。サイドスタンドを下ろして降りて、ふらふらと看板へと近づき、

「ああ……」

　やがてがっくりと膝ひざをついた。看板には、こう書いてあった。




『Ⅹ巻のあとがき・ここから始まりますのでよろしく』




　なんてことだ、そうつぶやきながら、キノは手袋の拳こぶしで、白い大地を叩たたいた。

「〝ここはあとがきだったんだーっ！　──畜ちく生しよう作者の野や郎ろう、とうとうやりやがった！〟」

　その後ろで、エルメスがキノの代弁で楽しそうに叫んだ。それからポツリとつぶやく。

「本文中にいきなり〝あとがき〟──沢たく山さん出ていた読者さんによる予想の範囲内だけどね。これも一つのカタチさ」

「前巻に引き続き、キャラにこんなことやらせるなんて！」

　キノが怒っていたが、そんなことはお構いなくあとがきは始まる。




　というわけであとがきです。

　いつものとおりネタバレありません。ここ以降の話の前に読んでしまっても平気です。

　キノもとうとうⅩ巻にまできました。

　一口にシリーズ十冊目といっても、二〇〇〇年七月のⅠ巻発売から六年が流れています。小学六年生時から読み始めたとして、今高校三年生です。すごいことです。そして私にとっても、いろいろな経験と成長の、中身の濃い六年であったと思います。

　途と中ちゆう『キノの旅』はドラマＣＤになったり、テレビアニメになったり、テレビゲームになったり、〝エンタマ〟イベントでサイン会をしたり、劇場版アニメ映画になったり、その舞台挨あい拶さつをしたり、台たい湾わんでサイン会をしたり、ゲーム第二弾だんになったり──本当にいろいろなことがありました。

　もともと第六回電撃ゲーム小説大賞の応募原稿だった本作が、ここまで発展できたこと、それはとりもなおさず、読者の皆様の声援のおかげです。

　節ふし目めの十巻目を迎えて、重ねてお礼いたします。ありがとうございました。




　しかし……、残念なお知らせをしなければなりません。

　そろそろキノシリーズも、ネタが尽きてきました。

　今回も必死に書いていますが……、もうダメです。

　もう思いつかないんです。




　面白いあとがきが！





　　　　二〇〇六年十月　　明日あすを夢見るあとがき作家・時し雨ぐ沢さわ恵けい一いち






　追つい伸しん・これからもがんばります。
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第六話　「ティーの一日」

　─a Day in the Girl's Life─







　私の名前は陸りく。犬だ。

　白くて長い、ふさふさの毛を持っている。いつも楽しくて笑っているような顔をしているが、別にいつも楽しくて笑っている訳ではない。生まれつきだ。

　シズ様が、私のご主人様だ。いつも緑のセーターを着た青年で、複雑な経けい緯いで故郷を失い、バギーで旅をしている。




「では、頼む」

　シズ様は今朝けさの日の出前に、そう言い残して出かけられた。入国したとある国。あまりに騒がしすぎて治安も悪いため移住は諦あきらめたのだが、日ひ雇やといでかなり収入のいい仕事があるとのことで、路ろ銀ぎんを稼かせぐためにシズ様は引き受けた。

　仕事の内容は聞いていないが、しっかりと手入れをした刀を持っていったところを見ると、あまりマトモではないだろう。私はあえて訊たずねなかった。

　それより問題は、今はまだベッドでうつぶせで寝ている白い髪かみの少女、ティファナ、もしくはティーのことだ。この大陸に渡る途と中ちゆうに、いろいろな理由が絡からまって、旅に同行することになった。

「くれぐれも頼んだ」

　頼まれてしまったが、正直気が重い。

　今日は丸一日、私とティーだけだ。いつもはシズ様が上手じようずにコミュニケーションを取っている。果たして私が何を言えばいいものか。




　ここは安ホテル──、町まち中なかから離れた位置にぽつんと建つ、古くて痛いたんだ建物の一室だ。

　狭せまい部屋の壁紙はあちこちはがれ、昨日きのう入ったときは蜘蛛くもの巣だらけだった。二つ並んだベッドのマットレスは、穴が空あいていた。今ティーは、お世せ辞じにも綺麗きれいとは言えない毛布の上に自分の寝袋を広げて、その上に寝ている。いつもの灰色のショートパンツから、棒ぼうのような足が二本出ている。シャツは茶色の長袖そで丸首シャツ。他ほかのがあるのに、ティーは寝ているときも起きているときも、気温が許す限りこればかり着ている。

　朝もだいぶ過ぎて、昼との中間に差し掛かっている。このままずっと夜まで寝ていてくれたら相当楽なのに、そう思った瞬間、ティーが目をさました。

「…………」

　無言のまま、腕うで立たて伏せで体を持ち上げるように、上半身が十センチ寝袋から離れた。真っ白の髪かみを持つ頭が、要よう塞さいの砲ほう塔とうのように、ゆっくりとした動きで右へと動いた。つまりは、ベッド脇わきで伏せて楽をしていた私へと向いた。

　寝ね惚ぼけているのか、それともいつもどおりなのか判断がつきにくいが、エメラルドグリーンの瞳ひとみが、私を四秒間睨にらんだ。

「…………」

　私は身を起こすと、ベッド脇わきに座る。しっかりとティーを見み据すえ、

「おはようございます」

「…………」

「えー、シズ様は、お金を稼かせぎに出かけています。予定どおりなら、夜遅くに戻る予定です。今日一日は、私と一緒に過ごすことになります」

「…………」

「分かりましたね？　──むぎゅ！」

　私はベッドから降りたティーに真っ正面から抱だきしめられ、そのまま左側に倒された。重い。それからガコンガコンと体を揺らされて、数秒後唐とう突とつに解放された。

　何を？　と聞こうとして、返事は来ないだろうから止やめた。見上げると、ティーが私を見ていて、小さな声で言った。

「よ」

　ティーが洗面所に消えた。

　数十秒経たって、私は彼女が〝おはよう〟と言ったことに気づいた。




　シズ様は、昨夜買ったクロワッサンを置いていってくれた。新品のマーマレードの瓶びんも。

　ティーは、それを朝食と昼食の代わりに食べ始めたが、ティーが大きなスプーンでオレンジのマーマレードに食らいつこうとしたので焦あせった。

　それは、そんなふうに食べないほうがいい。私が言うと、ティーは後少しで口に運ぶところだった超大盛りのマーマレードを眺ながめて、

「どく、か？」

　別にそういう訳ではないが。




　カーテンを開けると、窓の外はきれいに晴れていた。初夏の太陽が世界を温めている。

　ここから見えるのは、まず畝あぜが幾何学模様を作る畑。人にん参じんか何かを育てている。ぼろぼろの案山子かかしが風に揺れていた。その向こうには、灰色の城壁の内側が横一文字に走っている。

　ティーはイスに腰こしかけ、

「…………」

　ずっと景色を見ていた。私はその脇わきで、絨じゆう毯たんの上に伏せて楽な体勢のまま。

　窓は北向きなので、陽ひ射ざしはきつくない。そうしているうちに、誰も喋しやべらないうちに、静かに時間は流れた。正午もだいぶ過ぎた。

　このまま平へい穏おんにこの一日が終わってくれたらいい。そう思った時、ティーが突とつ如じよ勢いよく立ち上がった。

「でかけるぞ」

　思わなければよかった。




「それは置いていきましょうね、ティー」

　散歩に手しゆ榴りゆう弾だんは必要ない。

「…………」

　ティーはしばらく私を睨にらんだ後、肩かた掛けバッグに入っていた五個の手榴弾を渋しぶ々しぶとシズ様のバッグに戻した。服が入っているところに無造作に置いていくのもどうかと思うが、レバーにテープが巻いてあるので、暴発はないだろう。ティーの手榴弾好きはなんとかした方がいいと私は思うが、シズ様はあまり気にしていない。

　私は、水を入れた水すい筒とうを持っていくことを勧めた。ティーは、こういうときは素直に従って、水をプラスチック製の水筒にくんで、タオルにくるんで鞄かばんに入れる。

　さてティーが肩かたに鞄をかけて、〝部屋を出る時は忘れないように〟とシズ様のメモが貼はり付けてあった部屋の鍵を手に、ドアに近づく。

　私は後から続いて、鞄からの微かすかな油の匂においに気がついた。

「ティー。鞄の底に何が入っていますか？」

　ティーが鉄の棍こん棒ぼう状の物体を取り出し、

「それも置いていきましょうね」

　私は言った。散歩に飛び出しナイフは必要ない。




「…………」

「お嬢じようちゃん。睨にらんでるだけじゃ分からないよ。何がしたいんだ？」

　ホテルのフロントで長イスにひっくり返って雑誌を読んでいた、ランニングシャツ姿の中年の男が、しびれを切らしてティーにそう言った。後ろから私がティーに、ちょっと出かけるからって鍵を出すんですよ、と言うと、

「…………」

　ようやく、無言だったが、テーブルの上に鍵をことんと置いた。

「ああ、散歩か。ごゆっくり」

「…………」

　ティーがそれでも睨にらみ、睨み続け、睨んでいるので、

「まだ何か？」

　男はまたもしびれを切らしてティーにそう聞いた。今度はティーが答える。

「さんぽだ」

「……それは分かったよ」




　外へ出ると、やはり畑ばかりだ。小さなトラックがたまに通る、舗ほ装そうがあちこちひび割れた道が一本あって、その左右は畑。もう城壁まで畑。

「どこへ行きますか？」

　私が訊たずね、

「…………」

　ティーは無言で、城壁の方角へ、太陽を背に北東へ進む道を歩き出した。ずんずん進むので、私もついていった。

　特に目的はないのかと思われたが、道が少し右に曲がっているところで、それが判明した。

「おわりだ」

　ティーは突然そう言って、立ち止まった。私が何がですと訊ねると、ティーは足下を見つめ、何度か靴先で叩たたいた。ティーの影が、道の脇わき、畑への草むす斜面に落ちて、ぼやけて分かりにくくなっていた。

「まさか、ただ単に自分の影を踏ふんできたので？」

　私が訊ねて、ティーはこちらを見てこくんと頷うなずいた。そして、

「かげ。くろい」

「確かにそうですが……」

「いなくなった」

「まあそうですが……」

「でもだいじょうぶ」

「ああそうですか……」

「もう、だいじょうぶ」

「…………」

「だいじょうぶだ」

　訳が分からない。




　踵きびすを返したティーは来た道を戻り、ホテルの前を通り越した。

　道の先では、しばらく畑が続いて、やがてぽつぽつと家が増える。そしてその先には、丸いこの国の中心部には、あまり治安のよくない都市部が、やたら高いビルが塔とうのように建てられてそびえ立つ様子が見えている。

　あそこに行くのはお勧めしない。そのことを私が言うと、

「…………」

　ティーは黙ったまま、道みち端ばたに放置されていた古いベンチに腰こしかけた。かつてはバス停だったのだろう。看かん板ばんのコンクリート製の丸い土台だけが、撤てつ去きよされずに残っていた。

　ティーが座ったので、私もその脇わきに座る。視線の先には都市部。ティーは、時折水すい筒とうから水を飲んだ。私も少しもらった。

　それからティーは、夕日が空を染めるまで、そこにじっと座って町を見続けた。何が楽しいのか分からないが、じっと座って町を見続けた。

　そして、太陽がほとんど城壁の向こうに見えなくなって、途と端たんに空が薄暗くなったとき、ビル群に明かりが灯ともった。一いつ斉せいに灯った。それまで極ごく々ごく小さく見えていた窓から漏もれる明かりとは違う、ビル全体を照らし、またビルも自らの存在を誇示するかのように灯す強烈な光り。巨大なサーチライトの類たぐいだろう。

　光り輝くビルの群。何故なぜそんなことをしているのか、まったく分からない。変な国だと思っていると、

「…………」

　ティーは立ち上がった。ホテルに向かって歩き始めた。帰るには、ちょうどいい時間だ。私が、トラブルなく散歩も済みそうでホッとしていると、今日はよく喋しやべっているティーが、またもポツリと、

「あれちがう」

　またも訳が分からない。




　暗くなる前にホテルに戻り、

「ほいよ」

　鍵を返してもらい、私達は部屋に戻った。余談だが、他ほかにお客はいない。商売が成り立っているのかと心配になりそうなホテルだが、壁に農業カレンダーが貼はってあるところを見ると、農のう繁はん期には町から来た人が泊まるのだろう。

　夕食はまたもクロワッサンとマーマレード。ティーは半分に千切ったクロワッサンにたっぷりとマーマレードをのせると、

「…………」

　無言で私に突き出した。私が悩んでいるとマーマレードが垂れ始め、

「おっと」

　私は空中でキャッチ、その後クロワッサンに食らいついて、もぐもぐと食べて、

「ありがとうございます」

　礼を言うと、ティーは私を見下ろし、ニコリともせずに、

「なかまか？」

「はい？　──えっと、そうですね。私達は、今はシズ様はいませんが、全員が旅の仲間です」

「ならいい」

「はい」

「もんくない」

「はあ……」

　今日は訳が分からないことばかりだ。




　夜遅く、シズ様がバギーで帰ってきた。すでにティーは、朝のようにうつぶせで寝ていた。

　私が出迎え、緑のセーター姿のシズ様はやや疲れた様子で、両手で木箱を持って部屋に入る。縦たて横よこ三十センチ、長さが一メートルほどの箱だった。蓋ふたが紐ひもで結ゆわいてある。

　シズ様は箱を床ゆかに静かに置いた。私がそれはなんですかと訊たずねると、イスに座ったシズ様は、ややばつの悪そうな顔で答える。

「今日の仕事の報ほう酬しゆうなんだ」

　報酬？　シズ様はティーが寝ていることを確かめて、

「この国の警察に頼まれて、犯罪組織アジトの壊かい滅めつを手伝ったんだ。現金報酬のはずだったのだが、終わったら急に態度を変えられて、現場で押収した物を現物支給される羽は目めになってしまった。やはり問題がある国の警察も、問題があるね」

「なるほど。それで、何をもらってきたのですか？」

「それが……、私達に役にたちそうなものは、こんなのしかなかった」

　シズ様が、木箱の蓋ふたを開けた。中身は、

「なんですか、これ？」

　全長で七十センチあるかないかの、一見するとパースエイダー（注・銃じゆう器きのこと）だった。肩かたに当てるストックと引き金と、そして、異様なほど太いバレルがついている。

「〝グレネードランチャー〟とのことだ」

「パースエイダーですか？」

「その一種で、太いバレルから、専用の手しゆ榴りゆう弾だんを山なりに撃うち出すことができるらしい」

「…………。これを、シズ様がお使いに？」

「いや、ティーにどうかなと思って。手榴弾が好きなのはいいけど、投げるのは苦手みたいだったし」

「…………」

「何ももらえないよりはいいだろ？」




　シズ様はクロワッサンの残りを食べて、一息つかれた後、

「今日は、どうだった？」

　私が、ひとまずは無事でしたと答え、それからティーが比較的よく喋しやべったこと、そして訳が分からなかった内容について話した。

「……へえ」

　シズ様は、少し意外そうに驚き、

「面白いね。──丸一日、ティーと陸りくだけになるのは初めてだったね」

「はい」

「ティーは多分、そこで自分がしっかりしなければと思ったんじゃないかな」

「そうでしょうか？　──確かにわたくしは犬ですし、一見頼りないかもしれませんが」

「陸が頼りになることは、私はよく知っているよ。ティーが、知らなかったかもしれないだけで。──ただ、陸とティーだけの中で、ティーがリーダーシップを発揮しようとしたのだとしたら、面白い」

「仲間としてわたくしを見てくれたかもしれないのは、嬉うれしくない訳ではありませんが……」

「なんだい？」

「わたくしは、シズ様を助けるために、ティーを殺してくれとキノさんに頼もうとしました」

「気にするなよ。結果的に最悪の事態は避けられた」

「そんなわたくしでも、ティーは仲間と思ってくれているかどうか」

「思っていると思うけどね、私は。ティーは、私達が思っているより、いろいろなことを考えていると思う」

「そうですか……。残念ながら、わたくしには分かりませんが」

「今日の変な行動も、意味があったのかもしれないと思えるんだ」

「はあ……。どのような？」

「まず、見えなくなるまで影を踏んでいったのは、話を聞いてすぐに、あの国でティーと共に生きていた黒い人達がいなくなったことを、今はもういないことを再認識したかったんじゃないかと思ったんだ。それでも、自分はしっかりしている。自分は大丈夫なんだってこともね」

「それは……、ややこじつけに近いのでは？」

「そうかもしれないね。──でも続けると、国の中心部のビル群。ティーは見ながら、あの国の中央の塔とうを考えていた気がする。そして派手に明かりがついたことで、いつも真っ黒だった塔と違うことに思い至ったと」

「…………」

「夕食時のことは……、〝仲間〟には食べ物をちゃんと分けるってことをティーなりに実行したのでは？　だから私は、ティーと陸が、今日一日ですっかり仲良くなれた気がするよ」

「…………」

　私が、何も言えずにティーのように黙りこくっていると、

「ま、考え過ぎかもしれないね」

　シズ様はそう言って、肩かたをすくめて笑った。







　翌朝。

　私達はバギーに乗って、城壁の外にいた。

　天気は快晴。どこまでも真まっ直すぐな一本道の先には、一面緑の草原が広がっている。

「さて、行くか」

　運転席で、ゴーグルをつけながらシズ様が言った。

「ん」

　助手席で、私の頭を撫なでながらティーが言った。

「行きましょう」

　ティーの足の間で、頭を撫でられながら私が言った。

　すると、私の頭の上にティーが抱だきついた。頰ほおをさすりながら、ティーが言う。

「ん。いっしょにいこう。りくはなかまだ」




　私の名前は陸りく。犬だ。

　いつも楽しくて笑っているような顔をしているが、別にいつも楽しくて笑っている訳ではない。生まれつきだ。

　でも、今は楽しくて笑っている。

　シズ様が、私のご主人様だ。いつも緑のセーターを着た青年で、複雑な経けい緯いで故郷を失い、バギーで旅をしている。

　同行人はティー。いつも無口で手しゆ榴りゆう弾だんが好きな女の子で、複雑な経緯で故郷を失い、そして私達の仲間になった。

　バギーが走り出した。
















　その日の朝。




　少年は、目をさまして、薄く汚よごれた毛布をはね除のけると大きく伸びをしました。

　誰もいない狭せまく汚きたない部屋で、両頰ほおをパシンと叩たたいて、

「うっし！　今日も仕事するか！」

　少年は、元気に声を張り上げました。




　その日の朝。

　少女は、静かに目をあけて、天てん蓋がいつきのベッドから身を起こしました。

　広く清潔な部屋で、両腕うでを胸の前で合わせて、

「どうか、今日も、気持ちよく歌が歌えますように……」

　少女は、しっかりとした口調で祈いのりました。




　その日の朝。

　旅人は、モトラド（注・二輪車。空を飛ばないものだけを指す）に乗って国にやってきた。

　早朝の城門前広場で、両拳こぶしをわなわなと震わせて、

「清潔なシーツのあるベッドで眠ねむりたい！」

　旅人は叫んだ。

「入国して一言目がまずそれ？　しかも朝に」

　モトラドがぼやいた。

「それより、重要な問題があるでしょー」

「ああ……。そうだね……」
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第七話　「歌姫のいる国」

　─Unsung Divas─







　紅葉の森を抱いだく国があった。

　国の外も中も、黄色や赤に染まった賑にぎやかな森が茂っていた。

　白く高い城壁が、緩ゆるやかな弧こを描いて国を囲みながら延びている。円があまりにも大きいので、反対側の城壁は地平線の彼方かなたに落ち込んでいて見えない。

　国の外には一面の森が、遠くに見える山々まで続いていた。

　国の中には、森以外に畑の茶色や、湖の蒼あお、そして、点在する町や住宅地が作り出す灰色が見えた。

　東の城門前広場は、城壁が作る大きな影の下に入っていた。秋の朝の空は薄うすい蒼あお色で、雲は一つもなかった。寒すぎない、冷ややかな空気が世界を包んでいた。

　広場は、建物に囲まれている。二階建てでレンガ造りの家が三十軒けんほど連なり、弧を描いていた。中心部に一本の太い道があって、西に向かって森の中に延びていた。門の番兵の他ほかは、まだ人の姿はない。

　そんな広場の片隅すみで、

「これは、相当に広い国だな」

　地図を目の前に広げて見ながら、旅人がつぶやいた。

　旅人は十代中頃。黒く短い髪かみに、大きな目と精せい悍かんな顔を持つ。頭には鍔つばと耳を覆おおう垂れがついた帽ぼう子しをかぶり、その上に外したゴーグルを載のせていた。茶色いコートを羽は織おり、下には黒いジャケットを着て、腰こしを太いベルトで締しめていた。右腰の位置に、リヴォルバータイプのハンド・パースエイダー（注・パースエイダーは銃じゆう器き。この場合は拳けん銃じゆう）をホルスターに吊つっている。

「地図を見せてよ、キノ」

　旅人の脇わきにとまっているモトラドが言った。キノと呼ばれた旅人が、後輪の脇と上にたくさんの旅荷物を積んだモトラドに、大きな地図を裏返して見せる。

　地図には円形の国の版図と、森だらけの領土と、中心部に一つだけある都市部と、点在する町の様子が描いてあった。細い道が、町と町を紐ひものように繫つないでいる。

「うん、広いね。久々に広い国だ。──あ、だいたい分かったからしまっていいよ。で、今日はどうするの？　修理屋さん探す？」

　キノが、地図を丁てい寧ねいに畳たたみながら、

「まずは──」

「まずは？」

「食べる。とりあえずそこに見える食堂で朝食を取って、それから決める。エルメスはここで待っていて」

「はいはい。ごゆっくりどうぞ」

　エルメスと呼ばれたモトラドが、やや呆あきれた口調で答えた。







　少年は、堅かたい黒パンをかじっていました。

　食べるものはそれだけで、ジャムもバターもありません。ベッドとタンスしかない狭せまい部屋の小さなテーブルの上にあるのは、お茶の入ったマグカップだけでした。

　年の頃にして、十二歳さいほどでしょうか。やや小柄で細ほそ身み。黒い瞳ひとみの上のぼさぼさの髪かみは、薄うす汚よごれていますが金きん髪ぱつでした。

　服装は、よくいえば質素、悪くいえば貧乏でした。茶色の長ズボンに、靴くつ下したを履はかずにゴム底の作業靴を履いていました。ボタンの種類が全すべて違う茶ちや褐かつ色しよくのシャツに、あちこちほつれを直した跡あとがある、似たような色のジャケットを着ていました。

　少年はパンを一気に食べきると、ぬるいお茶を喉のどに流し込みました。

「食べた！　さあ行くぞ！」

　自分に気合いを入れるように鋭く言うと、立ち上がってドアへと向かいます。たった三歩でたどり着いて、そこにかかっていた灰色のキャスケット帽ぼうをひっつかむと、

「行ってきます！」

　誰もいない部屋に向かって言い残し、ドアを飛び出ていきました。




　少女は、温かいスープを飲んでいました。

　豪ごう華かな造りの食堂。少女一人が座る広いテーブルには、触さわるだけで壊こわれそうな薄さの食器を使って、ひどく手間のかかった朝食が並んでいました。スープの脇わきには柔やわらかいクロワッサン。バターとジャムが小こ瓶びんに入って数種類、サラダボウルには大量の生野菜と薄く切られたトマト。お茶の入ったガラスのポットと、純白の砂糖がつまった陶器の器。

　年の頃にして、十二歳ほどでしょうか。背格好はごく普通。茶色の瞳の上の髪は、ややくすんだ赤毛で、長い三つ編を左右に垂らしています。顔には、鼻を中心にたくさんあるそばかすが目立っていました。

　服装は、よくいえば上品。悪くいえば、純じゆん朴ぼくそうな顔立ちの彼女にはとても不ふ釣つり合あいでした。薄いピンク色のワンピースドレスは、もうつける場所が残っていないのではと思えるほど純白のフリルがついています。靴下にもフリルがついていて、靴はシミ一つ無い、部屋の景色を映すほど磨みがかれた琥こ珀はく色いろの革かわ靴でした。

　ちょうど食べ終わる頃、食堂脇わきのドアが静かにノックされて、燕えん尾び服ふくの初老男性が恭うやうやしく礼をしながら入ってきました。

「ごちそうさま！　美味おいしかったです！」

　少女ははきはきと、とても澄んだきれいな声でそう言うと、どこからどう見ても執しつ事じのその男性は、

「それでは、お仕事に参りましょうか？」

　そう渋しぶい声で言いました。

「行きましょう！　私、今日もがんばります！」

　少女は真っ白なナプキンで口を拭ふくと、イスから元気よく立ち上がりました。







　広場の隅すみで待っていたモトラドの元に、

「ああ、食べた」

　キノが建物から出て戻ってきた。帽ぼう子しとコートは脱ぬいで、左手にかけている。黒いジャケットの腰こしは太いベルトで締しめられて、そこには緑色のポーチがいくつかつけられていた。

　そして、背中にはもう一丁ちよう、自動式のパースエイダーがあった。二二口こう径けいで細ほそ身みの自動式が、グリップを上にして左手で抜くように、プラスチック製のホルスターにほとんどむき身で収まっていた。

　キノが近づくと、エルメスのハンドルに留とまっていた鳥が数羽、飛び立っていった。

「おまちどおさま。止まり木のエルメス」

「おかえり、食いしん坊のキノ」

　キノが荷物の上にコートと帽子を置いた時だった。

『国民の皆様、おはようございます。新しい一日の始まりです』

　街角の電柱に設置されたスピーカーから、女性の声が流れた。

「ほらキノ、ここも朝に曲にあわせて体操をする国だよ。やらなきゃ」

　エルメスが言ったが、リズミカルな体操用音楽は流れず、

『今日も一日、健すこやかに。それでは歌をお送りします』

　女性アナウンサーの声の後、バイオリンの旋せん律りつが流れ出した。

　滑なめらかに繫つながる静かで美しい音色の後、澄み切った高い声が流れた。女の子の歌声だった。

　歌は、朝の景色に流れて溶とけていく。

　それは、好きな人を想う気持ちを大切にしたいと願う心を綴つづった、どこにでもありそうな他た愛わいのないラブソングだった。それ故ゆえ、歌い手の上手うまさと声の美しさが存分に引き立つ、爽さわやかな歌だった。

「…………」

　腰こしに二丁ちようのパースエイダーを吊つった旅人は、モトラドの脇わきに立ち空を見上げ、その歌声に聞き入った。

　歌の途と中ちゆう、並んでいる家々の窓が次々に開かれていく。住人が窓から顔を出し、歌声に耳を傾かたむけていく。

　やがて歌は終わり、

『どうか、今日が素す晴ばらしき日でありますように』

　そのアナウンスで放送は終わった。

「体操じゃなかった」

　歌が終わるのをしっかりと待ってから、エルメスが言った。

　キノは視線を下ろし、

「いい歌だった。歌もいいけど、歌手の声と歌い方がとても素敵だった。気に入った」

「おや、キノがそこまで満足げに言うとは珍しい」

　歌が終わった直後から、まるでそれがスイッチだったかのように、広場には人の動きが生まれていた。歩いて城壁へ向かう人や、店のシャッターを開く人、馬車を用意する人、または自動車のエンジンをかける人。

　そんな中の一人、エプロン姿の中年の女性が、キノを目に止めて話しかけてきた。

「旅人さん。さっき入国したのよね？　今の歌聴いたかしら？　いい歌だったでしょう？　素敵な歌声だったでしょう？」

　四つの質問に、

「ええ、とても」

　キノがしっかりと肯定すると、そのおばさんはいたく気をよくした様子で、

「この国が誇る歌姫の歌なのよ。国民的人気の歌手なのよ。この国のアイドル！」

「ふーん。人気あるんだ」

　エルメスが言った。

「それはもう！　二年ほど前にね、とある小さな会社が、国民全員に愛される歌手を生み出そうっていってオーディションをしたの。そこで受かったのが彼女。デビューして以来、あっという間に大だい人にん気きになって、今はもう国民でファンじゃない人はいないわ！　これが、彼女の写真よ」

　おばさんは懐ふところから、ブロマイドを一枚取り出した。キノに見せようとして、

「こっちにも」

　エルメスの言葉を聞いて、両方に見えるように少し低い位置で差し出した。

　写真は、イスに座った十二、三歳さいの少女だった。美しい少女が一人、微笑ほほえんでいた。夏の空のように濃こい蒼あい色の瞳ひとみに、幾重いくえにもウェーブがかかった、腰こしまでありそうな長い金きん髪ぱつ。服は、目にも鮮あざやかな真っ白のワンピースドレス。

「この子が歌姫？　きれいな女の子だねえ」

　エルメスの言葉に、

「そうでしょう！　まるで妖よう精せいさんよ！　映画で動くところを見るともっと素敵よ！」

　おばさんが鼻息荒く答える。

「…………」

　キノがしばらく無言で眺ながめていると、

「悔くやしい？」「彼女にしたい？」

　エルメスとおばさんが、まったく同時に言った。

　キノはひとまずエルメスの燃料タンクを拳こぶしで叩たたいて、

「イテ」

　それからおばさんに、

「いいえ。ボクには不ふ釣つり合いですよ」

　適当にデマカセを答えた。そして、

「でも、歌の上手うまさには本当に感動しました。旅をしている中で聴いた中では、間違いなく一番でしたよ」

　それを聞いたおばさんは破顔して、

「まあそれは嬉うれしいわ！　嬉しい！」

　まるで自分が美女だと誉ほめられたかのようにそう言うと、直後に突然顔を曇らせた。先ほどまでとは正反対の、葬そう式しきの挨あい拶さつのようなうら悲しい声で、

「でも、ねえ……。なんてことかしら……」

「どしたの？」

　あまりの急変ぶりに、エルメスが訊たずねた。おばさんは写真を見ながら、

「最近……、元気がないようなのよ」

「歌姫さんが、ですか？」

「そうよ。ここ何十日も、皆の前に姿を現してくれないの。新しい歌の話も聞かない。それまでは国主催の写真撮影会も定期的に開かれていたんだけど、今は予定もないわ。だから新しい写真も店に並ばない。映画の話も聞かない」

「ふーん」

「これは噂うわさだけど、顔にケガをしてしまったって、だから表に出られなくなって、映画にも出られなくなって、長い療りよう養ようが必要だって話もあるわ」

「ふーん」

「そんなのは嫌いやよ！　まさかそれで引退だなんてことになったら、この国のみんなはどうしたらいいのか分からないわ！」

　持つ手を震わせながら、おばさんは一人で嘆き悲しみ、

「ああ、どうしたらいいのかしら……」

　やがてそうつぶやきながら、ふらふらと歩いていってしまった。

「…………」「…………」

　キノとエルメスがぽつんと、朝の広場に残される。




「さて、どうするキノ」

「そうだな。ひとまずは国の中心に行こうか。今日泊まるところを決めたら、それから修理屋さん巡めぐりを」

「賛成」

　キノがコートを羽は織おって帽ぼう子しをかぶり、エルメスにまたがろうとした時、

「よお！　やっと入ったか」

　今度は中年の男に話しかけられた。キノが声のした方を、真後ろへ向くと、髭ひげ面づらで五十路いそじの男がいた。ジャケットにパンツ、さらにポケットが十個以上ついたベストを着ている。髪かみがだいぶ薄うすいので短く刈かり込んでいた。右腿ももの位置に、自動式パースエイダーのホルスターを巻いていた。

「やあ、おっちゃん」

　エルメスがすぐに返事をした。キノも、

「おはようございます。──さっきです」

　男はキノ達の前で立ち止まった。キノが続ける。

「この国は、城門が閉まるのが早いですね。おかげで一泊野営が増えましたよ」

「やっぱりそうだったか。──滝たき見学はどうだった？」

「面白かったです。地面から水が湧わき出て落ちているのなんて、初めて見ました」

「楽しんでくれて何より。──さてキノさん。三日滞在なら、出国は明後日あさつてだな？」

「はい。そうです」

「俺おれ達も、キノさん達と同じ日にこの国を出て、同じく西に行く予定になった。そこで、次の国まで、また一団の護衛を頼みたい。どうだろう？」

　男の提案を聞いて、

「…………」

　キノはすぐには答えず、思考していた。男が言葉をつけ足す。

「鈍どん重じゆうな馬車と一緒なんて、キノさんの旅のスタイルじゃないのは分かっているが、こっちも腕うで利ききがほしいんでね。時間が許せば、また部下の鍛たん錬れんもお願いしたい。むろん弾たま代だいはこちら持ちだ」

「…………」

「キノが決めてね」

　エルメスが判断を委ゆだねた。男は、もう一押しとばかりに、右手の人差し指を立てて言う。

「報ほう酬しゆうとして、今回は同行中の全すべての食事を出そう。この国で材料をたっぷり仕入れるからね。なんならまた鹿しかでも仕し留とめてくれてもいい。ウチの料理人の腕うでは確かだろ？　どうする？」

「やります！」

　キノがしっかりと頷うなずいて、

「分かりやすいなあ、もう」

　エルメスがポツリ。男は楽しそうに笑って、

「そうくると思ったよ！　じゃあ、明後日あさつての夕方でいいかい？　西門前で待っているよ。──そうそう。大きな荷物があったら次の国までは運ぶよ。何か、エルメス君じゃ運べないものを買いつけるといい。キノさんも、たまには大きな商売をしたらどうだい？」

「高く売れそうなものですか？　まあ……、ボクはいいです」

　キノは軽く手を振って断った。

「ま、気が向いたらでいいよ。この国の家具、調度品はとても出来がいいから、どこへ持っていっても高く売れるんだ。あと、まだ知らないと思うけど、この国は貧富の差がはげしい。一部の裕ゆう福ふく層と、そこそこの中間層と、半分近い貧困層が仕方なく生きている。あちこちにあるボロイ通りが貧困街で、誘ゆう拐かいだ強ごう盗とうだとひどく治安が悪いから、不用心に近づいたりして──」

　そこで男はにやりと笑い、

「あんまりたくさん負傷者を出さないようにね。でも、弾たまと火薬が入り用ならいつでも売るから言ってくれ」

「はあ……。どうも。なるべく、おとなしくしておきます」

「わはは。じゃあまたな。こっちはこれから金持ち相手に一商売だ」

　男が去った後、キノがポツリとつぶやく。

「家具に調度品か。そうは言われてもね……」

「キノには無理だね。そんな大きな物の目利きをしたことがないんだから」

　キノはエルメスにまたがり、前に押してスタンドを外した。

「言い返したいけど、無理だから止やめておく。──せめて、この国で楽しい思い出でも作るかな」

「ガンバレ」

「ども」

「いやなになに」

　キノはキックスターターを蹴けり下ろし、エルメスのエンジンをかけた。

「さて──。まずは修理屋だ」







　国の中央部。豪ごう華かな通りの町まち中なかに、飛び抜けて高いビルがありました。

　建設途と中ちゆうのビルで、四十階から上はクレーンと鉄骨が剝むき出しになっています。そこを、作業員の男達が命綱もつけずに渡り歩いていました。

　そのビルの付け根、つまり地上では、荷物を必死に運び込む労働者達が目につきます。セメントの砂袋やボルトが入った木箱などを、大きなトラックの荷台から下ろしてはビルの中に運ぶ仕事です。何人もの労働者が、その往復を繰り返していました。

　その中に、ひときわ小さい一人がいました。

　朝、堅かたいパンをかじっていた少年でした。シャツを汗でびっしょり濡ぬらしながら、大きな袋を一人で肩かたに担かついで、大人おとな達に混じって必死に働いています。子供だからといって誰も助けませんが、少年もそんなことは望んでいないかのように、休むことも音ねを上げることもなく、淡々と厳しい力仕事を繰り返すのでした。

　時間は朝と昼の間です。広い通りには人や馬車や自動車が行き交い、交差点では台の上の警察官が交通整理をしています。旅荷物を積んだモトラドも一台、ビルの前を通り過ぎました。

　店の左右に並ぶ店には、きれいな洋服や宝石がガラス越しに光っていました。買い物に来ているお客は、誰も彼もが上品かつ高価そうな服を着た紳しん士し淑しゆく女じよでした。

　トラックの荷台がすっかり空からになって、

「次のトラックが来るまで、一いつ旦たん休きゆう憩けいとする！」

　工事現場監かん督とく者の、背広にヘルメット姿の男の声が飛びました。

　労働者達が、思い思いに力を抜いて、その場に座って休み始めました。木箱の上に置いてあるやかんから水を飲む人や、仲間と談笑する人。そして少年は、

「行ってきます！　すぐ戻りますから！」

　そう言い残すと、隣となりにある建物へと歩道を走っていきました。

「なんだあいつ？　どこ行くんだ？」

　汗を拭ふく大人の一人が怪訝けげんそうに言って、

「いつもの〝歌姫様〟だな」

　もう一人が笑いながら質問に答えました。

　少年は太い通りを横断すると、隣の建物の一階にある店の、大きな窓の前に立ちました。ガラスの向こうには、いくつかのラジオつき蓄ちく音おん機きが並んで、その真ん中に一枚の大きなポスターが飾かざってあります。

「ああ……」

　少年が溜ため息いきと共に見つめるそれは、少女の写真でした。

　椅い子すに座った、十二、三歳さいの少女です。夏の空のように濃い蒼あお色の瞳ひとみに、幾重いくえにもウェーブがかかった、腰こしまでありそうな長い金きん髪ぱつ。服は、目にも鮮あざやかな真っ白のワンピースドレス。少女はカメラに向かい、とても静かに微笑ほほえんでいました。

　少年は、帽ぼう子しを取ると胸の前に当てました。目を輝かせ、その少女の蒼あおい瞳ひとみを見つめます。

　鈴の音と共にドアが開いて、初しよ老ろうの店の主あるじが出てきました。少年を見て、

「やあ、エリアス」

　親しげにそう話しかけました。

　エリアスと呼ばれた少年は、しばらく経たってから話しかけられたことに気づき、店主に挨あい拶さつをします。

「あ、こんにちは！」

「うん。聴いていきな」

　店主がそう言うと同時に、店の軒のき先さきに設置されたスピーカーから、レコードの音が流れ始めました。序奏の後に流れたのは、あの歌姫の、澄んだ歌声でした。

「ああ……」

　エリアスはポスターの笑顔を見ながら目をつむり、その歌声の中に佇たたずみます。

　店から流れた歌声に、町を行く歩行者が、全員足を止めました。

　何十人もの聴衆を釘くぎ付づけにしたまま、歌姫の歌が通りに流れ、やがて終わりました。

　エリアスは目を開けて、

「店長さん！　ありがとう！」

　そう言い残すと、駆かけ足で隣となりで建設途と中ちゆうのビルへと、彼の仕事場へと戻っていきます。手を振った店主は、その小さな背中を見て、

「…………」

　次に自分の店で売るラジオつき蓄ちく音おん機きの値段を見ました。

　そこには、エリアスのような貧困層には十年働いても買うことができない、たいそうな値段がついていました。




　エリアスが全力疾しつ走そうで仕事場に戻ると、仕事はなくなっていました。

「手違いで次のトラックが来ないんだとさ。今日はもう終わりだ」

　ヘルメットに背広姿の男にそう言われて、エリアスは聞き返します。

「じゃあ、日当は？」

「当然四分の一だ。ほら、お前の分だ」

　渡されたのは、硬貨が二枚だけでした。エリアスは、それらを一度握りしめ、そしてポケットに落としながら訊たずねます。

「今日の仕事は？　他ほかには？」

　男は首を横に振りました。

「ないよ。部屋に帰りな」

「はあ……」

　がっかりしているエリアスに、男が追い打ちをかけます。

「明日あしたも来なくていい」

「ど、どうしてですか？」

　エリアスが驚いて聞き返しました。

「人を減らすことになった。数人クビにした。お前もその一人だ」

「なんで？　僕はちゃんと働いています！」

　エリアスが男を見上げて言い返しました。男は顔色を変えず、

「真面目まじめなのは知っている。だが他ほかの大人おとなに比べると、お前の仕事量は劣おとる。それとな──」

「それと？」

「さっきいなかったからな。いない奴やつの方がクビにしやすいんだよ」

「でもっ！　それは休きゆう憩けいで──」

「分かっているが、決まったことだ。別の仕事探せ。じゃあな」

　男はそこで話を終えました。

「そんなあ……」

　エリアスは、がっくりと肩かたを落としました。そんなエリアスを残して、男は去っていきました。




　エアリスが、トボトボと自分の部屋がある通りまで戻ってきたのは、昼の少し前でした。

　高いビルを遠くに眺ながめる、ごちゃごちゃした低層住宅の集まる通りで、ビルのある通りとは人の姿が明らかに違います。昼間から酒を飲んでひっくり返る男達や、家と家の間に洗せん濯たく物を吊つるして道に雫しずくを垂らす女性達の前を通り過ぎて、エリアスは自分の部屋がある小屋へ足を向けます。

　小さな路地へと角を曲がり、密集して建てられている薄うす汚よごれた建物の間を、光もろくに差し込まず誰もいない路ろ地じ裏うらを歩いていた時、

「なんだお前、今日はサボリか？」

　後ろから男に声をかけられて、エリアスは振り向きました。路地に、二十代後半に見える若い男が立っていました。ジーンズにこざっぱりしたジャケット姿。細ほそ面おもてで、どこかにやけたような顔をしています。

「こんにちは、ロブさん」

　エリアスは挨あい拶さつを返した後、

「仕事がなくなっちゃいました。ガキだからってひどいや。見つかるまではパンはなしです」

　ロブと呼ばれた男は、エリアスの乾かわいた笑顔を見て、

「ふうん……」

　少し何かを考えました。そして数歩で近づくと、少し声を小さくして言いました。

「お前──、仕事がほしいか？　今から、俺おれ達と仕事するか？」

「え？　でも……」

　エリアスが言いよどむと、ロブはあっさりと頷うなずいて、

「ああそうだよ。ヤバイ仕事だ。金持ちの誘ゆう拐かいだよ」

「僕は……、いいです」

「いいならいいけどな。でも、お金は入るぞ。──知ってるぞ。お前、いつかラジオつき蓄ちく音おん機きが買いたいんだろ？　買って、歌姫の歌をいつでも好きなときに聴きたいんだろ？」

「…………」

「このまま肉体労働続けて、一体いつ買えるんだ？　親が死んでから、一人で食ってくのがやっとのくせに」

「…………」

「なあエリアス。この国じゃ、誘拐は立派なビジネスなんだよ。誘拐される方も誘拐保険に入っていて、ちゃんと金を払う。人質は無事に解放される。後で保険屋が損するかっていうと、そんなことはねえ。ちゃんと保険金を払う保険屋は評判を呼ぶからな。そして俺達は、手に入れたお金を主に貧困街で使う。町の連中は大喜びだ。──だからこれは、誰一人損はしない、そして金持ちの金の一部が貧乏人に流れる立派な経済システムなんだよ。そんなに悪いことと思うな」

　エリアスの顔がひどく曇りました。数秒の静せい寂じやくの後、

「で、でもっ！　僕みたいなガキには、何もできないですよ……」

　エリアスの否定的な言葉を、ロブが否定します。

「それが、そうでもない。ガキだからできることもあるんだよ、この仕事には。だから声をかけた。どうだ？　一度でやめたっていいんだよ。どうせそれくらいじゃ捕つかまらねえ」

「…………」

「歌姫のレコード、ほしいんだろ？」

「あっ、あの──」

「分かってる。今回でやめたきゃ、やめていい」

「…………」

「とりあえず、ついてくるか？」

　ロブのあっさりとした問いかけに、とうとうエリアスは小さく頷いてしまいました。

　それは、彼の人生が永遠に変わった瞬間でした。




　それから少しの後。

　お酒の瓶びんがいくつも転がる、エリアスの部屋とはまた違った趣おもむきで汚きたない部屋に、

「…………」

　エリアスは一人でイスに座って、所在なさげに待っていました。

　やはりあまりきれいではない隣となりの部屋に、三人の男達が集まっていました。

　一人はエリアスを誘さそったロブ。別の一人は、髭ひげ面づらで顔つきも体格も立派な、四十代の男。そして、小こ柄がらで髪かみをそり上げた、やはり四十過ぎに見える男。二人とも、黒い背広姿でネクタイまでしっかりと締しめています。

「…………」

　小柄な男は無言ですが、明らかに、エリアスのことについて憤いきどおっている様子でした。

「ケインさん。ユアンさん。勝手に連れてきたのは謝りますが、アイツは使えますよ」

「そう思う理由を聞こうか」

　ユアンと呼ばれた髭の男が、冷静な口調で聞きました。

「いいですよ。まずエリアスには前科がない。今までちゃんと働いていましたからね。あの町の通りで警察に目をつけられていない希け有うな奴やつです。それに、誘拐するのは同じ世代のガキでしょ？　解放までのお守もりにはちょうどいいですよ。さらに、アイツの部屋は、やや通りから外れた小屋ですが、滅めつ多たに警察の巡回が来ません。人ひと質じちはそこに置いておきましょう。そうすれば、金の受け取り場所には三人が行ける。二人で行くよりは確実性が増します」

　ロブが理由をいくつも言いました。ケインと呼ばれた小柄な男は無言のまま少し不満そうでしたが、反論はしませんでした。

　ユアンが言います。

「そしていざとなれば、ガキごと切り捨てて三人で逃げればいいという考えだな」

　その言葉に、

「そのとおりです。──いざとなればね」

　ロブはあっさりと同意しました。ユアンは、

「まあいいだろう」

　それだけ言いました。

「なに、奴やつの分け前はちょこっとでいいですよ」

　ロブが軽い口調で言うと、ユアンは彼をじろりと睨にらみました。やや姿勢を引いたロブへ、渋しぶい口調で言いました。

「仲間に加えるのなら、誰であろうと頭割りだ」




　森の中の道を、つもった落ち葉を舞い立たせながら車が一台走っていました。黒塗りの、この国ではごく一般的な大衆車です。

　時間は昼過ぎ。太陽が西の空へと半分ほど傾かたむいています。

　右側の運転席でハンドルを握るのはロブ。助手席に無言のケイン。窓ガラスを黒く塗った後部座席に、ユアンとエリアスが座っていました。エリアスは落ち着かない様子で、黒いガラス越しに流れる森の極ごく彩さい色しよくへと目をやっていました。

　ふとエリアスが、左側に座るユアンを見ました。ユアンは背広を脱ぬいで膝ひざの上に広げ、そこにパースエイダーの弾だん丸がんを載のせていました。二二口こう径けいの小さな弾丸です。それを、細長い弾だん倉そうへと詰めていました。

　ユアンの体格のいい胸元には、左脇わき下にホルスターが、右脇下には弾倉入れポーチが吊つるされています。ホルスターには、細ほそ身みの自動式パースエイダーが一丁ちよう収まっていました。

「…………」

　エリアスが黙って弾たま詰めを見ていると、ユアンが視線に気づきました。じろりと視線を向けられたエリアスが、

「そ、それ……、使うんですか？」

　ユアンは表情を変えず、必要ならな、と答えました。そして、

「だが、大抵は脅おどしだ。金持ちの護衛だって、本音を言えば給料のために死ぬのは嫌いやだ。こっちが先に狙ねらいを向ければ、ほとんどが降参する。撃うつのは、向こうが言うことを聞かない時だけだ」

　弾詰めを終え、ユアンはパースエイダーをホルスターから抜きました。

　バレルのまわりを太い円えん筒とうが、つまりサイレンサーが組み込まれた自動式パースエイダーです。色は黒一色。ユアンは弾丸がつまった弾倉を入れて、ボルトを引いて装そう塡てんして、安全装置をかけて、ホルスターに戻しました。

「じゃ、じゃあ、僕にも──、使えますか？」

　一連の仕し草ぐさをずっと見ていたエリアスがそんな質問をして、髭ひげの男は小さく首を横に振りました。

「お前にはまだ無理だ。それに──」

「それに？」

　自分の顔を見上げるエリアスに、

「パースエイダーなんてものは、持たなくていいのなら、持たない方がいいんだ」

　ユアンはしっかりと目を向け、きっぱりと言いました。







　広いベッドと立派な机、窓にはレースのカーテン。落ち着いた趣おもむきのホテルの一室で、

「よし、終わり！」

　白いシャツ姿のキノは、『カノン』と呼ぶリヴォルバーの掃そう除じを終えた。

　机の上には新聞紙が敷かれ、その上に、ピカピカに磨みがかれた大口径リヴォルバーが一丁、三つのパーツに別れて鎮ちん座ざしている。グリップからハンマーを含む基礎部分、蓮れん根こんのような円筒形の弾倉部分、そして、弾倉から前の八角形をしたバレル部分。

「後は組み立てるだけ」

　キノは基礎部分に弾倉を差し入れ、バレル部分をはめ、小さな固定パーツを押し込んだ。数秒もかからずに、リヴォルバーが形を取り戻した。

　キノの持つもう一丁ちよう、『森の人』と呼ぶ自動式も、取り外したホルスターに入ったまま、机の隅すみに置いてあった。

　キノはブラシや油差しなど、掃そう除じに使った用具をてきぱきとかたづけると、部屋の端はしについている流し台に歩き、石せつ鹼けんでしっかりと手を洗った。

　部屋の反対側の隅すみ、入り口ドアに近い位置には、エルメスがセンタースタンドで立っていた。旅荷物は全部下ろされて、後輪脇わきにライフルタイプのパースエイダーが一丁立てかけてあった。

　前半分には黒い金属パーツが目立ち、右側には円えん筒とうのサプレッサー、下には二脚がついている。後ろ半分は木製のストックと機関部、その上には狙そ撃げき用のスコープがついていた。キノはこれを、『フルート』と呼ぶ。

『フルート』のそば、エルメスの後部キャリアには、〝五二式国民ライフル分解型整備のしおり　～難しくない！　みんなで頑がん張ばろう～　製作・国防委員会〟と題された小しよう冊さつ子しが置いてあった。

「これで全部終わりだね。お疲れ」

　エルメスが言った。キノが手を拭ふきながら戻ってきて、

「三丁もあると、完全に掃除するのはさすがに大変だ」

「一つ売っちゃえば？」

「それも、なんか辛つらい。それぞれに思い出があるからね。せめて、これ以上増やさないようにしよう」

「それしかないね」

「モトラドもね」

「そうすべきだ。──で、どうするの？　部品」

「次の国に期待するしかないな……」

「次にあるとは限らないよ」

「そのとおり……」

　キノはつぶやきながらベッドに戻ると、そこに背中から倒れた。小さく二回弾はずむと、そのまま両腕うでで伸びをして、

「もう今日は、このまま寝る。夜まで寝る。訂てい正せい。夕食まで寝る」

「はいおやすみ。でも、せっかくのベッドで夜に眠ねむれなくなっても知らないよ」

　エルメスの言葉に、キノは目をつぶりながら答える。

「その時は、その時」







　その時、エリアス達が乗っている車は、郊外の道を走っていました。

　左側は広い湖が広がり、太陽の光をきれいに反射させていました。右側は湖こ畔はんに面して森が広がっています。穏おだやかな湖が紅葉を映す、きれいな場所でした。

　道は幅広ですが舗ほ装そうはされていません。車は、薄うすく土つち煙けむりを立てながら、かなり速く走っていました。

　その車の少し前を、別の車が走っていました。大型で豪ごう華かな高級車で、後ろの窓ガラスに白いレースのカーテンが掛けられています。他ほかに車や人の姿はありません。

「あれだ。わざと人ひと気けのない道を通っている。番号も情報どおりだ。──やるぞ」

　ユアンが言って、男達から頷うなずきによって返事。そして、エリアスは一人、顔は冷や汗だらけで、後部座席の手すりに両手で摑つかまって、

「…………」

　荒く息を繰り返していました。

　車が加速。前の車へと追いつき、対向車線を使って追い抜きにかかります。

　ロブは激しく警けい笛てきを鳴らしました。同時にケインが窓を開けて、懐ふところから何かボールのようなものを取り出して、高級車に投げた後、

「おーいっ！　大変だ！」

　相手の車の運転手に向かってそう叫びました。

　高級車の、制服姿の運転手が怪訝けげんそうに窓を少し開けると、さらに、

「車のうしろが燃えているぞ！　危あぶないから止まれ！」

　その時、高級車のトランク付近からは、黒い煙が細く立ち上っていました。

　それは、トランクにへばりついている、先ほどケインが投げた煙えん幕まく弾だんからの煙でした。ゴムのボールのようなものが粘ねん着ちやく剤ざいでへばりついて、そこから煙を出しているのでした。

　そんなことを知らない運転手は、慌あわてて急ブレーキをかけました。

　高級車と、エリアスが乗る車、二台はあっという間に速度を落とし、最後はタイヤを滑すべらしながら、道の真ん中で止まりました。

　いよいよ顔を引きつらせたエリアスを残し、ケインとユアンが車から飛び出して、

「おいっ！　消火器はないのか！」

　そう叫びながら高級車に近づきました。車が止まったので、煙はゆっくりと高級車を包み始めます。ドアを開けて焦あせった顔で降りてきた運転手が、後部座席のドアを開けて、

「降りてください！　危険です！」

　そう叫び、中に乗っていた二人が出てきました。

　一人は黒い背広を着た屈くつ強きような男、つまりはボディーガード。もう一人は、顔をすっぽり隠かくすほど幅広の鍔つばを持った帽ぼう子しをかぶった、そしてフリルがたくさんついたピンク色のワンピースを着た女の子でした。

「消火器は？」「離れろ。危あぶないぞ」

　そう言いながらケインが運転手に、ユアンがボディーガードに近づきます。

「それが、トランクの中に──」

　あるんだ、と言おうとしていた運転手の頭を、ケインは黒い棒ぼうのようなもので殴なぐりました。それは革かわ製の柔やわらかな布に砂をぎっしり詰めた道具で、運転手の帽子が弾はじき飛び、当人はその場に気を失って倒れました。

　ボディーガードも、ほぼ同時にユアンに同じように殴なぐられ、

「がっ！」

　大きな体をアスファルトの上に横たえます。女の子を抱かかえて逃げようとしていたので、その子も一緒に倒れて、小さく悲鳴を上げました。

　その子の口めがけ、ユアンは小さなスプレーを突きつけて噴ふん霧むします。それを吸った女の子は一瞬にして目をとじて、くてっ、と首の力が抜けました。

「悪いな。ちょっとおねむだ」

　ユアンは女の子を抱え上げると、ケインに撤てつ収しゆうの目配せをします。二人は呆あきれるほど素早く、車に乗り込みました。ドアが閉まるやいなや、ロブが発進させました。

　煙けむりの噴ふん出しゆつがようやく収まった高級車と、倒れて呻うめいている男二人を残して、車はその場から走り去りました。

　湖が紅葉の森を映す、きれいな場所でした。




　森の中の細い砂じや利り道みちを、落ち葉を蹴け散ちらしながら走る車の中で、

「ちょろいぜ！」

　ロブは運転しながら満面の笑みを浮かべました。

「大丈夫、そうだな……」

　助手席のケインは、追つい跡せきしてくる車がないかミラーで確認。それから顔の汗をぬぐいました。

　ユアンは、後部座席の中央に座わって眠ねむる女の子に、

「手伝え」

　エリアスにそう言いながら、毛布をかけていきます。

「は、はい！」

　エリアスがぎこちなく手伝いながら、ピンクのフリルに毛布をかけていきました。その際ユアンが帽子を取って、女の子の顔が見えました。

　エリアスと、ほとんど同じくらいの歳としの女の子でした。

　髪かみはややくすんだ赤毛で、長い三つ編を左右に垂らしています。顔には、鼻を中心にたくさんあるそばかすが目立っていました。目を閉じて、静かに寝息を立てています。

「…………」

　顔も毛布に被かぶされて見えなくなって、それでもエリアスがじっと見ていると、

「なんだ？　惚ほれたかエリアス？」

　ロブが振り返りながら軽口を叩たたきました。助手席のケインが、前見て運転しろ、とたしなめます。

「な、何言ってるんですかロブさん！」

　エリアスがややムキになって言い返すと、

「そうだよな。お前の女め神がみさまは金きん髪ぱつだもんな」

　ロブはそんなことを言って、なんだそりゃ？　とケインが首を傾かしげました。

「こいつは、歌姫に恋しているんですよ。もうメロメロ」

「この国に、歌姫に恋していない住人がいるか？」

　後部座席から、ユアンが言いました。

「そうですけどね、こいつの場合歳としも近いから完全にね。一緒に成長できるっていうのはいいことでしょうけど、将来は結婚でもできると思ってますよ」

　エリアスはやや恥ずかしげに照れながら、

「僕は！　彼女の歌が好きなんですよ！　かわいいとかはその次です！　歌がいいんです！」

「どうだか」

　ロブの笑い声の後、エリアスはふくれて外を見ました。ケインが口を開きます。

「その歌姫だがな──、よくない噂うわさがある」

　そんなことを言ったので、エリアスは顔を前に向けました。

「最近新しい映画も写真も出ていないだろう。──彼女は大病を患わずらったか、ケガをしてしまって歌手復帰ができないのではないかという噂だ」

「そ、そんなっ！　そんなことないですよ！」

　必死に否定するエリアスですが、もちろん根こん拠きよがあるわけでもなく、願望を言っただけでした。

「意外とひょっとするかもな……。最近休みすぎているし」

　ロブが言って、

「そんなあ……」

　エリアスは悲しくて死にそうな顔をしました。そんなエリアスに、

「噂だ。まだ分からない。情報が少ないからな。情報がないのに物事を決めつけてはならない」

　まるで教師のように、ユアンは落ち着いた口調で言いました。

「エリアス。さっき、なぜあんな偽にせの煙けむり玉だまで向こうが車を止めたか分かるか？　誘ゆう拐かいが多いのは誰だって分かっているのに」

　ユアンの質問に、エリアスは一度きょとんとして、数秒考えて、そして、

「分かりません……」

「あの高級車が理由だ。あの車には構造上の欠けつ陥かんがあるんだ。排気管の熱で、ボディが焦こげる事故が頻ひん発ぱつしている。ひどい場合は、車体全部が燃えてしまう。製造会社は世間にはひた隠かくしにしているが、金持ちのオーナーの間ではすでに噂うわさになっている。だから、後部からの煙けむりをそれだと思いこんだ。そして本当はやってはいけない行為を──、停車してドアを開けてしまった」

「なるほど！　すごいですね……」

　エリアスが感心していると、ユアンは講義を続けました。

「行動するときは、正しい情報を元に冷静に動け。〝勇気〟なんてものはいらない。俺おれに言わせれば、それは〝無む謀ぼう〟と同じだ」

　自分をしっかりと見み据すえて喋しやべる髭ひげの男に、

「わ、分かりました」

　エリアスはそれだけ答えました。ユアンは前を向いて、黙りました。

　車は森から、町と町を繫つなぐ太い舗ほ装そう道路に出て、他ほかの車と混じりました。ちらほらと店や家が見える道を、他の車と一緒に、速度違反をせずに淡々と走ります。

　その時、

「警察だ」

　ロブが短く叫びました。サイレンの音が聞こえて、前から数台の、青く塗られたパトカーが走ってきます。

「ひっ──」

　エリアスの小さな悲鳴に、

「慌あわてるな。そのまま何ごともないように走れ。俺達じゃない」

　ユアンの冷静な口調がかぶりました。

　そして彼の言うとおり、パトカーはけたたましくサイレンを鳴らしながら、対向車線をすれ違って去っていきました。

　顔面蒼そう白はくで数十秒を過ごしたエリアスが、ユアンに訊たずねます。

「すごい……。今のは？　今のはどんな情報からそう思ったんですか？」

「単なる、経験から来るカンだ」

　ユアンが答えました。




　少女が目を開けたとき、見えたのはシミだらけの天てん井じようでした。

　小さな電灯が、笠かさもなく一つぶら下がっていました。明かりは灯ともされていませんが、窓からの夕方の光は、それなりに明るいです。

「やあ、お嬢じようさん。お目覚めだね」

　男の声で話しかけられて、赤毛でおさげの少女はゆっくりと体を起こしました。自分がベッドの上で仰あお向むけになっていたことがまず分かって、部屋がかなり狭せまくて汚きたないことが分かって、

「誰、ですか？」

　誰だか分からない人間が四人、自分を覗のぞき込んでいることが分かりました。

　ロブ、ケイン、話しかけたユアン、そして、後ろに隠かくれるように、おっかなびっくりの顔をしているエリアス。

「落ち着いて聞きなさい。我々は──」

　ユアンの声を遮さえぎって、

「誘ゆう拐かい犯はんさん？　そうでしょ？　私、誘拐されたんだわ」

　少女はぱっちりと目を開きながら言いました。澄すんだ声でした。声も態度も、誘拐されたことを認識したにしては妙みように落ち着いていて、

「…………」

　エリアスは大人おとな達の後ろで首を傾かしげました。

「そうだよ。よく分かるね」

　少女はベッドから立ち上がると、静かに身を引いたユアンの前に立って、一度ぺこりと頭を下げました。そして、

「私の名前はサラ・ローレンスです。住所は、東二番住宅街三十四番通りの五。電話番号は東地区二九九八三五。秘密の暗号は、〝白い服と帽ぼう子し〟」

「サラちゃんだね。とてもしっかりとした教育を受けているようで、こっちも助かるよ」

　ユアンと、サラと名乗った少女とのやり取りが続きました。

　エリアスは一人顔中に疑問符を浮かべ、ロブに耳を寄せて、どうして名前や住所をあっさりと言うのか、暗号とは一体なんのことかと訊たずねました。ロブが小声で答えます。

「金持ちの子供は、コトがスムーズに運ぶように、誘拐されたら一切抵抗せずに解放を待てって教わるんだよ。冷静に話をして、名前と住所と電話番号と、本人であることを確認する暗号を伝える」

「なあるほど……」

「そしてお金が払われたら、俺おれ達は人ひと質じちの安全を守る義務がある。これはビジネスだ。──逆に言うと、俺達が金じゃなくて鉛なまり玉だまを受け取る時は、人質が死んでもいいと思われている時だ。まあ、そんなケースはないけどな。誘拐した方が圧倒的に優位なビジネスだが、身みの代しろ金きんをふっかけすぎるのもよくない」

「なるほどなるほど」

　エリアスがひどく感心している間、ユアンとサラの間で紳しん士し的な話し合いが進みました。

　ユアンが言います。

　これから身代金の要求をしてくるので、受け渡しは早くても日暮れ時になること。だから解放は夜中から翌朝にかけてになるので、長ければ一晩はここにいてもらうこと。物ぶつ騒そうな町なので、部屋から逃げ出したら安全の保障はできないこと。

　ユアンの、丁てい寧ねいな口調による教師のような注意に、

「分かりました。おとなしく待っています」

　サラはよくできた生徒のように答えました。話し方が、どこか大人おとなびています。

「さて、サラちゃん──」

　ユアンはそう言うと、後ろに立つエリアスを指で呼びました。エリアスが数歩前に出ると、サラと目が合いました。

「あら？　二人目？」

　サラが、少し驚いた様子で、でもどこか楽しそうに言いました。

「…………」

　エリアスは、その真まっ直すぐな視線に気け圧おされ、少し身を引きます。〝二人目〟の意味も分からずにいると、ユアンが、

「違うよ。こいつも、一応は我々の仲間でね。君をこれから見張る役目を与えるところだ」

「まあびっくり！　そんな弱そうな男の子でいいの？」

　サラが目を丸くして、心しん底そこ驚いた様子で言いました。ロブとケインが含み笑いをして、エリアスは露ろ骨こつにカッとなってムッとしました。つまり恥ずかしくなって、反動で怒りっぽくなりました。

「なんだよ！　人ひと質じちのくせに生意気だ！」

「あら？　人質は大切な人なのよ。大量のお金と交換されるんだもの！　あなたが誘ゆう拐かいされて、そんなお金になるかしら？」

　おさげを揺らしながらサラがしっかりと言い返すと、もうエリアスは二にの句くが継つげません。

「…………」

　エリアスが悔くやしさで奥歯を嚙かみました。ユアンはそんなエリアスの肩かたに手を置いて、

「こいつはエリー」

「まあ、女の子みたいな名前ね。本当は女の子なの？」

　その言葉に、またも憤いきどおるエリアスです。またもユアンは冷静な口調で、

「違うよ。名前はもちろん偽ぎ名めいさ。我々は極悪人だからね。解放まで彼が君を見張るから、仲良くやってくれ」

「そうなんですか。分かりました」

「明日あすの朝には解放できるだろう。繰り返すが、我々が迎えに来るから、それまでここから逃げてはいけない。ここにいないと、君の安全は保障できない」

「分かりました」

　しっかりと頷うなずいたサラを見て、ユアンはエリアスに視線を送りました。

「頼んだぞ。──しっかりと仕事をしろ。約束できるか？」

「はい」

　今度は、緊張しながらもエリアスが頷うなずきました。

「よし」

　ユアンが踵きびすを返して、他ほかの二人に行くぞ、と指示。ケインは、エリアスとサラをじろりと見てから後に続き、ロブは、

「ほらよ」

　エリアスに大きな紙袋を渡しました。エリアスが抱かかえて中を見ると、柔やわらかそうなパンや、高そうなジャムの瓶びんが入っていました。エリアスは、小さく唾つばを飲み込みました。ひとまず机に置きました。

「任せたぞ。さっきの打ち合わせどおりにな。ここで連絡を待て。あと、そろそろカーテンを閉めな」

　ロブが言い残し、大人おとな三人が部屋を出て行って、エリアスはとりあえずドアの鍵をかけました。弱々しい明かりをつけた後、言われたとおりに部屋のカーテンを急いで閉めました。ボロ布をただぶら下げたようなカーテンでしたが、外からの視線を塞ふさぎました。

「ふう……」

　エリアスはひとまず落ち着いて、ベッドの脇わきで突っ立ったままのサラに、脇から話しかけます。これ以上馬鹿にされてなるものかと、少し強い口調で、

「イス使っていいから、座れ。ベッドでもいい。突っ立ってると邪じや魔ま」

　そして彼女の顔を見た時、

「あ……」

　エリアスは気づきました。先ほどまで気き丈じように振る舞っていたサラが、今にも泣き出しそうな顔をして小さく震えていることに。

「あなたは恐くないからね！」

　突然、半泣きの少女に嚙かみつくように言われて、

「いっ」

　エリアスはたじろぎました。

「恐いのは、さっきの髭ひげの人だからね！　〝丁てい寧ねいな誘ゆう拐かい犯はんほど恐ろしいから逆らうな〟って言われているからだからね！」

「ああ……。うん……」

　エリアスは小さく何度も頷いて、

「分かったよ……。分かった。確かに、あの人は怒らせたら恐そうだね」

「逃げ出さないのは！　あなたが恐いからじゃないからね！」

「うん、分かった。僕なんか、弱そうだもんね。武器とか全然持ってないし……。はあ……」

「そうよ！　あなたと話すコトなんてないからね！　ここから逃げないけど、今からもう、あなたに何を言われても無視するからね！」

「…………」

　エリアスは反論もせず、そのままベッドの片かた端はしにパタンと座りました。

　サラも、泣きべそのまま、反対側の端にパタンと座りました。

「…………」

「…………」

　しばらく二人とも何も話さず、通りの喧けん騒そうが小さく聞こえるだけの時間が過ぎました。
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　ぐう。

　誰かのお腹なかが鳴りました。

　エリアスが右隣どなりを見ると、サラが黙ってうつむいて、顔を真まっ赤かにして、その上やや怒っていました。

　エリアスが、

「えっと……、パン食べる？」

　恐る恐る訊たずねると、真まっ直すぐうつむいたままのサラから、

「食べる」

　短く返事が来ました。







「はい。重じゆう々じゆう分かっております。──ええ。間違いなく、サラお嬢じよう様さまです」

　豪ごう華かな応接室で、執しつ事じが電話をしていました。朝、少女を呼びに来た執事でした。

　そのまわりには、背広姿の男達が何人も集まっていましたが、制服を着た警官の姿はありません。全員苦々しい顔で、執事と犯人との電話を聞いています。

　窓の外では、夕暮れが始まっていました。蒼あおかった空に、オレンジ色が生まれようとしていました。窓から見える広い石造りの庭が、ゆっくりと染まり始めています。

『くれぐれも、我々を甘あまく見てくれるな』

　電話ではユアンが、落ち着いた口調で脅おどしを効かせていました。その声は机の上に置かれた小さなスピーカーからも流れ、ここにいる全すべての人間が聞くことができます。

「はい──。わたくし共でも、みごとなお手並みを考え、これは場ば数かずを踏んだプロの犯行であるとすでに結論づけております。お嬢様の安全を考え、身みの代しろ金きんは、おっしゃるとおりにお支払いします──。はい。おっしゃる額は、もう間もなく準備ができると思います」

　執事はどこまでも下した手てに、両手でしっかりと持った受話器に向かって、丁てい寧ねいな口調を重ねました。

『では、場所を指定する。今話しているお前、お前が一人で来い。いいな？』

「分かりました」

『時間は、夕方日の入り直後』

「はい。で、わたくしはどちらに──」

　執事が場所を聞こうとした瞬しゆん間かんでした。

　かなり大きな音と共にドアが勢いよく開かれて、血けつ相そうを変えた背広の中年男が飛び込んできました。そこにいた全員が、その様子に驚き、その男を注視します。

　男が、

「死んだ……。たった今、連絡があった……」

　汗だらけの顔で言いました。

　その場の空気が、一いつ瞬しゆんにして冷たく重苦しいものに変わりました。数秒の間、誰もが黙りました。

『おい？』

　ユアンの声が部屋に流れて、全員が思い出したかのようにスピーカーを見つめます。

「ああっ！　申し訳ありません。電話の調子がよろしくなく」

　執事が噓うそを言って謝りました。同時に彼は、部屋にいる男達へとその視線を向けます。

　男の一人が、指でジェスチャーをしました。人差し指を向けて、親指を立てて、

「…………」

　無言のまま、執しつ事じをパースエイダーで撃うつ仕し草ぐさ。さらに、手のひらを自分の首の位置で横に水平に動かしました。どう見ても、〝首を切れ〟の意味です。

　執事が、

「…………」

　表情を変えず、無言のまま静かに頷うなずきました。そして、受話器の向こうの男に、こう問いかけます。

「申し訳ありません。たった今連絡が入りました。お金の準備にどうしても時間がかかってしまいます。──受け渡しの待ち合わせ、夜になりませんでしょうか？」







　夕方、太陽がオレンジ色の固まりとなって、紅葉の森へと触ふれようとしている時。

　寝ているキノと、エルメスがいる部屋でベルが鳴って、直後にドアが激しくノックされた。

「……ふい？」

「お客だね。キノ」

　うつぶせから顔を上げたキノと、エルメスが言った。

　キノはベッドから身を起こすと、まったくもう、とつぶやきながら、ホルスターから抜いた『カノン』を右手にドアへと近づく。

「夕食のサービスかな？」

　エルメスが言ったが、そんなはずはないし、とキノはつぶやきながら、ドアへと歩いた。

　キノはドアを開けずに、そしてその前に立たず、まずは訊たずねる。

「どなた様ですか？」

「旅人さん！　旅人さんですよね？」

　男の声が返ってきた。

「まあ、そうですけど」

「旅人さんは腕うで利ききと、前日に入った商人に聞きました。──腕を見込んで、頼みがあります。どうか！　時間がないのです！」

「はい？」

　キノが首を傾かしげた。







　夕暮れのエリアスの部屋では、

「うん。美味おいしかった」

「…………」

　ジャムを挟はさんだコッペパンを二つほど平らげて満足そうなサラと、その食欲に呆あきれているエリアスがいました。サラはイスに、エリアスはベッドの縁ふちに腰こしかけています。

　テーブルにはパンの小さなかすと、半分以上減ったジャムの瓶びん、そしてお茶のマグカップが置いてあります。カップは一つしかないので、お茶を飲んだのはサラだけでした。いれたのはエリアスでした。

「お金持ちのお嬢じよう様さまだから、こんなの食べないかと思ったよ」

　エリアスが言うと、

「そんなことはないわ。あなたはお金持ちに偏へん見けん持ちすぎ」

　サラはあっさりと返しました。もう、普通に会話をしています。

「そりゃ、お金持ちの生活なんて知らないよ……」

　エリアスがつぶやくように言いました。

「あなた、エリーだっけ？」

「そ、そうだけど」

「親はいないの？」

「いないよ。もともとお母さんしかいなかったけど、二年前に病気で死んじゃった」

「そう」

「同情はいらないぞ。一人でだって、ちゃんと働いて生きていけるんだからな。そりゃ、今はこんなことだけど、それまではちゃんと！」

「同情なんかしないわよ。私だって、お父さんもお母さんもいないもの」

　サラがあっさりと言って、エリアスはかなり驚きました。ぽかんとサラを見つめます。

「なあに？　そんなにおかしい？」

「じゃあ……、今どうしてるの？」

「ちゃんとした大人おとなと一緒に暮らしているけど──、本当はあなたと同じよ」

「どういう意味？」

　エリアスが首をひねっていると、サラはさも偉そうに、胸を張って答えました。

「ちゃんと自分でも働いているってこと！　そして、あなたよりも稼かせいでいるのよ！」

「えばるな！　たくさん稼ぐのがそんなに偉いか！」

「それだけじゃないわ！　歳としだって私の方が上でしょ？　エリー、あなたいくつ？　十歳さいくらい？」

「馬鹿にするな！　もう十二になった！」

「いつ？」

「先月！」

「じゃあ私の方が年上！　私は来月十三だわ！」

　さらにムッとしたエリアスですが、これ以上言い返せません。

「あーあ、喉のど乾かわいちゃった。ちょっと、お茶をもう一杯くださるかしら？」

　サラがあからさまに優ゆう雅がな口ぶりで言って、エリアスはムスッとしたまま立ち上がりました。部屋の隅すみの小さな電気ストーブに近づいて、ヤカンの重さを確かめてからスイッチを入れます。

　その際に、

「お金をもらってレコードと蓄ちく音おん機きを買うんだ。そのための我が慢まんだ」

　そんなことを小声でつぶやきました。

「何か言ったー？」

　サラがそう聞いて、

「何もっ」

　エリアスは答えました。







　夜。

　太陽は西の大地に沈んで、残光もすでに消え、東の空には満月が光っていた。

　木々がまばらなひらけた森に、三人の男達がいた。ユアン、ケイン、そしてロブ。月明かりで影が延びる森の中に、それぞれが別の方向を向いて、木の幹に背中をつけて立っていた。

　まわりに家はなく、人工の明かりは見えない。虫の鳴き声が、十と重え二は十た重えに三人を囲む。

　ケインが、ちらりと腕うで時計を見た。何も言わずに、腕を下ろした。

「おい。西だ」

　ユアンの声。三人が言われた方角を見ると、遠くにヘッドライトが一つ見えた。森の木々でちらちらと見え隠かくれしながら、明かりは確実に三人の方へと近づく。

「なんだ？　モトラドで来るとは聞いていないぞ」

　ロブはそう言いながら、懐ふところから小型リヴォルバーを抜き出した。バレルが極端に短く、ハンマーをボディがカバーしている、いざとなればポケットの中からでも撃うてるタイプ。

「俺おれが撃つまでは、撃つなよ」

　ユアンが釘くぎを刺して、近づくヘッドライトを見つめる。エンジンの音が小さく聞こえ、だんだんと大きくなる。

　モトラドは森の草を踏ふみ倒しながら、ゆっくりと三人の男へと近づいた。その明かりが木の陰から静かに出たユアンを捕とらえると、そこで止まった。

　エンジンが切られ、ヘッドライトが消えた。森に、虫の声と月明かりが戻った。

　モトラドのタンクが、月明かりに反射して鈍にぶく光る。運転手がサイドスタンドを下ろす金属音が、やけに大きく響いた。

「あのー、すみません。そこにいる三人の方」

　キノが、隣りん家かの住人を呼び出すような、ひどく緊張感のない口調で言った。三人の男達がその若い声に驚いて、お互いをちらりと見み遣やる。

「〝何の用だ？〟」

　ユアンが訊たずねた。キノが答える。

「〝白い服と帽ぼう子しを買いに来ました〟」

　返事を聞いて、ユアンは隣となりの木の陰に入るロブに、〝そこにいろ〟と、そしてケインには〝ついてこい〟と指で指示した。二人は草を踏みしめながら、パースエイダーは懐ふところに入れたまま、キノに近づく。

　キノは黒いジャケット姿で、帽子をかぶって首にゴーグルを下げていた。右腰こしには『カノン』、腰の後ろには『森の人』を吊つっていた。

　近づいてきた男二人に、キノはごく普通の口調で話しかける。

「あなた達が、〝売ってくれる人〟、ですか？」

　二人の男は、数メートルの距離を置いて立ち止まった。ユアンが、キノの顔を見ながら訊ねる。

「そうだ。そしてお前は、誰だ？」

「ボクは、この国に今日入ってきた旅人です」

「なぜここに来た？」

「仕事を頼まれたので。──ここに、預かった鞄かばんを持ってきて男に渡して、〝白い服と帽子〟の場所を聞いてきてくれって。頼んだ人は、どこかの金持ちの執しつ事じだって言ってました。急に行けなくなったとか聞きましたけど、詳くわしいことは知りません」

「鞄はどこだ？」

　ケインの声。キノはエルメスを指さして、

「キャリアにゴムでゆわいてあります。もう外してもいいですか？」

　ユアンが首しゆ肯こう。キノはエルメスの後ろに回って、その荷台のゴムひもをほどいた。大きめの金属製アタッシュケースを持ち上げると、男達にゆっくりと近づいてから、四メートルほど手前の草の上に置いた。置いて、また数歩戻った。

　ユアンとケインがケースに近づき、ケインが持ち上げてそれを開く。中には、札さつ束たばがぎっしりとつまっていた。ケインは中身も確認して、束が全すべてお札であることも確認した。さらに束の数も数え、

「いいだろう」

　ケインはケースを閉じた。カチン、とバックルが閉じた。




　その瞬しゆん間かん、ずっと黙っていたエルメスが、誰にも聞こえない小さな声で数え出す。

「ひとつう──。ふたつう──」




「では、ボクは〝白い服と帽子〟のありかを聞いて帰らないといけないんですが」

　キノの言葉に、ユアンが答える。

「南十五番の通りは分かるか？　──そこの十八番地区に二十三号という小屋がある。その小屋の中にある部屋にいる」

「え？」

　ユアンの言葉に、後ろで待つロブがひどく驚いて声をあげた。ユアンは構わずに続ける。

「そこに、同じ年頃の男の子と一緒にいる。彼は、我々がパースエイダーで脅おどして部屋を使わせた。自分も仲間だと言い張るかもしれないが、そう言うように脅しただけだ。被害者の一人だから、彼も〝白い洋服と帽ぼう子し〟と一緒に保護してやるように、警察に伝えろ」

　キノが軽く首を傾かしげた。

「事情は良く分かりませんが……、繰り返します。南十五番の十八の二十三。そこにいる少年も一緒に保護すればいいんですね？」

「そうだ。──では、取引は終わりだ」

　ユアンはそう言うと、踵きびすを返した。ロブがキノの動きを見張る前で、ユアンとケインはキノから遠ざかっていく。

　キノは、黙ってそれを見送った。

　森の闇やみに紛まぎれて、すぐに男達は見えなくなった。







「ユアンさん。どういうつもりですか？」

　二人を出迎えた、まだ手にはリヴォルバーを持ったままのロブが訊たずねました。

　男達三人は、暗い森の中を、遠くに隠かくした車へと早足で歩きます。ユアンが答えます。

「どうもこうもない。あの坊ぼうやの仕事は、今日で終わりだ」

「じゃあ、初めから──？　俺おれ達が逃げる時間のため、部屋を使うためだけに──？」

　そうだ、とユアンが答えました。

「あんな坊やは、それくらいしか役にたたない」

「俺に言ってくれてもいいのに……」

　ロブがそう言うと、ケースを持っている無口のケインが、ふいに口を開きました。

「悪いな。まだ言ってなくて」

　ケインは、少しも悪びれずに言いました。

　ロブが頭を搔かきます。

「分かりましたよ……。えっと、奴やつの分け前は？　貰もらってしまうんですか？」

「とりあえず口座を作ってそこに入れる。ほとぼりが冷めた頃に、教えてやる。その時はレコードと一緒に通帳を送ってやろう」

　ユアンが答えました。

「気の長い話で……。いや、いいですけどね」

　ロブはやや呆あきれながらそう言って、

「で、俺おれ達の次の仕事は？」

　気の早いことに、そう訊たずねました。ユアンは、

「次はない」

「え？」

「これが俺達最後の仕事だ。今まで何度も汚きたない仕事をして、人も殺してきた。それを終わらせる。俺もケインも、そろって足を洗う。手にした金で、地元で店でも始めるさ。そして、家族と一緒に暮らす。今まで噓うそを言ってきたからな。ようやく毎日を一緒に過ごせるだろう」

　ロブが目を丸くしてケインを見ると、

「悪いな。まだ言ってなくて」

　ケインは、まったく悪びれずに言いました。

「だーっ！　また俺だけ蚊帳かやの外ですか！」

「ロブ──。お前は若いがなかなかだった。これからもこの稼か業ぎようを続けるのなら、俺達が教えたことは守れ。そうすれば、こっちも向こうも人死には少なくてすむ。長く上手うまくやれるさ。分かっているな？」

「ええ！」

　ユアンの言葉にしっかり頷うなずいた後、でも寂さびしいですねえ、とロブが漏もらします。

　ケインが、ふと笑顔を見せました。

「今夜別れたら、次に町で会っても声をかけるなよ。その時は、違う名前で生きているからな」

「分かりましたよ、ケインさん。──ユアンさんも。今まで、ありがとうございます。ありがとうございました！」

「悪党に礼をしてどうする？　いつか、店に買い物にでも来てくれ」

　ユアンが笑いながら言って、

「その時は安くしてくださいよ」

　ロブもまた笑いながら言って、

「儲もうかっているようなら、その時はふっかけてやれ」

　ケインも楽しそうに笑いながら言った時──




「にひゃくー」

　エルメスが言った時──




　ケインの持っていたアタッシュケースが、爆発した。

　ケースの裏うら表おもて、両面から炎ほのおと爆ばく風ふう、そして細かい金属片がいくつも飛び出した。

　持っていたケインの体は後ろに吹き飛ばされて、太い木の幹の、かなり高い位置にぶち当たってから跳はね返って草の上に落ちた。その時すでに、ケインの両腕うでと両足と顔はなくなっていた。残った体は、ピクリとも動かなかった。

　右脇わきにいたロブは破片をもろに顔面に受けて、

「ぎゃあっ！」

　悲鳴と共に仰のけ反ぞった。草の上で転がる彼の左首筋から、噴ふん水すいのように鮮せん血けつが噴ふき出した。

「ひげぁ！　ごあっ！　げがっ！　ごぼっ！」

　八秒ほど彼はもがき苦しんで、仰あお向むけで空くうをかきむしって、それから急に静かになった。

「…………」

　斜め後ろにいて爆発と共に尻しり餅もちをついたユアンは、目の前にある、血まみれになった自分の左腕を、しばらく信じられない様子で見ていた。彼の座るまわりでは吹き飛んだお札さつに火がついて、枯かれ葉はを巻き込んで片かたっ端ぱしから燃えていた。森の中が、少し明るくなっていた。

「最後の、最後に……、これか」

　つぶやいた言葉が、彼の最後の言葉になった。

　胸から噴き出していた血はその勢いを弱めず、左腕だけではなく腹部から両足まで染み込んで伝わっていった。

　髭ひげを生やした男の体から、すっと力が抜けた。

　お札が作るかがり火の中で仰向けに倒れ、長い鼾いびきのように長く大きく息を吐はいて、二度と動かなくなった。




　お札のほとんどが燃えかすになり、死体が闇やみに溶とけて消えようとしたその時、ヘッドライトの光が三つの死体を照らした。

　キノはエルメスをサイドスタンドで立たせ、ライトはつけたままで、『カノン』を片手に三体を調べていった。

「全員死んでる」

「なかなか強力な爆ばく薬やくだったんだね。キノ」

「依頼主は、どうあがいてもこの人達には死んでほしかったんだな」

　キノは右手に『カノン』を持ったまま、左手で帽ぼう子しを取って、胸の前に当てて黙もく禱とうを捧ささげた。

　目を開けて帽子をかぶり、エルメスにまたがる。『カノン』をホルスターにしまった。

「さて──。さっきの住所まで、どれくらいでいける？」

「うん──。森を抜けて街道に出て、さほどかからないよ」

「じゃあ行こう」

　キノは、エルメスで森の中を走り出した。

「あと一人だ」

　キノのその言葉に、エルメスが同意する。

「うん──。あと一人だね」







　三人の死体が再び闇やみに包まれた頃、

「…………」

　エリアスは背もたれを前に、足を開いてイスに座って、黙ったまま自分のベッドを占せん領りようして寝息を立てるサラを見ていました。

　部屋はカーテンが閉められ、小さな電球が弱々しく一つだけついていました。

　サラはエリアスのベッドで気持ちよさそうに寝ています。車で自分を包んでいた毛布を使って、それにくるまって横になっていました。エリアスの愛用の毛布は、まるめられて部屋の脇わきにうっちゃられていました。

「連絡まだかな……」

　エリアスがつぶやきました。打ち合わせどおりなら、朝が来る前にロブがやってきて彼女を連れて行くはずでした。エリアスの役目は、それで終わるはずでした。そうすれば、サラとは永久にお別れ、二度と言葉を交わすこともないでしょう。

　エリアスは、再びサラの寝顔に目をやりました。

　赤毛のほつれ髪がみが少しかかった、そばかすだらけの顔を見て、

「…………」

　しばらく見つめて、

「なっ！　僕は、歌姫が好きなんだ」

　慌あわてて首を振りました。そして、

「はあ……」

　溜ため息いきと共に、疲れた顔でうつむきました。

　そのまま、うつらうつらとまどろみ、

「寝ちゃダメだ……。起きてなきゃ……」

　そう言った直後に、かくんと頭を垂れて、そのまま寝てしまいました。




　そして静かな時間が過ぎた後──、

　室内に鈍にぶい光が走りました。

「っ！」

　光で顔をなめられたエリアスが目覚め、驚いて顔を上げます。それは、近くの路地を通った車のヘッドライトのものでした。カーテンの隙すき間まから、床ゆかや壁をさっと照らして流れていきました。

「来た！」

　エリアスは嬉うれしそうに立ち上がって、カーテンを少し開けて窓の外を見ました。

　小屋のような家が点在しています。月明かりと窓からの明かり、それらに混じって、車のヘッドライトの明かりが、五十メートルほど離れた路地に見えました。

　エリアスが見つめる中、ヘッドライトが消えました。強力な光源がなくなって、車の様子が分かりました。

「あ──」

　エリアスは息をのみました。

　それは、ロブの車ではありませんでした。

　それは、青く塗られた車でした。

　車から降りてきたのは、制服を着た警官です。後部座席のドアも開きました。四人の屈強な男達は、下車するとすぐさま腰こしのベルトから警けい棒ぼうを抜きました。白い樫かしの棒が、暗闇やみにぼわっと浮かび上がります。

「こ、ここが、ばれたんだ……」

　エリアスは、壁に背中を擦こすらして、窓の脇わきにへたり込みました。へたり込んだまま、恐怖で奥歯をカチカチと鳴らします。

「に、にげ、逃げなきゃ……」

　ゆっくりとベッドを見ました。警察に追われる理由の主ぬしが、静かに眠ねむっていました。

　エリアスは顔を上げて、カーテンの下から外を見ました。警官達は、まだこちらには来ていませんでした。近くにある小屋のドアをノックして、住人が迷めい惑わくそうに出てくる様子が見えました。

「まだ、この部屋だってことはばれてないんだ……。でも……。──っ！」

　エリアスは一気に立ち上がると、

「起きろ！」

　サラの毛布をばしばしと叩たたいて、声を抑おさえながら叫びました。

　何度か叩くうちに、サラが薄うすく目を開けて、エリアスに気づいて、

「何？」

「お、起きろ！　逃げるんだ！」

「なんで……？」

「い、いいから！」

　自分でもあまり理由を思いつけないまま、エリアスは目を開けたサラの腕うでを引っ張って立たせました。そしてピンクのフリル付きワンピースを見て、

「そんなんじゃ見つかる……」

　すぐにベッド下に潜もぐると、箱に入った自分の着替えを取り出しました。同じような茶色のパンツと、緑色のジャケット、シャツ。それらを投げつけると、

「着替えて！」

「なんで？」

「いいからっ！」

　恐怖で必死になったエリアスが、外の警官に聞こえるのではないかと思うほど大声で叫びました。

　その形ぎよう相そうに、サラは、

「わ、分かったから向こう向いていて！」

　やっぱり大声で叫んで答えました。




　パトカーを降りた警官隊は、ノックして出てきた寝巻き姿の住人に、

「それでは、何かあったら連絡を頼みますよ」

　そう言い残して、また路地に出てきました。一人の警官が、

「外れ。これで六件目だぞ。本当にこの通りなのか？」

　仲間に問いました。そしてこう続けます。

「その、盗とう品ひんのタンスが隠かくされているっていうのは」

「ガセかもしれないが、一応は全部当たる」

　別の一人が言って、そして、だいぶ近くなったエリアスの部屋がある小屋を指さしました。部屋の電気は消えていました。

「あれは？　部屋があるが」

「ああ、そこは最後でもいい」

　仲間の言葉に首を傾かしげ、聞いた警官が理由を問います。

「あそこに住んでいるのはエリアスってガキだけだが、あいつは珍しく真面目まじめな奴やつだ。盗ぬすみなんかしない」

　その答えを聞いて、警官達は次の小屋へと歩いていきました。

　その背中を見ながら、

「今だ！　急いで走って」

「なんでよ、もう……」

　エリアスと、着替えたサラは、小屋の脇わきから飛び出して、暗がりへと逃げていきました。エリアスが小脇に抱かかえているのは、まるめた毛布とランチボックスほどの木の箱。サラはパンの残りを入れた紙袋。

　時間は深夜。満月が高いところで光っていました。







「エリアスってガキ、いねえぞ？　窓から覗のぞいたが部屋には誰もいない。タンスもない」

「夜遊びを覚えたかな？　帰るぞ」

　月が照らす路地で、警官隊はパトカーに乗り込んで、去っていった。

　そのテールライトが見えなくなるのと同時に、黒い人影が小屋の裏から出て、小走りで路地を横切った。

　帽ぼう子しをかぶり、顔に黒い布を巻いたキノだった。キノはエリアスの部屋のある小屋へ、足音を立てずに近づいていった。

　キノは小屋の脇わきにつくと、玄げん関かん脇に書かれた住所の番号をちらりと確認した。そして、玄関から中へ。人気のない、暗く短い廊ろう下かを音もなく歩き、エリアスの部屋の前に立つ。

　キノは無言のまま、左手で『森の人』を抜いた。安全装置を外して、グリップに小さくついているスイッチをさっと触さわる。赤く小さな点が、照準用のレーザーサイトが、ドアにぽっ、と一いつ瞬しゆんだけついた。

　キノは右手をドアノブに伸ばし、静かに回す。鍵がかかっていなかった。キノはドアをゆっくりと押すと、『森の人』を先頭に体を入れた。

　カーテンの隙すき間まからの月明かりで薄うす暗い部屋を、赤く小さな点が走った。

　机。ベッド、そしてその下。部屋の隅すみ。ドアの裏。

　狭せまい部屋に、人が隠かくれられるような場所はなかった。誰もいないと分かり、キノはレーザーサイトのスイッチを切った。赤い点が消える。

「はあ……、遅かったか」

　キノがつぶやいた。




「ご覧のとおり。逃げられた。様子からすると、さっきまではいたようだけど」

「ありゃりゃ？　気け取どられた？　ダメだね、キノ」

「まだ二日ある」

　部屋のど真ん中に、押し入れられたエルメスがセンタースタンドで立っていた。帽子を脱ぬいで布を取り払ったキノはベッドに座って、

「今日は疲れた」

　そのまま仰あお向むけにひっくり返った。その脇に、キノが毛布の下から見つけた、丁てい寧ねいに折りたたまれたピンクのワンピースがある。月の明かりに照らされ、フリルが青白く染まっていた。

「で、どうするの。キノ？　これからあちこち探す」

「いいや。エルメスで走り回ったら、音で逃げられて終わり。下水道にでも逃げていたら、それすら無理だ。エルメスもそんなところは走りたくないでしょ？」

「言わずもがな」

「じゃ、そういうこと。ボクも少しは寝たいし、今日はお終しまい」

　キノはそう言うと、先ほどまでサラが寝ていたベッドにごろんと横たわった。

「キノ？」

「ま、犯人が戻ってくる可能性もゼロじゃないし、ひとまず仮か眠みん。夜が明けたら捜そう索さく再開」

「はあ。まあいいけどね。せっかくホテルを──」

「言わない」

「はいはい。じゃ、誰かが来たら起こすよ。おやすみキノ」

「はいおやすみ。──せっかくホテル取ったのに……」

「ご愁しゆう傷しよう様さま」







　石造りの短い橋の下に、エリアスとサラはいました。

　あたりは月明かりで明るく、足下を流れる細いせせらぎと、その左右に広がる畑がよく見えました。虫が鳴いています。蛙かえるも鳴いています。夜になってだいぶ気温が下がりました。

　人の姿はなく、だいぶ遠くに家の明かりが一つだけ弱々しく灯ともっていましたが、今消えました。

　二人は小屋から逃げ出し、延々走り続けました。とはいってもすぐにサラが息を切らして、その後は休み休み歩いて、町からだいぶ離れたここで、サラがとうとう膝ひざをついたのでした。

　冷たい川の水を手のひらですくって飲んで、ようやくサラが落ち着きを取り戻しました。頭を橋の石にもたれながら、右隣となりに座るエリアスをじっと見つめます。ほとんど睨にらんでいるように見えます。

「なんで、どうして？　私は夜か朝に解放されるんじゃなかったの？」

「知らないよ──。でも、連絡はなかったし、警察は来たし」

　訳も分からずにこんなところまで来て、これからどうすればいいのかも分からないエリアスは、力なくそう言うのが精一杯です。

「こんなことなら、あの時警官に助けてって叫べば良かったわ！」

「そ、そんなことしたら──」

「そんなことをしたら？」

「た、ただじゃすまなかったぞ！　人ひと質じちなんだからな！」

「なによ！　偉そうに！　あなただけだったらなんとでもなったわよ！」

「じゃあなんで逃げなかったんだよ！」

　もはや二人は完全に口げんかです。サラはエリアスに対しては何一つ遠えん慮りよせず、嚙かみつくように言い返しました。

「あの髭ひげの人が恐いからにきまってるでしょ！　あなたなんか恐くないからね！」

「…………」

「それに！　こんなところで、誰か悪い人に襲われたらどうするのよ！　あなた、絶対に私を守ってくれるのっ？」

　それならこんな大声を出すべきではないのですが、エリアスには答えられません。弱々しくうつむいて、膝ひざの間に頭を入れました。

　亀かめのように頭を隠かくして逃げ出したエリアスを見て、

「…………」

　サラは、それ以上は何も言いませんでした。

　すると、うつむいたエリアスはそのまま眠ねむってしまいました。サラが二度ほど話しかけて、返事はありません。

　サラはしばらくその姿を見て、それから、当たり前のように自分の脇わきに置いてあった毛布を広げて、その半分をエリアスにかけました。

　起きなかったエリアスのすぐ隣となりに座って、サラは残りの毛布にくるまりました。目を閉じて、そのまま眠りました。




　朝。

　秋のひんやりとした夜明けがやってきました。

　世界は青みがかった薄うす闇やみに沈んでいます。まだ鳥も起きていません。風もないので、音のない世界でした。

「ん……？」

　エリアスが目を開けて、顔を上げました。目を閉じた場所で、目を閉じたときの格好で座っていたことに気づきました。毛布をまとっていることにも。

「っ！」

　慌あわてて左横を見て、誰もいません。右横へと首を振って、誰もいません。

「ああっ……」

　エリアスが絶望し半べそをかきながら立ち上がったとき、

「あら！　お目覚め？」

　頭の上から声がしました。ゆっくりと顔を上げると、三つ編みが逆さに垂れていました。上下逆さまの、そばかすらだけの顔がありました。

　エリアスがぼうっと見上げる先で、逆さまのサラがはきはきと問いかけてきます。

「今日はどうするの？　あなたがどうにかしてくれるんでしょう？」

「え？　えっと……」

　混乱したエリアスでしたが、ふと一つのアイデアを思いつき、そうだ！　と大声で答えました。

「今からみんなを探して合流する！　みんなのことだ、そんな簡単に捕つかまってはいないさ！　そうすれば指示をくれる！　警察に捕つかまらなかったって、みんな誉ほめてくれるさ！　そして、サラもその後解放されるさ！」

　エリアスは、嬉うれしそうに言いました。一度頭を引っ込めて、橋の脇わきから下へとサラが降りてきました。エリアスの前に立って、

「それで？」

「とにかく行く。みんなを捜さがす！」

「どこにどうやって？　この国は広いのよ？　移動だってお金がないと──」

「大丈夫！」

　エリアスはそう言うと、自分の足下にある小さな木の箱、部屋から持ってきたその箱を、

「…………」

　一度口元を引き締めて見つめ、それから勢いよく靴くつで踏みつけました。軽い破は砕さい音おんがして、木箱は簡単に壊こわれました。

　首を傾かしげるサラの前で、エリアスはしゃがみこむと木箱の残ざん骸がいから何かを拾い集めます。それらは、二十枚に満たない硬貨でした。ほとんどが、安い銅貨でした。

「僕の貯ちよ金きんだ。買いたいものがあったから、がんばって貯ためていたんだ。結構なものだろ？」

　エリアスが立ち上がって、自じ慢まんげに手の中の全財産を見せました。それは、ここ数日の二人の食費と移動費にはなりそうですが、貯ちよ金きんというにはあまりに少ない金額でした。

「これで何か朝ご飯を食べて、馬車に乗ろう！」

「……いいの？」

　サラの問いに答えず、エリアスは行こう、と言って振り向きもせず歩き出しました。ジャケットの内ポケットに硬貨を落とし入れました。

　サラは粉々になった木箱を見つめて、

「…………」

　それからエリアスの後を追って橋の下から出ました。

　夜明けは始まったばかりでした。じわじわと、世界は明るくなっていきます。







　明るくなっていく窓の外の世界を見ながら、

「外れか……」

　キノはつぶやいた。古く汚よごれたベッドの上に座って、顔をしかめていた。

「戻ってこないねえ」

　エルメスが言った。キノはすっくと立ち上がると、左手に持っていた『森の人』をホルスターに戻しながら、

「次だ」







　夜明けから日の出へと、時間は動いていきます。

　世界はどんどん明るくなり、空はどんどん蒼あおくなるなか、

「やっぱり、ロブさんの車だ」

　エリアスとサラは、太い道から曲がって少し入った場所に、森の細道に停められた黒い車の脇わきにいました。

　発見したのは、本当に偶ぐう然ぜんでした。こっちの方角に来ただろうということで、小銭を払って馬車に乗っていて、曲がり道の先に見かけて、そこで急いで降りたのでした。

　馬車はとうに去って、あたりには誰もいません。見えるのは落ち葉のつもった砂じや利り道みちと森だけです。そろそろ、太陽が昇ろうとしています。

　エリアスは車のドアを開けようとして、鍵かぎがかかっていて諦あきらめました。中を覗のぞいて、誰もいないことを確かめて、

「受け渡しは森の中だったんだ。みんなを捜さがそう！」

　そんなことを言いました。続けて、ひょっとしたら困っているのかもしれない、とつけ足しました。

　サラは何も言わず、仕方がないとばかりに頷うなずきました。そして、

「でも、どこにどうやって？　右も左も森じゃない」

　エリアスが黙ります。右を見て、左を見て、そして右を指さして。

「こ、こっちだ！　たぶん！」

　とてもいい加減な言葉に、サラが溜ため息いきをつきました。しかし反論しても仕方がなく、

「捜しに行こう！」

　ずかずかと森へと入っていくエリアスについていきます。

　そしてさほど経たたずに見つけたのは──

　三人の無む惨ざんな骸むくろでした







　布を裂さくような、高い、そして長い悲鳴だった。

　エリアスとサラは、ほとんど同時に、進む先に野鳥が群がっているのを見つけて、構わずに進んだ。鳥たちが去って、そこに赤い何かが見えて、それが人間だと分かると同時に、顔や頭を半分啄ついばまれたユアンだということが髭ひげの特徴で分かって、サラが悲鳴を上げた。

「…………」

　エリアスは目を見開いて、奥歯をチリチリと鳴らしながら、その光景を見た。

　目の前にユアンの食べられかけが、右脇に手足も顔もない背広姿の人間の体が、そして左脇には、仰あお向むけで顔をどす黒く染めたロブが、空を見ながら転がっていた。

　まわりには、たくさんの焦こげ跡が広がる。朝あさ露つゆで湿しめった、お札さつの燃え残りが落ち葉に紛まぎれていた。

「な、んで──。どうして……？」





　エリアスがつぶやくと同時に、彼の後ろでサラがぺたんと座った。正座の姿勢から、お尻しりを両腿ももの間に落とした。

　悲鳴の後に、最初に発した言葉は、

「やっぱりだ……。やっぱりだ……」

　それを聞いたエリアスが、とてもゆっくりと、サラへと振り向いた。手足が震え、奥歯はまだ鳴っていた。それでも、エリアスはサラへと訊たずねる。

「〝やっぱり〟？　──それって、どういうこと？」

　サラは、両手で前髪がみを握りしめていた。エリアスのことなど目に入っていない様子で、それでも叫び声が答えにはなる。

「やっぱり殺そうとしているんだ！　私に死んでほしいんだ！」

「で、どういうこと？」

「〝彼女〟が死んじゃったんだ！　私にも死んでほしいんだ！　私いらないんだ！　私もういらないんだ！　私はもういらないんだっ！」

「サラ……？」

「私はもういらないんだ！　いらないんだ！　いらないんだ！」

　連呼される叫び声。前髪をむしり取らんばかりに腕うでに力が入った様を見て、エリアスはサラが自分の質問に答えていないことに気づいた。

「…………」

　奥歯の鳴りが止まったエリアスが、もう一度ユアンを見た。髭ひげの男の鼻から上は、もはや元がどうなっていたのか分からないほどぐずぐずに崩くずれていた。

　目を曇らせて視線を下ろしたエリアスは、

「…………」

　ユアンの背広の、左脇わきの下に、黒いものを見つけた。

　エリアスは、

「もういらないんだ……」

　うわごとのようにつぶやくサラを残し、ユアンへと近づいていった。七歩ほど歩くと、目の前に立った。

「僕が……、守らないと……」

　エリアスは、死体へとつぶやいた。

　エリアスはしゃがむと、血の臭においが漂ただよう懐ふところへ、ゆっくりと手を伸ばす。黒いものを摑つかむと、それを引っ張り出した。

　息を吐はきながら、エリアスはそれを見つめる。

　サイレンサーのついた、細身の自動式パースエイダー。右手に握ると、グリップの細さもあり、引き金に指が届いた。左手で安全装置を下ろした。

　エリアスは右腕うでをあげた。誰もいない森の中で、目の前にあった木の幹を狙ねらった。引き金を引くと、ぷしゅん、と呆あきれるほど小さな音がして弾たまが出て、だいたい狙いどおりの場所に当たった。手の中で小さな反動が生まれ、金色の空から薬やつ莢きようが一つ右脇わきにすっ飛んでいった。

「…………」

　撃うった瞬間にびくりと震えたエリアスだったが、やがてじわりと手の中の武器を握り直した。

　エリアスは、何度か失敗した後に安全装置をかけた。左手で、ユアンの右脇を探った。そこには、弾だん丸がんがつまった、ずっしりと重い予備の弾だん倉そうが二本あった。

　右手にパースエイダー、左手に二本の弾倉を持ったまま、エリアスは立ち上がった。

　ほとんど同時に、森の上に太陽が顔を出して、森の中に横に走る影を生み出す。

　エリアスはへたり込んだままのサラへと、叫ぶ。

「逃げるよ！」







　エリアスのその姿を、十字線が描かれたレンズ越しに見ている人がいました。

　小川を挟はさんで数百メートル離れた森の中で、数倍に拡大されたエリアスの様子を、十字線の中心に合わせながら見ている人がいました。

「やっぱりだ。〝犯人は現場に戻ってくるものだ〟」

「誰が言ったの？　それ」

「いつかどこかで読んだ本に書いてあった。〝ナントカカントカ殺人事件〟」

「なんだかなあ。だいたい、この場合の殺人犯はキノじゃん。それに──」

　見ていたのはキノでした。

「モトラドを射撃台のかわりにするなんてひどいよ。二脚を使いなよ」

　黒いジャケット姿のキノは、センタースタンドで立つエルメスのシートに『フルート』を載のせて、膝ひざ立ちの体勢で構えていました。

　狙そ撃げき用のスコープを右目で覗のぞいて、左目もぱっちり開けたままです。帽ぼう子しの鍔つばが邪じや魔まなので、少しひん曲げて上げていました。

「今ここで伏せると、朝あさ露つゆでお腹なかがべったり濡ぬれるからイヤ」

　キノがそんなことを言って、

「本職の狙撃兵が聞いたら泣くよ」

　エルメスは本気で呆あきれました。

　キノとエルメスがいるのは、数百メートル離れた、途と中ちゆうに沼を挟はさんだ森の中です。三人が爆ばく死しした場所が、たくさんの木々の隙すき間まを縫ぬって見える、奇跡的な場所でした。唯一の狙そ撃げきポイントです。やはり枯かれ葉が、絨じゆう毯たんのように積もっています。

　エルメスには、折った枝が何本も立てかけられて偽ぎ装そうされ、向こうからは見えにくくなっています。『フルート』のバレルにも落ち葉がからみつけられ、キノの帽ぼう子しの上にもたくさん載のっていました。

「さて……。待ったかいはあったな」

　丸いスコープの視野の中で、少年が動いています。日の出で光が増えて、その様子がとてもよく分かります。死体の懐ふところをあさり、財さい布ふを取り出していました。

「一緒にいるの、やっぱり例の少年みたいだね。脅おどされていた、っていうのは噓うそかな？」

「ボクは、騙だまされて今回だけ上手うまく使われたんじゃないかと思っているけど──」

　キノが、少年の動きに十字線を動かし続けました。人差し指が、じわりと引き金に近づきますが、まだ触ふれてはいません。

　少年の後ろには、同じ背格好の、しかし三つ編みでそれと分かる少女が先ほどからへたり込んでいます。

　エルメスがポツリと、

「間違えて先に撃うたないでね。背せ格かつ好こう似てるからね」

「大丈夫。この場合、パースエイダーを持っているのが犯人で、持っていないのが人ひと質じちだ」

「それは分かりやすい」

「あれは、二二ＬＲ弾だんのパースエイダーだな。後で弾たまをもらおうかな？　──今は、ちょっと重なっているから撃ちにくい。骨に当たって変な方向に弾はじけたらまずい」

　キノはそう言ってから、再び狙ねらい続けました。少年は死体あさりをやめて、立ち上がります。

「初弾を外して伏せられたら厄やつ介かいだ。一発で仕し留とめられればいいんだけど……」

　少年が、少女の脇わきに立って、何か言っていました。キノからの視線で、二人の重なりがほどけました。どちらかを狙えるようになりました。

　キノの指が、引き金に触れました。

　キノがすうっと息を吸って、軽く吐はき出してから止めました。

　丸い視野の十字線は、少しだけ動いて、すぐに目標とする人間の胸でピタリと止まって──

　そして突然真っ黒になりました。

「？」

　キノが慌あわてて左目を開くと、そこには呆あきれた光景がありました。

『フルート』のバレルの先せん端たんに、小さな鳥が一羽留まって、羽を休めていました。

「ちょっと、どいてよ」

　キノが小さく言って、続いて『フルート』を小さく震わせて、震わせ続けて、鳥はどうにか三秒後には飛び立っていきました。いきましたが、

「ダメだ……」

　再び狙ねらいをつけたキノが見たのは、森の向こうへと消えていく、ほぼ重なり合った二つの人影でした。

　キノは溜ため息いきをつきながら、『フルート』を構え上げました。頭からバレルから、落ち葉がハラハラと落ちていきます。

「また逃げられたの？　キノ」

　キノは膝ひざ立ちからお尻しりを落とし、

「エルメスが沼の水の上を走れれば追いかけるんだけど」

「そりゃ無理」

　キノは再び、小さな溜息をつきました。

「アジトには戻らないだろうし、別の貧困街に逃げられちゃうかもな……。人通りの多いところに逃げ込まれたら、捜さがすのは大変だ」

「こりゃ、下手へたをしたら明日あしたの夕方までに仕事終わらないかもよ」

「なんとしてもそれは避けたいんだけどね」

　そう言うとキノは、『フルート』に安全装置をかけながら立ち上がりました。

「やれやれどっこいしょ」

　キノは立ち上がって、エルメスを見て、

「何？　今の？」

　キノが、エルメスが楽しそうに言った言葉について訊たずねました。

「キノの代弁。疲れた感じを出すにはちょうどいいかと思って」

　エルメスは答えました。




　昼も近く、天頂間近まで昇った太陽が優しく照らす貧困街の中を、エリアスとサラが走っていた。

　ジャケットの下、ズボンのベルトにパースエイダーを差し込んでいるエリアスは、

「ここなら、紛まぎれれば見つからない。どこか裏路地に行こう」

　サラの手を引いていた。

　そのサラは、森から馬車を拾いここにたどり着くまでの間ずっと、そして今も、

「いらないんだ……。いらないんだ……。いらないんだ……」

　うつむいて視線を落としたまま、うわごとのようにブツブツと繰り返していた。

　通りの左右には店が並び、人通りも多い。エリアスは目についた店で、揚げパンと飲み水の瓶びんを、ケインの死体から手に入れたお札さつで買った。額面の大きな札で、おつりでポケットが膨ふくれた。

　パンの紙袋と瓶びんを抱かかえながらエリアスは裏路地に入り、誰もいない、取り壊こわしたばかりの数軒の跡地を見つけた。家の影になって陥かん没ぼつした空間だった。

　エリアスはサラを引き連れて石組みの基礎をまたぎ、そこへ入る。基礎に腰こしをおろすと、右隣となりにサラを座らせた。

　水を飲んでから、パンをサラに勧める。サラが無視して、エリアスはパンを紙袋に戻した。

　数秒の沈黙の後、サラが再びつぶやく。

「いらないんだ……。死んでほしいんだ……」

「どうして！　お金持ちでいい生活していて、どうしてサラの親は──、違う、一緒に住んでいる大人おとなは、サラを見捨てるようなことをするんだ？　身みの代しろ金きんを払えば、無事に解放されるのに！　どうして、あんなことをするんだ！」

　エリアスが、ようやく聞きたかったことを一気に聞いて、サラはくいっ、と顔を向けた。そして叫ぶ。

「だって私はいらないんだもん！　役に立たなくなっているんだもんっ！」

　やっと帰ってきた言葉だが意味を解せず、エリアスが眉まゆ根ねを寄せた。

「何？　それ、どういう──？」

「おいっ！」

　エリアスの言葉を、誰かの声が遮さえぎった。エリアスがぎくりとして、声の主ぬしへと目をやる。

　そこには、十代後半に見える少年が五人立っていた。この通りに住む、あまり素そ行こうがいいようには見えない少年達。

「…………」

　エリアスが何も答えられずにいると、不良少年五人組は基礎の中へと入り込んできた。真ん中にいるやや大人おとなびた少年がリーダー格らしく、背の高い彼は、今は火のついていないタバコをくわえている。お世せ辞じにも好意的ではない表情で、

「お前、この辺じゃ見ない顔だな」

　静かな物言いをしながら、さらに近づいた。

　エリアスは立ち上がった。うつむき座ったままのサラをちらりと見てから、

「な、なんですか？」

　ムッとした顔でそれだけを言った。

「〝なんですか〟じゃねーんだよ馬鹿！　おまえ、誰と話していると思ってんだ？」

　リーダー格の脇わきにいた腰こし巾ぎん着ちやく少年が、急に野太い大声を出す。他ほかの少年も、

「ふざけてんじゃねーぞ！　まずは頭を下げろよおい！」

　とか、

「ここは俺おれ達の神聖な場所だ。誰の許しが出てここにいるんだっ？」

　などと、意味不明かつ威圧的な言葉を大声で繰り返した。明らかにエリアスを萎い縮しゆくさせる目的だったが、

「…………」

　エリアスは何も言わず、ただ五人をぼうっと見ていた。

「なんだ？　血が見たいのかオメエ？」

　その言葉に、エリアスの瞼まぶたがゆっくりと大きくなった。目の前に、少年達ではなく、血まみれの肉の塊かたまりになったユアンが浮かんで、すっと消えた。

　思いどおりに縮こまらなかったエリアスを見て、四人の少年がつかつかと近づき、

「なんか言えよおいっ！」

　そう言うやいなや、答えをまるで待たずに、体たい軀くに劣るエリアスを猛もう烈れつな勢いで突き飛ばした。

「わっ！　──ぎゃっ！」

　背中から石だらけの地面に落ちて、エリアスが苦く悶もんの表情を浮かべる。

　別の少年が、うつむいたままで彼らのことにも気づいていないサラに近づくと、その胸ぐらを乱暴に摑つかんで顔を引き上げた。ほとんど反応がないサラの顔を見て、

「やっぱり女か！　──おいっ！　女だ女！」

　妙みように嬉うれしそうに言った。呆ぼう然ぜんとしたままのサラを無理無理に立たせると、そのまま肩かたを引き寄せる。

「ちょっとこいつ借りるぞ！　ガキ！」

　少年は倒れたままのエリアスにそう吐はき捨てると、リーダー格に笑顔を向ける。

「なかなか可愛かわいいですよ！　俺おれ達の彼女にしましょう！」

「俺達の？　まずリーダーで、次は俺だろ？」

　勝手なことを言いながら、サラを引き寄せたまま連れていこうとした五人に、

「止やめてください」

　後ろからエリアスの声がかかった。

「ああっ？」

　少年の一人がだみ声で威い嚇かくしながら、そして五人が振り返る。そこに見たのは、立ち上がって、虚うつろとも言える目つきで六人を見るエリアスだった。

「なんか言ったか？」

　エリアスが、ゆっくりと頷うなずく。

「はい。その子を連れていかないでください」

　リーダー格が、軽く首を振って手下に合図。一人の少年が、

「ふざけるな。痛い目見ないと分からないか？」

　そう言いながら、指を鳴らしながらエリアスに近づいていった。

　少年が三歩ほど近づいたところで、エリアスはジャケットの下から、ユアンの遺い品ひんを取り出した。安全装置を外した。

　ゆっくりとそれを持ち、狙ねらいを少年に向けながら、

「僕は、その子を守らないといけないんです……。今はもう生きていない人と、約束したんです……。約束したんです……。約束したんです。あの人は、僕を信用して任せてくれたんです」
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　泣き出しそうな目で、エリアスは少年を、そしてその後ろの、うつむいたままのサラを見た。

「な、なんだよおい！　それ、パースエイダーか？」

　少年の足が止まった。その後ろで、

「何びびってんだ！　オモチャに決まってんだろう！」

「それも、もらっちまえよ！」

　別の少年達が無責任に囃はやし立てていた。リーダー格が、

「おい、とっとと片付けてこい。そのオモチャも持ってこい」

　そう右腕うでを振って命令。

　次の瞬間、その腕に穴が空あいた。

　ほとんど発はつ砲ぽう音おんはしなかった。エリアスへと近づく少年の、石を踏みつける足音の方がうるさかった。

「え？」

　リーダー格が右下へと顔と視線を動かす。続いて、左手で、右の腕をシャツの上から撫なでる。

「え？」

　じわりと血が出てきた。シャツに真まっ赤かな染みが生まれ、広がっていく。

「え？　あ……？　うわあっ！」

　痛みが一気に広がり、彼は、ようやく自分が撃うたれたことを理解した。血が流れ出る右腕うでを押さえながら、その場に跪ひざまずいた。

「う、撃たれた……。畜ちく生しよう！　撃たれた！」

　前半は呻うまき、後半は叫び声。

　少年達が一様に血けつ相そうを変え、特にエリアスに近づいていた少年は、さっと振り向き、リーダー格に集まる仲間を見てすぐに踵きびすを返した。つまり逃げた。

　逆にエリアスは、両手で狙ねらいをつけたまま、少年達に近づく。五人はひとかたまりになり、まずお互いに顔を見合わせ、それから近づくエリアスをお化けか何かのように見た。

　エリアスは狙いをつけたまま三メートルほどまで近づくと、

「どっか、行ってください。お願いします」

　四人がコクコクと頷うなずいて、痛みに顔をしかめるリーダーの両腕脇わきと足をそれぞれ持って、

「イテエよ！　イテエ！　お前ら止やめろ！　下ろせ！」

　そんな叫び声にも構わず、彼を運びながら遁とん走そうしていった。

　五人が見えなくなってから、エリアスはパースエイダーに安全装置をかけた。

　黙ったまま、それを懐ふところにしまい入れ、無言のまま幽ゆう霊れいのように立ちつくすサラの手をしっかりと摑つかむと、

「逃げるよ。──話はそれから聞く」

　五人組とは反対側へと、足を踏み出した。







　時間は昼を過ぎていました。

　強くもなく弱くもない太陽が、キラキラと輝いています。しかし西の空では、やや雲の量が増えています。風は西から東へと吹いているので、やがて天気が悪くなるのは明白な、そんな秋の午後でした。

「十二歳さいくらいの少年におさげの少女？　汚きたないカッコした？　──そんなのこの通りには掃はいて捨てるほどいるよ」

　人捜さがしを続けるモトラドにまたがった旅人は、話を聞いたおばさんに鬱うつ陶とうしそうにそう答えられていました。山盛りの洗濯物を頭の上に抱かかえたおばさんは、キノ達の前から去っていきます。

　ここは貧困街の中央通り。コートを羽は織おりモトラドに乗ったキノは、人々の中で相当浮いていました。

「こっちに逃げたのなら、貧困街はここしかないはずだけど──。これは、捜さがすの大変そうだな……。誰かに聞いても埒らちがあかないよ」

　キノが言いました。その下で、今はエンジンが切られているエルメスが、だねえ、と同意します。

　そのエルメスの後部キャリアには、前後に分解した『フルート』が布でくるんで縛しばりつけてありました。

　エルメスが、次はどうする？　と質問。キノが答えます。

「お腹なかもすいてきたし──、この仕事やめちゃおうかな」

「諦あきらめ早！」

「だって、ねえ？」

「〝ねえ？〟じゃないよまったく。ほら、下手へたなパースエイダー数かず撃うちゃ当たる！　次の人に聞く！　捜そう査さの基本は地道な聞き込みだよ」

　キノは、やれやれとか、こんな時は言い間違えないし、などとつぶやきながら、エルメスのエンジンをかけようとしました。そんな時でした。

「ん？」

　キノは、めざとくそれを見つけました。

　それは、通りの脇わきにへたり込んで腕うでから細く血を流している一人の少年。そして彼を心配そうに見守る──といえば聞こえはいいですが、実際はどうしたらいいか分からないでおろおろしている四人の少年達です。

「…………」

　キノはエルメスから降りると、押しながらゆっくりと五人に近づきました。

　撃たれた少年は血に濡ぬれたシャツをめくって、傷口を忌いま々いましそうに見ています。小さな傷きず跡あとを押さえては、出血が止まったかと思って手を離し、またとくとくと流れ出す。そんなことを繰り返しています。顔には脂汗が浮かび、どうにも青ざめていました。

　死んじゃうのかな？　とか、病院に！　とか、警察に知られるだろ！　とかの言葉が飛び交う五人の前へ、キノはエルメスを押してやってきました。かちゃりと、サイドスタンドを立てました。

「あの、すみませんが」

　キノが話しかけて、ようやく連中が、自分達を見つめる若い旅人に気づきました。

「な、なんだ？　なんだよ？」

　少年の一人が言って、腕を押さえた少年も顔を上げます。

「それ、パースエイダーで撃うたれていますね。二二口こう径けいで低速の弾だん頭とうの傷跡ですね。撃うたれてから、さほど経たっていませんね」

　キノが淡々と言いました。痛がっている人のことを気き遣づかう素振りは、まったくもってゼロです。

「だったらなんだよ！」

　脂汗を散らしながら、リーダーは威厳を保つため精一杯答えました。

「ぜひ教えてください。──誰に撃うたれたんですか？」

「あ、アンタに関係あるのかよ！」

「ひょっとして、おさげの女の子を連れた十二歳さいくらいの少年では？」

　キノの言葉に、その場の空気がカチンと凍こおりました。少年達全員が、ものの見事に押し黙りました。

「図ず星ぼしだね。──キノってば、運だけはいい。相変わらず」

　エルメスの嬉うれしそうな言葉。

　キノは呆ぼう然ぜんとする五人に、特に撃たれた一人に、何時いつなのか、何処どこでなのか、どのようにしてなのかを訊たずねました。

　しばらく絶句していたリーダー格が、必死になって言い放ちます。

「お前に知ったことじゃねえだろうっ！　関係ねえだろ！　失うせろタコ！　こっちはそれどころじゃねえんだよっ！　消えろっ！」

「あ、お腹なかすいているキノにそのセリフはダメだよ。対応間違ったね」

　しかしエルメスのそんな発言に、

「な、なんだよ……」

　少年の威勢はあっという間に萎なえました。そして、キノが左手で『森の人』を抜いて目の前に持ち出したとき、萎えを通り越して恐怖へと変わります。

「すみません。こんなパースエイダーの使い方は、本当は嫌きらいなんですが、早く終わらせたいので──。教えてくれないのなら、撃っていいでしょうか？」

　キノが、道を訊たずねるような平静な口調で聞きました。少年が首を横に激しく振って、

「い、嫌いやです。け、結構です……」

「ああそうかい！　だったら早く知っていることを全部洗いざらい言っちまいなベイビイ！　ボクは気が短いんだ！　空腹時は特になっ！」

　エルメスが言いました。

　震え上がる少年達を横目に、

「…………」

　キノは右手でエルメスのタンクを叩たたきました。

「イテ」







　貧困街から抜け出て、左右に畑が連なる道を、エリアスとサラが歩いていた。

　エリアスは、うつむいたままのサラの手を引いていた。真まっ直すぐな道にはほとんど通行がなく、収穫が終わった畑で作業する人が、遠くにちらほらと見えるだけだった。

「来た！　乗せてもらおう。どこか別の場所に、安全な場所に──」

　エリアスは、ようやく走ってきた一台の小型トラックに、必死に手を振った。

　右側の運転席で、脇わきの窓を全部開けて肘ひじを乗せながら運転していたのは、人の良さそうな農夫のおばさんだった。

　おばさんは二人の少し前で路ろ肩かたに寄せてトラックを止めて、窓から顔を出した。

「どうしたんだい？」

「お願いです。急いで、──急いでここから離れたいんです。少ないですがお礼をしますから、しばらく僕達を乗せてください！」

　エリアスの必死な顔と、指先につままれた硬貨を見たおばさんは少し悩み、隣となり町でいいのならと聞く。エリアスは、

「それでいいです！　助かります！　ありがとうございます！」

　そう言いながら何度も頷うなずくと、助手席のドアを開けた。まずはサラを乗せて、続いて自分が乗り込む。

　ドアが閉まって、トラックはゆっくりと走り出した。

　エリアスは、おばさんに硬貨を差し出しながら礼を言って、

「ま、もらっとくよ」

　おばさんはそれを受け取った。そして、

「家出か何かか知らないけど──、まあ、訳は聞かない。私も昔はやんちゃだったしね」

　そう言って一度ウインク。エリアスは再び礼を口にした。

　トラックが走り出してすぐだった。おばさんが、踏み込んでいたアクセルを軽く緩ゆるめる。上がりかけていた車速が落ちるのと、別の乗り物の大きなエンジン音が聞こえるのがほぼ同時だった。

　右後ろから真横、そして右前へと、エンジン音は抜けていく。つまり、トラックを追い越していく。

　エリアスの視界に、あまり綺き麗れいではないフロントグラス越しに、一台のモトラドが入った。黒いジャケットを着て、鍔つばと耳を覆おおう帽ぼう子しをかぶった運転手が、鈍にぶく銀色に光るタンクのモトラドに乗っていた。モトラドの後部キャリアには、茶色いコートでくるんだ何か縛しばりつけてあった。

　運転手が、モトラドを走らせながら一度振り向いた。ゴーグル越しに、エリアスと目が合った。

「なんだい。抜いたのならとっとと先に行ってほしいね」

　おばさんがそう言いながらむくれたが、モトラドはトラックの直前を同速度で走り続けた。

「まさか……」

　眉まゆをひそめたエリアスがつぶやくと同時に、運転手は左手をハンドルから離した。背中からパースエイダーを抜いた。







　少し前の出来事です。

「あれじゃない？」

「そのようだね」

　エルメスとキノが、畑に挟はさまれた道を走りながらそんな会話をしました。

　道の先で、小さなトラックが止まっていて、そこに少年と少女が乗り込んでいる様子が見えました。だいぶ先ですが、女の子のおさげが目立ちました。

「一人は少年、一人はおさげ。情報どおりだ」

　キノはそう言うと、エルメスのアクセルをひねって加速させます。一度後ろを見て、他ほかの交通がないか確かめてから、走り始めたトラックへの追いつき、そして追い抜きにかかります。

「一応は確認するよ。別人だったらえらいことだ」

　キノはそう言って、追い抜いた直後にアクセルを緩ゆるめました。トラックと同じ速度で走りながら、ゆっくりと振り向きます。

　お世せ辞じにも綺麗きれいじゃないフロントグラス越しに見えたのは、少年とおさげの少女。

　少年と目が合って、二秒ほど見つめ合って、

「悪く思うなよ」

　キノは顔を戻しました。前に車がいないことを確認。そして左手をハンドルから離すと、背中から『森の人』を抜きました。

　すぐに安全装置を外して、トラックの右斜め前へとエルメスをずらしながら、一発発はつ砲ぽう。

　弾だん丸がんは運転席側のサイドミラーに穴を開けて、小さな火花が散りました。

「ひゃ！」

　恐怖に顔を引きつらせたおばさんに、

「止まれ！」

　キノはあらん限りの大声で叫びました。

「ひっ──！」

　おばさんの足がアクセルから離れます。







「止まるなぁ！」

　エリアスが叫び、右手で取り出したパースエイダーをおばさんに向けた。左手で、間に座っていたサラの頭を押して、お辞じ儀ぎをするように下げさせる。

　おばさんがすぐ脇わきに突きつけられたパースエイダーを見て、その小さく黒い穴を見て、再び恐怖で顔が歪ゆがむ。

「止まるなあっ！　走り続けろ！　撃うつぞ！　アクセルを踏め！　踏めえっ！」

　血走った目つきでおばさんを睨にらみ付けながら、エリアスが絶叫した。

「ひゃあ！」

　おばさんは、頭のすぐ脇のパースエイダーに恐怖し、緩ゆるみかけていたアクセルを乱暴に踏み込んだ。

　トラックはエンジンが咳せき込んでガクガクと揺れ、それから乱暴に加速していく。







「ありゃ？」

　トラックに置いていかれたエルメスが声を出して、

「向こうも必死だ」

『森の人』をホルスターにしまいながら、キノもそんなことを言いました。トラックは壊こわれるんじゃないかと思えるほど、無む茶ちや苦く茶ちやに加速していきます。

　キノは左手をハンドルに戻して、エルメスが下から訊たずねます。

「どうするの？　キノ」

「タイヤでも撃とうかと思ったけど、無関係の人は巻き込めないな」

「すると？」

「乗っているのは分かっているから、延々後を追いかけて、向こうが疲れて止まるのを待とうか」

「りょーかい」

「正直、もう警察に任せたいよ」

　キノは最後に愚ぐ痴ちを言うと、窓からパースエイダーを出されて撃たれないように、少し車間を取って追跡を始めました。







「な、なんなんだい？　私はこんなの嫌いやだよ……。もうやめておくれよ……」

　運転席のおばさんが半泣きで言って、

「うるさい！　うるさい！　うるさい！　──死にたくなければ逃げろ！」

　エリアスは狙ねらいを向けながら容よう赦しやなく怒鳴り返した。その二人の間に、まるで死んでいるのではと思えるほど、うつむいて動かないサラがいた。

　トラックはある程度加速すると、それ以上はエンジンが唸うなるだけで速度を増すことはなかった。

　エリアスは左のミラーへと視線を送る。モトラドはぴったりと距離を保って、追尾してきていた。

「畜ちく生しようっ！」

　エリアスは体を回転させ、おばさんに向けていたパースエイダーを窓の外に出す。モトラドへと向けようとした時、すっとモトラドが動いて、視線から消えた。

「だめだ、だめだだめだ」

　エリアスは何度も頭かぶりを振った。

「ど、どうすりゃいいのさ！」

　おばさんが鳴き声で叫んだ。

「ずっと走れっ！」

　エリアスは反射的に叫び返したが、

「このままじゃだめだ……」

　そうつぶやいた。ミラーを見た。再び追跡者が映る。

　エリアスは前を向いた。その視線の先、左から右斜め前へと浅い川が流れていた。道は、しばらく先で、十メートルほどの長さの橋になっていた。エリアスが叫ぶ。

「橋の手前で左に曲がれ！」

「え？」

「いいからっ！」

　おばさんは乱暴にブレーキを踏んだ。トラックの速度が急激に落ちる。前のめりになるサラの体を、エリアスは必死に支えた。

　トラックは橋の手前で急停止。そして、左へと鋭角に曲がって、車一台分の幅しかない川の土手を走り始めた。

　エリアスが窓から顔を出して振り向くと、モトラドが向きを変えるところだった。そのまま、ぴったりとついてきた。

「モトラドなら、川は渡れないはずだ……」

　凸でこ凹ぼこだらけの土手を、トラックは走り続ける。右下一メートルほどには、中くらいの石がゴロゴロと転がる川原。

「もっとずっと走って！」

　トラックは、数十秒の間疾しつ走そうした。振り向いても道が見えなくなるまで、あたりが田んぼだらけになる場所まで来ると、エリアスは、

「川に下りて！」

　やや語調を和やわらげてそう言った。

「え？　なんだって？」

　おばさんが聞き返して、

「一気に川に下りて、そのまま川を渡るんだよっ！　トラックならできるでしょ！　前に荷運びのトラックが渡ったの見たことあるよ！　──あのモトラドから逃げられたら、僕達はもういいからっ！　降りるから！」

　おばさんは、

「ああもうっ！」

　悪あく態たいをつきながら右へとハンドルを切った。斜面を斜めになりながら、ひっくり返る少し手前の体勢で土手を駆かけ下りた。そのまま、丸い石の上をガタゴトと、車体を暴れさせながら走り続ける。

　トラックはすぐに川へと突入、かなり派手な水しぶきを上げた。そのまま川を走る。

　濡ぬれた石の上でタイヤが空転して、エンジン音が急激に高まり速度を落としたが、再びグリップを取り戻し、ガクンと加速した。

　じゃばじゃばと水を巻き上げながら、激しく前後左右に揺れながら、トラックは川をやや斜めの角度で横断していった。タイヤはほぼ水の下で、開いている窓から水しぶきが運転席に入り込む。

「もっと！　もっと！」

　エリアスが叫んだ。おばさんは自や棄けになってアクセルを踏み、トラックはとうとう川を渡りきった。川原でまた加速して、土手を斜めに、一気に駆かけ上った。勢いがつきすぎて、土手を飛び越えて畑に落ちる直前で、どうにか堪たえきった。

「やった！　おばさん！　後は逃げて！　畑の中！」

　トラックは少し進んで、畑の畦あぜ道みちへと曲がる。川を背にして、畑の中を、その先に見える森へと遁とん走そうを始めた。







「まいった……。これはまいった……。甘あまかった」

　キノが、遠ざかるトラックを見ながら無念そうに言いました。

「すごいね。あんな小さなトラックで渡と河かをするなんて。アクセルをちょっとでも緩ゆるめていたら、排気管から水が入っていたよ。度胸のあるいいドライバーだ。敵ながら秋晴れ」

　エルメスも賞賛。キノが顔を上げました。空には雲が増えています。

「……〝天晴あつぱれ〟？」

「そうそれ！」

　そう言ってエルメスは黙りました。

　一人と一台は、土手の上でぽつん、と取り残されています。

「エルメスが、もうちょっと不整地走行性能が高ければ追いかけたんだけどね」

「モトラドのせいにするのはよくないねえ。さっさとタイヤを撃うっておけばよかったんだよ」

　仮定の話をしたところで始まらないので、

「逃げられた」

「逃げられたねえ」

　キノとエルメスは事実をひとまず認め、

「一いつ旦たんさっきの橋に戻って渡って、タイヤ痕あとを追いかけるか」

「それしかないね」

　次の対処の仕方を考えるのでした。







　緑の葉を残す針葉樹の森の入り口で、畑と森の境目で、

「本当に……、ごめんなさい……。これ、お詫わびになんてならないかもしれませんけど……」

　そう言いながらエリアスは、手持ちのお札の全すべてを持った右手をあげた。死んだ人間から奪った、血で染まっていなかったお札だった。それらを、トラックの運転席に座るおばさんへと差し出した。

「…………」

　おばさんは無言で、エリアスの申し訳なさそうな顔を見下ろし、次いでその脇わきに立つ少女を見た。先ほどから首の力がなくなったのではないかと思えるほど、彼女はずっとうつむいたまま、そして一言も喋しやべらない。

　おばさんが口を開いた。ややぶっきらぼうに、質問をぶつけてくる。

「あんた、それを渡しちゃって、これから使う金はあるのかい？」

「いえ……」

「これからどうするんだい？」

「彼女を連れて、逃げます」

「どこへ？」

「分かりません……。でも、僕が彼女を守らないといけないんです。約束なんです！」

「じゃあ──、その金はあんたが持っていき」

「え？　でも──」

「いいからっ！」

　最後に怒ったように吐はき捨てると、おばさんはふっと笑った。そして、

「家出か何かか知らないけど──、まあ、訳は聞かない。私も昔はやんちゃだったしね。ここまでじゃあ、なかったけどね」

　そう言って一度ウインク。

　エリアスは、礼と謝罪の言葉を何度も口にした。立て続けに口にした。

　それらを聞きながら、おばさんがトラックを発進させた。

　二人を後ろに残し、逃げている時のような速度で走り出し、すぐに小さくなっていく。

　その上に広がる午後の空に、雲が増えてきた。風も増してきた。

「行くよ、サラ」

　エリアスが、ずっとうつむいたままの少女に声をかけて、

「…………」

　返事はなかった。それでも、手を引くとサラは歩き出した。

　二人は、等とう間かん隔かくに木々が並ぶ、薄暗い森へと入っていく。

　柔やわらかい土に、足跡がついた。







「ここだ。タイヤの跡。小さい足跡。二人分」

「うん、間違いないだろうね」

　キノとエルメスが、森の手前でそんな話をしました。エルメスはサイドスタンドで立っていて、キノは足跡の脇わきにしゃがんでいます。

　空はもう半分は曇り空。西へ半分傾いているはずの太陽も見えません。

「エルメスはここで待っていて。追えるだけ追ってみる」

　キノはそう言うと、エルメスを一度センタースタンドでしっかりと立たせました。後部のキャリアのゴムひもをほどきます。

　茶色のコートにくるまれて縛しばりつけられていたのは、前後に分割された『フルート』でした。

　キノは前後を差し込んで、ロックしました。後部についていた背負い革がわを、前部に引っかけました。前部の脇についていた円えん筒とう形けいのサプレッサーは、全長が長くなるのを嫌きらってそのままにしました。スコープの前後カバーをパカ、パカ、と開けました。

　キノはコートをまるめて、キャリアに縛しばりつけます。後輪左右の箱から『フルート』の九発入り弾だん倉そうを四つ取り出して、三つは腰こしのベルトのポーチに分散してしまい入れました。一つは、『フルート』の機関部にかちゃんとはめ入れました。

「じゃ、行ってくる。ダメでも、夕方になるまでにはここに戻る」

　キノが『フルート』を目の前に持ち上げながら言って、

「今回は鹿しかじゃないんだからね。仕し留とめても解体しちゃダメだよ。キノ」

　エルメスはとんでもなくブラックな冗じよう談だんを返しました。

　キノはフルートのボルトを右手で引いて、

「分かった。気をつけるよ」

　そして離します。シャキン、と硬質の金属音がしました。当たれば頭が半分なくなってしまう、高速高威力のライフル弾だん。その一発目が、弾だん倉そうから薬室に送り込まれました。

「行ってくる」

　キノが、『フルート』を体の前に持ち、足跡を目で追いながら歩き出しました。

「行ってらっしゃい。おみやげはいらないから」

　エルメスは森の中へ消えていくキノへと声をかけ、見えなくなるとすぐに、

「あー、退屈」

　そうひとりごちました。

「早っ！」

　暗い森の中から、キノの呆あきれ声が戻ってきました。







　針葉樹の森の中に、使われなくなって久しい橋があった。

　幅はばが僅わずかしかない小川をまたぐための橋で、丸太を数本組んで作られていた。橋の幅も、人二人が渡れる程度。

　苔こけむした丸太の下に、エリアスとサラはいた。薄暗い小川の縁ふちに、腰こしをおろしていた。

「また橋の下だね」

　エリアスは笑いながら言ったが、左隣となりにうつむいたまま座るサラの反応はなかった。

　エリアスは数秒黙り、やがて意を決して、

「サラ！　教えてほしい！」

　言いながらエリアスはサラの肩かたを摑つかんで、サラが小さくびくっ、と震えた。

「どうしてサラのまわりの大人おとなは、サラを見捨てるようなことをするのか──、サラは知っているんでしょ？　理由が分かっているんでしょ？」

「…………」

　サラは一度顔を上げて、覇は気きのまるでない、死人のような目でエリアスを見た。そして、

「知らない方が、いいわ……」

　久ひさ方かたぶりに声を発した。か弱い声だった。同じ言葉を繰り返す。

「知らない方がいいわ。エリー」

　エリアスは一瞬首を傾かしげ、それからすぐに思い出した。

「エリアスだ！」

「……えっ？」

「僕の名前。エリアス。本名だ。──エリーはユアンさんがつけた偽ぎ名めいだ。似ているけどね。今度から、エリアスって呼んでほしい」

「…………」

　サラはしばしぽかんと、真剣な表情のエリアスを見た。そして、ほんの少しだけ眼を細めた。口元は笑っていないが、その表情はゆっくりと和やわらいだ。

「変なの。誘ゆう拐かい犯はんが人ひと質じちに本名を言うだなんて……。変なの」

「変でもいいよ。だから、教えてほしい。──お願いだ」

「…………」

　サラは無言のまま、自分を見つめるエリアスを眺ながめ、それから、小さく何度か頷うなずいた。

　自分の肩かたに置かれたエリアスの両手を、柔やわらかい手つきで握ると、ゆっくりとそれをほどいた。

　サラは立ち上がった。頭を橋の木材にぶつけそうになって、屈かがみながら橋の脇わきに出た。

　空は曇り、そして森の中だが、サラの立つ場所には光があった。橋の下で、エリアスはサラの顔を見上げる。

「じゃあ、教える。──どうして私が見捨てられたのか」

　サラはそう言うと、すうっと長く息を吸った。瞳ひとみを閉じた。

　そして、歌い出した。







　キノはその時、足跡を追って森を慎しん重ちように進んでいました。

『フルート』を注意深く構え、スコープで待ち伏せがないか確かめ、足跡を見失わないように下と前と辺りを注視しながら進んでいました。

　まだ二人まではかなり距離があって、その歌声は、キノには聞こえませんでした。







　サラが歌っていた。

　誰もいない森の中で、エリアスだけを聴衆にして歌っていた。

　澄み切った高い声。

　歌は、森の景色に流れて溶とけていく。

　それは、好きな人を想う気持ちを大切にしたいと願う心を綴つづった、どこにでもありそうな他た愛わいのないラブソングだった。それ故、歌い手の上手うまさと声の美しさが存分に引き立つ、爽さわやかな歌だった。

「…………」

　エリアスは、目の前で起こっていることが何もかも信じられない様子で、目を見開いてその歌を聞いていた。

　確かにサラの口から発せられている、ラジオから何度も聴いた──

　そして間違えようもない、あの歌姫の歌を聞いていた。







　それは、ちょうど一日前の出来事です。

　今森の中で目を光らすキノと、今森の外れで、

「たいくつー」

　そうつぶやいているエルメスは、その時背広を着た男達に囲まれていました。

　場所はホテルの食堂。キノは中央部分にあるテーブルに座って、背広の男達が数人座っていました。他ほかにお客はいません。ホテルの従業員も人払いされました。

「ボクに、誘ゆう拐かい犯はんの殲せん滅めつを頼みたいと、そういうわけですか？」

　キノは聞きました。背広の男達は、重苦しい雰囲気を漂ただよわせながら、揃そろって頷うなずきました。その内の一人が、

「さようです。誘拐には身みの代しろ金きんをしっかりと払って、人ひと質じちが解放されるのが筋というものですが、今回は事情が違います」

「どんな？」

　テーブルの後ろに止められているエルメスが聞きました。男が答えます。

「噓うそを言っても仕方がありませんので、答えます。しかし、絶対にこの国の人間には他た言ごん無用で願います。それを約束していただけますね？」

「まあ、明後日あさつてには出国しますし。分かりました」

「では答えます。──今回誘拐された少女は、単なる金持ちのお嬢じよう様さまではありません。我が社の、恐ろしく重要な機密を知ることができる立場にいたのです。誘拐犯は、そんなことはまったく知らずに金持ちであるというだけで攫さらったようですが……。目立たなくするためにたくさんの護衛をつけなかったのが、裏目に出てしまいました」

「その機密は、秘密？」

「エルメスさんも、キノさんも、知らない方がいいでしょう」

「まあ、興味はないのでそのことは訊たずねません。──それより聞きたいことが。ボクが依頼どおり誘拐犯を殲滅したら、その子の命も危険ですよね？　それでいいんですか？」

　もっともなその質問に、背広の男達は、押し黙ってしまい答えませんでした。

　キノとエルメスが、

「ああ」「なるほど」

　ほぼ同時に、あっさりと気がつきました。エルメスが言います。

「口封じしてほしいんだ。その人質、死んでしまってくれた方がおっちゃん達には助かるんだね。誘拐犯の殲滅を依頼しているけど、それが目的じゃない。人質の抹まつ殺さつが目的なんだ」

　エルメスは、遠えん慮りよ容よう赦しやなく発言を続けます。

「キノにド派手に殲滅行動を起こしてもらって、焦あせった誘拐犯が逃亡のために人質を殺してくれたら、それはおっちゃん達には僥ぎよう倖こうなんだね。──機密ごとその子には死んでほしい。でも建前上、ひょっとしたら心情上、誰もそんな残ざん酷こくことをしたくはないから、〝誘拐犯を殺せ〟って仕事を持ってきた」

　またも返事は無言でした。実質肯こう定ていしているようなものです。

　ふう、と溜ため息いきをついたキノが、

「師し匠しようの話を思い出した……。あれも似たような状況だったな……」

　押し黙っている背広の男達を見ながら小声でつぶやきました。

　キノは、

「よくは分かりませんが、そんな仕事を引き受けて、ボクにどんな利点が？」

　単刀直入にそう訊たずねて、

「…………」

　男達は無言で、小さな箱を一つ出しました。マグカップほどの木箱を机の上に置いて、かぱっと開きました。

「…………」

　中を見て、キノが黙りました。男はエルメスにも見えるように角度を変えて、

「ひゅー！」

　エルメスは口くち笛ぶえの真似まねして囃はやし立てました。

　そこには、宝石がぎっしりとつまっていました。宝石は軽く小さく、そしてどの国でも高く売れるので、旅人が持ち運ぶのにこれ以上のものはありません。

「成功の暁あかつきには、これらはキノさんのものになります。全部です」

「師匠の話を思い出した……」

　キノがつぶやきました。そして、

「大変魅み力りよく的ではありますが……、どうにも仕事内容が内容なので、今回はお断りしようかと思います」

　男達は一瞬たじろぎましたが、すぐに、

「では、こんなのも同時につけるということでどうですか？」

　手のひらに載のるほどの金属の固まりを一つ、机の上に取り出しました。

「…………」

　それを見たキノが押し黙り、エルメスは、

「あー。これは驚き」

　大げさに、しかし本心から驚きの声をあげました。

「私達は、キノさんが入国してすぐに自動車の修理工場をあちらこちらで訊たずねたとの情報を得ました。摩ま耗もうしかかっている、エルメスさんのエンジンのパーツを探していると。しかしこの国には規格品がなく、一品物を造ってもらうと、それは猛もう烈れつな金額になると」

「そのとおりですが……。すると……」

　キノが言いよどみ、

「まさにソレ。まいったねこりゃ」

　エルメスが言いました。

「キノさんは、仕方なく諦あきらめて、次の国に望みを託たくされたそうですね？」

　男が聞いて、キノは頷うなずきました。

「でも、次の国にあるとは限りませんよ。ない可能性の方が高いでしょう。もしあっても、また猛もう烈れつに高価では？　すぐにできあがるものでなかったら？　今ここで手に入れておけば、この先ずっとずっと安心ですよ」

「まあ、そうですね」

「これが報ほう酬しゆうでは、不足ですか？」

「…………」

　キノが押し黙り、

「こっちは大歓迎だけどねえ。──決めるのはキノ」

　エルメスは軽口を叩たたきました。







　エリアスの感覚全すべてを釘くぎ付けにしたまま、歌姫の歌が森に流れ、やがて終わった。

　サラはすうっと息を整えて、瞼まぶたを開いた。

　エリアスのぽかんとした顔を見て、サラはひさしぶりに、声を出してくすっと笑った。

「なんで……？　歌姫の歌……？　だって……？　違う……」

　うわごとのようにそう喋しやべったエリアスに、サラは立ったまま、静かな口調で言う。

「〝歌姫〟なんて──、本当はいないの」

「どういう……？　それって……。──えっ？」

「本当は、偽にせ者ものの歌姫が二人いるだけなの。一人は、写真に写ったり、ラジオで喋ったり、映画の画面の中で歌うフリをするための歌姫」

「…………」

「そしてもう一人は──」

　サラが、そばかすだらけの顔を曇らせながら微笑ほほえんだ。

「歌うだけの歌姫。──それが私」

「…………」

「私は、もともと孤こ児じだったの。記き憶おくはないけど小さな頃教会で拾われて、今はもう亡くなってしまったけど、慈じ善ぜん家に育てられたの。私は、小さい頃から歌が上手じようずだったんだって。覚えている私は、いつも歌っていたな」

「…………」

「二年前、歌姫のオーディションが行われたことになっているけど、あれは全すべてにせもの。がんばって応募してきた女の子達に、合格するチャンスなんて全然なかった。だって、お人形さんのように美しくて可愛かわいらしいあの子が選ばれることは、最初から決まっていたんだもん。でも、あの子は私みたいに歌えなかったから──」

「サラが歌った。歌だけの歌姫になった……」

「そう。私が歌うことはもう決まっていたの。彼女と、歌声がとても似ていたから。私はあの子みたいな綺麗きれいな髪かみも顔も持っていない。そばかすだらけのプリマドンナなんて、恥ずかしいわ。でもあの子は言ってくれた。『私はあなたみたいに歌えない。だからこれでいいの。二人で一人。頑がん張ばりましょう』って。──それから私達は、二人で一人の歌姫になった。一生懸けん命めいにお仕事をした。この国のみんなを元気づけるんだって、幸せにするんだって頑張った。楽しかった。大人おとなの人も、みんなで励ましてくれた。助けてくれた。──だって、私達は必要とされていたから」

　エリアスは、サラの瞳ひとみから涙なみだが流れていることに気づいた。しずくが両頰ほおを流れて、落ちて、そして消えた。涙は続かなかった。

「そんな重要な仕事をしているサラが、どうして見捨てられるんだっ？」

　エリアスが憤いきどおると、サラは短く答える。

「死んだから」

「えっ？」

「あの子が、死んだから。──歌姫の新しい写真、最近、出ていないでしょ？　どうしてだか分かる？」

「あっ！　──まさか……」

　頭の中をユアンの言葉が通り過ぎて、エリアスは表情を凍こおらせた。

「あの子、最近、ずっと病気だったの……。休んでいたの。私には、『大したことない。すぐに良くなるから』って言っていたけど……、本当は違ったのね……」

「ああ……」

　エリアスが立ち上がった。暗い橋の下から明るい世界へと出たが、雲が厚く立ちこめてきた森の中は、灰色に染まりつつあった。

「彼女が死んじゃったのよ。たぶん、私が誘ゆう拐かいされたのと同じ頃に。だから、私はもういらなくなった。もういらなくなったの。必要だったのは〝私達〟だったの。〝私〟はもう、いらないの」

　淡々と話すサラへと、エリアスは近づいていく。

「だから、私はたぶん殺されるの。みんなにばれたら、とんでもない大騒ぎになる秘密を知っているんだもの。どこかで喋しやべってしまうかもしれないって思われて、当然よ。髭ひげのおじさん達が殺されたのは、残りの誘拐犯を怒らせて私を殺させたいから」

「…………」

「そうすれば、みんなはわたしを殺さないですむから。きっとみんなは優しいから、私を直接殺したくないんだわ。でも、私は死にたくないの。死にたくないの。もっと生きていたいの」

　笑顔でそう言い切ったサラの目の前に立って、エリアスは両手を伸ばして、

「殺すもんか。殺させるもんか」

　そう言うと、サラを抱だきしめた。

　エリアスは、おさげごとサラをきつく抱いて、

「大丈夫だよ。安心して。──サラは僕が守るから」

「人ひと質じちじゃないのに？」

　抱きしめられたまま、サラが小声で聞いて、

「〝歌姫の半分〟でも〝人質〟でもない。僕は〝サラ〟を守るんだ。いいね？」

　サラは何も言わなかった。しばらくそのまま棒ぼうのように突っ立ち、やがてエリアスの顔の横で、何度も小さく鼻をすすった。

　エリアスが、サラとは反対方向を睨にらみながら、暗い森の奥を睨みながら、

「絶対に殺させないから」

　もう一度言い切った。

　サラの手が持ち上がって、エリアスの背中に回される。







　森の中でしっかりと抱き合う二人を見ながら、

「まただよ……」

　キノはつぶやきました。そして、エリアスへと話しかけます。

「そこの少年──。君は殺したくはないんだ。必要ないからね。ボクは、その女の子をさっさと殺して、この仕事をとっとと終わらせたいんだ。それなのにどうして君は、そうやって何度も何度もボクの邪じや魔まをするのかな？」

　三百メートル離れた位置で、キノは土の上に伏せて、バイポッドで地面スレスレに『フルート』を構えて、スコープを覗のぞいていました。

　ほんの少し前に、足跡を慎しん重ちようにたどっていたキノは、二人を見つけていました。そしてこっそりと射程まで近づいて、湿しめった土で汚よごれるのも厭いとわずに伏せて、ライフルを構えて、スコープの十字線の向こうに少女の胸を捕とらえていました。

　あとは弾だん丸がんを撃うち込むだけだったキノを、

「まったくもう……」

　エリアスは邪魔していました。

　キノは、引き金から指を離しました。狙ねらい続けたまま、待ちます。

　スコープの丸い視界の先で、二人はしっかりと抱き合って、何か二言三言喋しやべっています。

　キノは待ちました。

　スコープの先で、二人はしばらくしっかりと抱き合って、

「早く」

　キノが言っても、まだしばらく抱き合って。

「いい加減にしてほしいなあ」

　それから二人は顔を見つめ合って、何か言葉を交わしています。

「…………」

　キノは待ちました。女の子の方が何度も頷うなずいて、話は終わったようでした。

　キノが息を吸って、少し吐はいて止めました。おさげの方に、その頭に狙いをピタリとつけて、引き金に指が触ふれて、

「ん……？」

　その視界が急にぼやけました。二人が離れる前に、急激に白く靄もやがかかっていきます。二人の姿が、キノの視界から消えました。

「…………」

　雨のせいでした。

　急に降ってきた秋の冷たい雨は、森の世界を水みず煙けむりの灰色に包んでしまいます。視界は一気に悪化。もはや五十メートル先も見えません。

　スコープが役目を果たさなくなって、キノはがばっ、と起きあがりました。

　キノは走り出しました。雨の中を、『フルート』を体の前に持って、森の中を走りました。

　目的地までは三百メートル。ますますぬかるんで悪くなる一方の足場に気をつけながら、キノは走り続けました。

　橋が見えて、キノは『フルート』を腰こしの位置で構えました。狙いを前にして、人影を見かけたら即座に撃つ勢いで、辺りを警戒しながら足音を立てないようにしてさらに近づきます。

　とうとう、さっき二人がいた橋までやってきて、

「…………」

　そこに二人はいませんでした。キノは『フルート』を構えながら辺りを見回し、見えたのは水煙の中に並ぶ木だけでした。雨はますますひどく、キノの帽ぼう子しを濡ぬらして鍔つばへと走り、目の前をしたたっていきます。

　キノは橋の周囲で、二人の足跡を探し始めました。探しました。見つかりませんでした。

「…………」

　土ど砂しや降ぶりの雨で土は崩くずれ、足跡が消えていました。二人がどちらへ行ったかすら、もう分かりません。

　一面の雨あま音おとの中、キノは目の前の丸太橋を睨にらみ、

「はあ……」

　一度嘆ため息いき。そして、その橋を渡ることはなく、エルメスの待つ森の入り口へと踵きびすを返しました。







　本降りの中、エルメスのところへキノが戻ってきました。

　帽ぼう子しもジャケットも足下もびしょびしょです。キノはややうつむき加減で、鍔つばが目を隠かくしていました。背中には『フルート』を、バレルを下向きに背せ負おっています。

「お帰りキノ。見事に濡ぬれ鼠ねずみだね。──仕し留とめた？」

「…………」

「キノ？」

　顔を上げたキノは、

「今日は、もう止やめ。──ホテルに戻る」

　これ以上ない膨ふくれっ面つらで言いました。

「そんなんで、大丈夫？」

　エルメスが訊たずね、

「明日あしたがあるさ」

　キノは即答。

「確証は？」

「ない」




　さて夜です。

　日が沈む前に、雨はすっかり止んでいました。キノは、

「あの時が一番激しかったのか……」

　そう文句を言いながらシャワーを浴びて、濡れた服を干して、ホテルのパジャマでくつろいでいました。そんなところへ、

「失礼します」

　背広の男達が、二人やってきました。

　キノは部屋のイスを勧め、一人が座って、キノも小さな丸テーブルの向かいに座りました。

「キノさん。いつになったら依頼を完かん遂すいしてくれるのですか？」

　ややご立腹の男が切り出して、パジャマのキノは答えます。

「明日中に。今日はどのみち夜で追えません」

「ちゃんと、できるんでしょうね？」

「そのつもりです」

「失敗の場合、報ほう酬しゆうは払いませんよ？」

「分かっていますよ。失敗しても、明日あしたの夕方には黙って国を出ます」

「なんとしてもお願いします。あの少女は、重要な機密を知っています。もし公の場でそれを語り出したら、我が社はもうお終しまいです。何人もの人間が首を吊つって、何千人もの人間が路頭に迷うことになるでしょう。──一応そういった可能性のある場所には、我々が人を出して見張っていますが、今のところ見かけたという連絡はありません」

「ま、見かけない方がいいもんね」

　部屋の入り口の近くに止められているエルメスが言いました。男達が、むすっと押し黙ります。

　しばらくして、

「汚きたない仕事かと思いますが──」

　一人が、そう切り出しました。

「それが、たくさんの人間の人生を救うことになるのです。みんな、あなたにとても感謝しています。成功の暁あかつきには、もっと感謝するでしょう」

　言い切った男は、イスから立ち上がりました。キノは何も言わず、イスに座ったまま男達がドアへ向かう様を見守りました。

「どのくらい？」

　最後にエルメスが聞いて、男は答えました。

「讃たたえる歌を歌うくらいに」







　ホテルで旅人が、白いシーツの上で遠えん慮りよなく寝息を立てている時、エリアスとサラは農具小屋の中にいた。

　二人は雨が止やんだ後に森をさらに歩き、畑の脇わきに出た。近くに建っていた農具小屋を見つけて、もう誰もいないのを確認した上で、今夜の宿に選んでいた。

　食事は、収穫には少し早い人にん参じん。土から引っこ抜いて、エリアスが小屋にあったナイフで皮を剝むいて細長く切って、ポリポリと食べた。

　堅い板間の上で二人は並んで壁にもたれかかって、遠くから響く虫の音を聞いているうちに眠ねむりについた。







　次の日の、つまりキノが入国してから三日目の朝。

　まだ太陽も昇る前から、キノとエルメス、そして呼び出された背広の男達が作戦会議をしていました。

　場所は誰もいないホテルの食堂です。入り口には見張りが、テーブルにはお茶が並んでいました。

　キノはなんとか湿しめりっけを我が慢まんできる程度に乾いたジャケット姿で、エルメスには旅荷物が全すべて縛しばりつけてありました。コートが掛かっていました。

　キノが、男達に訊たずねます。

「その子に重要な秘密を公表されたらまずいと言われましたね？　その証しよう拠ことなるものはどこにありますか？」

　男達が首を傾かしげ、どういうことですかと聞き返しました。

「あれから考えたんですけど、もしボクがその子だったら──。自分の命を守るため、決定的な物的証拠を持ち出してどこかに持っていくのではないかと。口で言うだけじゃ、信じてもらえないかもしれないですし」

　男達はひとまず納得し、証拠があるのは事務所や、住んでいた家くらいだと答えました。そして、両方ともあからさまに多くの人間が見張っているので近づくはずはない、そうつけ足しました。

「では、その家にいる人達。今すぐ全員引き払ってください。空からにしてください」

　キノが言いました。驚いて顔を見合わせている男達に、キノは続けます。

「そうすれば、証拠を取りに家にやってくるでしょう。ボクはそこで待ち伏せています。証拠になりそうな物のリストも、後で出してください。家のどこにあるか、見取り図も」

　そううまくいくかと疑問を呈した男達ですが、

「この広い国で、一人と一台でどこにでもいそうな少年少女を捜さがすよりは、しかもそれを今日一日だけで成し遂げるよりは、ずっと成功率が高いと思います」

　キノのその言葉に、渋しぶ々しぶ了承しました。すぐに手配すると約束して、キノにその家の場所を教えました。

　男達が連絡に去った後、

「そう、うまくいく？」

　エルメスが小声で聞いて、

「さあね」

　キノは答えました。







　キノが答えたと全く同じ時──、

「証拠だ！　サラが歌姫の歌を歌っていた証拠があればいいんだ！　何か証拠になるようなもの、知らない？」

　人にん参じんを囓かじりながら、エリアスは言った。

　二人がいる小屋のまわりでは、一面に朝の霧もやが立ちこめて、世界を薄うすい灰色に染めていた。

　サラもまた、エリアスの横に座って人にん参じんを囓かじりながら、

「家に行けば……。でも、書類とかは私には分からないし……」

　そう言ってから考え、数秒後に、

「あるわ！」

「本当？　何？」

「レコード！　ある時、歌の収録が失敗して、使えなくなった音源があるの。レコードに録音はされて、私はそれを記念にもらったの。それには、歌姫の彼女との話し声とか、私がどう歌えばいいか歌の先生に聞いている声とか、まわりの大人おとなの声とか、いろいろ入っているわ。あれなら証しよう拠こになるわ……」

「家には誰がいる？」

「普段は、執しつ事じさんとメイドさんが数人だけ。会社の人は迎えに来るくらいで……」

「よしっ！　それを奪いに行こう！　そしてどこかラジオ局とか新聞社に送りつければ、発表してしまえばいい！」

「でも……、そうすると会社のみんなが──」

「そんなことは気にしちゃダメだっ！　サラを殺そうとした連中なんてどうなったっていい！　僕は、絶対にサラを殺させない！」

　エリアスの手の中で、食べようとした人参がへし折れた。

　サラは視線を落とし、表情を曇らせた。そして、急に目を見開いた。

「ああっ！　でも！　それじゃあエリアスは捕つかまっちゃう！　誘ゆう拐かい犯はんになっちゃう！」

　サラがエリアスへと視線を向けた。そこにはエリアスの、静かな笑顔があった。

「構うもんか」

「……でもっ！　誘拐犯は捕まったら終身刑だって！　ずっと刑務所に──」

「サラが死ぬよりはいい」

「…………」

　エリアスは、座ったまま向きを変え、サラに向き合った。その両肩かたに自分の両手を載のせて、真まっ直すぐにサラを見つめた。

「僕が、なんで悪い大人の言うことを聞いて仲間に入ったか、まだ言っていなかった気がする……。僕は、レコードがほしかったんだ。歌姫の。でも、どんなに働いてもラジオも蓄音機もレコードも、何年経たっても買えないって分かっていた。だから、参加した」

「…………」

「どんなにお金が入っても、歌姫が死んじゃったら意味がないんだ。大丈夫だよ。刑務所でだって、ラジオは聴かせてくれるよ！　そうしたら、僕はサラが元気だって分かるんだ！」

「…………」

「絶対に殺させない！　だから、証拠を取りに行こう！」

　サラは静かに涙なみだを流しながら、少年の笑顔へと顔を近づける。その額ひたいに、軽くキスをした。

　顔を真まっ赤かにしているエリアスに、

「じゃあ、その後は私がエリアスを助ける！　将来、私は私として歌を歌って、お金をたくさん稼かせいで、エリアスを助けてあげるからね！　約束だよ！」

　サラは涙目の笑顔で言った。







「ふわあ……」

　キノが、大きくあくびをしました。

「緊張感ゼロ」

　エルメスが、小さく悪態をつきました。

　キノ達がいるのは、とても大きな豪ごう邸ていの中庭です。

　白い石が惜おしげもなく使われた庭園には、広いひな壇だんになって、噴ふん水すいや花壇が並んでいました。

　そんな豪ごう華かな空間を、さらに豪ごう奢しやな家が隣りん接せつしています。裏側は手入れがされた、紅葉が鮮あざやかな森がありました。

　キノは階段を下りた庭の真ん中に、今は止まっている噴水の脇わきにいました。デッキチェアにすっかりリラックスした様子で横になって、うろこ雲が漂ただよう秋の空を見上げていました。

　荷物を積んだエルメスはその脇に、センタースタンドで止められています。一応、家からは見られない位置です。

　ここは、サラが寝起きをしていた豪邸でした。見える範囲には誰もいません。屋敷にも人の気配はありません。全員が家から離れた場所へと退避させられていました。

　キノが、デッキチェアの脇にあるテーブルに置かれた高そうなティーカップへと手を伸ばし、ゆっくりとお茶をすすります。

「美味おいしい。さすがはいい茶葉だ」

「優ゆう雅がな生活、結構なことで」

「あとは待つだけ。もう誰も来なくていいや。今日は天気もいいし、夕方までのんびりして、誰も来なければ、商人さんと合流してこの国ともお別れだ」

「やる気ないねえ。ここで逃のがしたら、もう手に入らないかもしれない部品だよ。それだけじゃなく、向こうから仕事の契約不ふ履り行こうで訴えられるかもよ」

「その時はその時」

「あの会社の連中に、キノが捕つかまるかも？」

「そうなったら、相手全員を殲せん滅めつするか、それともエルメスを置いて下水道で臭くさい思いをして逃げるか」

「その時は殲せん滅めつだね。遠えん慮りよなくやっておしまいなさい。ついでに、もらえるものはもらってしまいましょう」

「分かった。そうするよ。弾たまはたくさんあるし」

　キノとエルメスが、ほんわかと物ぶつ騒そうな会話を交わしました。

　そのテーブルの上には、ハーモニカ型のサイレンサーがつけられた『森の人』も置かれていました。朝の太陽の光を浴びて、どす黒く光っていました。




　その家は、閑かん静せいな住宅街にありました。

　大きなお屋敷が、たっぷりの間かん隔かくを保って並ぶ通りです。頭に超がつく高級住宅街でした。エリアスの住んでいた通りとは、別の世界でした。

　銀いち杏ようが植えられた通りには、昼間だというのに人が一人も見えません。この辺りは同じ会社の役員が買い切っているので、騒動に備えて人払いがされていました。

「もう昼を過ぎた。こんなことでどうにかなるのか？」

　男がぼやきました。

「知るか」

　もう一人が答えました。

　背広を着た中年の男が二人、キノが陣じん取どった家の、ちょうど真向かいの屋敷にいました。窓まど枠わくの脇わきでイスに座り、カーテンの隙かん間かくから通りを見張っています。

　飲み物の瓶びんや食べかけのパンに混じって、スコープつきのライフルがありました。害がい獣じゆう駆く除じよ用の、小口こう径けいのライフルでした。

　一人が、そろそろ交代してもらおう、そう言った直後でした。

「車が来たぞ」

　小型の双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていた男が声をあげました。もう一人が慌あわてて外を見ると、一台の車が家の前に走ってきました。それは、屋根に看かん板ばんを載のせたタクシーでした。

　タクシーは家の前をゆっくりと通り過ぎると、すぐに戻ってきました。今度は止まり、ドアが開きます。

　タクシーが去って、その影から姿を現したのは、おさげの女の子と、同世代の男の子。

「間違いない！　サラお嬢じよう様さまだ！」

「一緒にいるのが誘ゆう拐かい犯はんか！　あの旅人の情報どおりだ！」

　二人は通りを見回した後、家の門へと近づきます。

「畜ちく生しよう！」

　男の一人がライフルを持ち上げました。窓の脇わきに伏せて、薄うすくガラスを開けました。ライフルを構えると、弾を装そう塡てんしました。

「よし、撃うってしまえ。お前が撃てば、会社は報ほう酬しゆうを旅人に払わなくて済む！」

「確かにそうだが……。今ならサラお嬢じよう様さまを確保して、秘密をばらさないと確約させれば──」

「そんな、いつばれるか分からない秘密を背負い込むつもりか？　これは俺おれ達のためだ。社のためだ」

「でも、俺達は、会社は、散さん々ざんあの子に儲もうけさせて貰もらったのに……」

　仲間の弱気に、男は奥歯を嚙かみ締めました。

　結局ライフルを持った男は、狙ねらったまま、女の子が家の中に消えるまで見守りました。何もできずに、ライフルの安全装置をかけました。そして、隣となりの仲間へと問いかけます。

「俺達が手を汚よごす必要なんてない。あの旅人がなんとかしてくれるだろ？　俺達は、何も悪くない」

　そんな訳があるか。

　もう一人の男の言葉は、声にはなりませんでした。




　デッキチェアで、帽ぼう子しを顔に載のせて寝ていたキノを、

「キノ」

　エルメスが起こしました。

「ん？」

「ズバリ作戦的中。ほら、行っておいで」

「やれやれ……」

　キノはゆっくりと起きあがりました。

　帽子を頭にかぶり、『森の人』を摑つかみました。







「なんだこれ……？」

　その家の玄げん関かんで、エリアスが小声で言った。

　玄関ホールには陶器や絵画が飾られ、シャンデリアがぶら下がっていた。階段、廊ろう下か、全すべての空間が無む駄だに広い。

　エリアスが圧倒されていると、

「こっち！」

　サラが手を引っ張った。二人は、左右に延びていた廊下を右へと走り出す。屋敷には人の気配がない。

「誰もいないの？　まわりの家も人がいないみたいだった」

　エリアスが訝いぶかった。彼の右手はジャケットの袖そでの中に入れられていて、パースエイダーのグリップを摑つかんでいた。

「分からない。この辺は会社の人が住んでいるから、みんな忙しいのかも。でも、約束よ」

　サラが振り向いて、エリアスは頷うなずいた。

「分かってる。執しつ事じさんとメイドさんは撃うたない。脅おどしだけだ」

　二人は、絵画やお花が飾られている長い廊ろう下かを走り続けた。左側はガラス越しに中庭が見えるが、人の姿はなかった。

　やがて、

「ここ」

　廊下の突き当たりの部屋で、ドアの前で、サラが立ち止まった。

　右側に、中庭に面したガラスの反対側に、大きく重いドアがあった。サラがドアノブに手を伸ばした。ドアを開けた。

　サラ、続いてエリアスが部屋に入る。

　急に立ち止まったサラに、エリアスが追突した。

「わっ！　どうして──」

　どうして止まったのか、エリアスにはすぐに分かった。

　広い部屋だった。豪ごう華かで、そして可愛かわいらしい内装。ドアの正面、部屋の奥には天てん蓋がいつきのベッドがあって、そこには黒いジャケットを着た人間が座っていた。明るい窓を背にして、暗く佇たたずんでいた。

　逆光で顔ははっきりしないが、エリアス達より少し年上なだけの、かなり若い人間だった。二人を見ていた。左手には、パースエイダーを握っていた。

「だ、誰……？」

　サラが聞いた。







　誰かと訊たずねられたキノは、

「別に名前を言うほどの者でも、言う必要もないんです……」

　やんわりとそう切り出すと、おさげの少女へと、目をやりました。

「ただ、そこにいる女の子を攫さらった誘ゆう拐かい犯はんを殲せん滅めつする仕事を請うけ負いました」

　女の子が、びくっ、と震えました。その後ろでは、少年がものすごい形ぎよう相そうで睨にらんでいます。キノからは見えませんが、右手は体の前に当てられています。

「あの時の殺し屋かっ！」

　エリアスが吠ほえました。キノは無言のまま、小さく顎あごを上下させます。

「私でしょっ！」

　少女が声を震わせて叫びました。

「本当は私でしょっ！　私に、秘密を知っている私に、死んでもらいたいんでしょっ！」

「まあ──、そのとおりです。状況はよく分かっているようですね」

「じゃあっ！　この人は関係ないわっ！　関係ないの！」







「誘ゆう拐かい犯はんは僕だっ！」

　エリアスが叫んだ。歯を剝むき出しにして、目の前に悠ゆう然ぜんと座る殺し屋の姿を睨にらむ。

「僕と勝負しろっ！　サラは関係ないっ！　僕を殺せっ！」

「できれば、そんなことはしたくないんですが」

「うるさい！　サラは殺させないぞ！　この悪党！　人殺しっ！」

　エリアスの激げつ高こうにまかせてそう言うと、その殺し屋は少しだけ眼めを細めた。

「まあ否定はしませんけど……。でも──」







「でも──、それはお互い様ってことで。ボクは、君にパースエイダーを向けられない限りは撃うちませんよ」

　キノは『森の人』を持つ手を挙げました。







「サラは、殺させないっ！」

　エリアスは、左手でサラの襟えり首くびを摑つかむと、引き倒した。同時に、右手に摑んだパースエイダーを引き抜いた。







　ガラスが割れました。

　カシャン、と小さく砕くだけ散る音がして、

「つっ！」

　キノが痛みに顔をしかめながら、ベッドへと横っ飛びで伏せました。左手に持っていた『森の人』を一度落としかけ、素早く空中で摑み直しました。

　それから、目の前の少年がようやくパースエイダーを抜き終えました。

　キノは、彼より遙はるかに早く狙ねらいをつけられるはずでした。ガラスを突き破って後ろから飛んできた弾だん丸がんが、キノの左腕うでを掠かすめて邪じや魔まをしていなければ。

　少女を引き倒しながら少年が自分を狙うのを見て、キノはベッドの上を転がりました。一回転半ほど回ると、キノの体はベッドの縁ふちから反対側へと落っこちました。窓とベッドの合間にすっぽりと落ち込んで、

「いて」

　その際壁に頭をぶつけました。







「逃げろっ！」

　相手が姿を隠かくしたのを見て、エリアスは撃うたずにそう叫ぶと、左手で摑つかんでいたサラをそのまま引きずった。

　サラは倒れかけのまま後ろ向きに数歩歩き、ドアをくぐったところでエリアスに背中を押され、垂直へと体勢を戻した。

「走ってっ！」

　エリアスに背中を押され、サラは走り出した。







「走ってっ！」

　少年の声と走り去る二人の足音を聞きながら、キノはまず、部屋のカーテンを閉めました。窓枠わくの下に隠かくれながら、左右のカーテンを右手で引っ張り、部屋を暗くしました。

　その窓を見ながら、

「馬鹿野や郎ろうっ！　なんで撃った！」

　向かいの家で憤いきどおる男がいました。隣となりにいるもう一人の男が、ライフルを持ったまま呆ぼう然ぜんとしていました。

「おいっ！　お前が撃ったのは、旅人の方だぞ！」

「嫌いやだ……。やっぱりこんなのは間違っている……」

　男の手からライフルが滑すべり落ちて、床ゆかで音を立てました。

「間違っているよ……。お嬢じよう様さまはあそこにいるじゃないか？　俺おれ達は何をやっているんだ？　俺達は、何をやっているんだ？」

　男は、明らかに錯さく乱らんしていました。

「くそったれっ！」

　もう一人が、彼の頰ほおを殴なぐりつけました。男は昏こん倒とうして、ライフルの時より大きな音を立てました。







「もう無理よっ！　私が行けば！　エリアスは一人で逃げて！」

「そんなことは──、ダメだ！」

　長い廊ろう下かを、エリアスは右手にパースエイダーを、左手でサラの手を引いたまま走った。







　キノはベッドを土足で乗り越えて、暗い部屋から廊ろう下かを目指しました。

　数歩の歩みの途と中ちゆうで、右手で左腕うで上じよう腕わん部の傷に触ふれました。ジャケットが一文字に切られて、シャツには薄うすく血が滲にじんでいました。さらにそれらを開くと、皮ひ膚ふが五センチほど切れていました。長い傷ですが、深さはさほどではありません。

　キノは手を離しました。切れたジャケットを見ながら、

「誰が縫ぬうと思っているんだ」

　一度悪態をつきました。そして、廊下の低い位置でヒョイと顔を覗のぞかせました。左を見ました。

　長い廊下の先に、二人の背中が見えました。どんどん小さくなっていきます。

　キノが身を廊下に出して、腰こしをおろし、左手をぴんと伸ばしました。

「やっぱり痛いな……」

　その狙ねらいが、微び妙みように震えました。







　その時二人は玄げん関かんホールへの入り口に来ていた。エリアスはサラを引っ張ると身をひねって、置いてあった花か瓶びんを弾はじき飛ばしながら、ホールへと入った。ほんの一瞬前までサラがいた空間を、赤いレーザー光が通り過ぎていった。







　視界の先で二人が消えて、キノは立ち上がりました。『森の人』を、右手に持ち替え、左手はその上に添えました。両手でしっかりと構えながら、廊下の終わりに狙いをつけ続けながら、

「…………」

　キノはゆっくりと歩き出しました。







　割れた花瓶の脇わきで、花を踏みつぶしながら、エリアスは廊下へと顔を出した。

　二十メートルほどの先に見えたのは、しっかりと狙いをつけながら平然と歩いてくる殺し屋の姿で、エリアスはすぐに顔を引っ込めた。

　エリアスはホールを見渡した。廊下は反対側にも延びていたが、そこは殺し屋の視界に入ってしまっていた。玄関は閉まっていたが、

「外はダメだ……」

　エリアスはつぶやいた。首を必死になって振り回すうちに、絨じゆう毯たんにへたり込むサラが視界に入った。

「絶対に！　殺させないからねっ！」

　吠ほえたエリアスの視線に、サラの後ろの壁に置いてある、赤く背の高い鉄製のタンクが目に入った。先せん端たんにはホースと、黄色いレバーが付いていた。

　エリアスはパースエイダーを床ゆかに置き、そのタンクへと近づくと手を伸ばした。自分の身長の半分はあるそれを引きずると、廊ろう下かとの縁ふちまで来た。

　エリアスは左手でホースを外して、右手はレバーに手を添える。

　そして廊下へ顔を出した。左目だけで、僅わずか十メートルまで近づいていた殺し屋を見た。

　エリアスは顔を引っ込めなかった。右手がレバーを握り込んだ。左手に持ったホースの先から、真っ白い消化剤が噴ふき出した。廊下を一気に真っ白にする。

　エリアスは消火器その物を蹴け飛とばして、廊下へと押し出した。押さえがなくなったホースが暴れながら、四方八方へと噴ふん霧むを続けた。

　エリアスはすぐさまパースエイダーを拾うと、

「うわあっー！」

　狂ったように叫びながら、廊下の先へと身を躍おどらせた。そのまま、殺し屋がいたはずの場所に向けて、狙いもつけずに乱射した。







「やりにくいなあ……」

　中庭で、キノがつぶやきました。

　キノは消化剤の噴霧が始まると、即座に中庭に面したガラス戸を開けて、そのまますたこらと庭へ避ひ難なんしていました。

　廊下は真っ白で、まるで火事の煙けむりが立ちこめているようです。中の様子もまったく見えません。

「何やってるのさ？　キノ。こんなにてこずって」

　中庭の段の下で佇たたずむエルメスが、大声で聞いてきました。

　キノはすたすたと階段を下りてしゃがみ、自分の開けたガラス戸からもあもあと消化剤の煙が漂ただよう様を見ながら、

「ちょっと簡単にはいかない。相手が必死な上に、むちゃくちゃやるから。相手が射しや撃げきに慣れた人なら行動が読みやすいんだけど……。素人しろうとって恐いな」

「言い訳ー。こっちに流れ弾だま飛ばさないでね」

「ま、これからはちゃんとやるよ」

　キノが答えました。そのキノから見て右側へ、建物の反対側へと、廊下を二人が逃げていくのが見えました。

「さて──。こっちはこっちで、やり方を変えるか」

　二人はキノに見られているとも知らず、部屋の一つに入っていきました。







　廊ろう下かを走り、適当な部屋に飛び込んだエリアスが見たのは、一面に並ぶ本棚だなだった。

　そこは書庫だった。窓のない部屋で、背の高い本棚が壁ぎわに、そして部屋の中央にも並んでいた。

　重いドアを引いて閉めたエリアスに、

「もう、エリアスだけ逃げて。──お願い」

　サラは涙なみだ目めで言った。

　エリアスが首を横に振って何か言おうとした時、壮そう絶ぜつな発はつ砲ぽう音が聞こえた。聞こえ出した。

　先ほどまでの消音されたものとは違う、重く大きな破は裂れつ音。続いて、廊下の窓ガラスが砕くだけて落ちる音が聞こえた。

　エリアスはサラを伏せさせた。音は右側から生まれ、廊下のガラスや花か瓶びんをたたき割り、壁に穴を穿うがちながら、隠かくれた部屋の前を通り抜けて、左へと走っていく。

「畜ちく生しよう……。むちゃくちゃ撃うっている」

「エリアス──。お願いだから──」

　サラの訴えかけを、エリアスは無視した。

　まだ撃たれている中、握っていたパースエイダーを見た。そのボルトが下がりきった位置で止まっていた。エリアスはポケットから予備の弾だん倉そうを取り出すと、空からのそれと入れ替えた。

　車でユアンがやったとおりに真似まねてボルトを引くと、弾だん丸がんをくわえ込んで戻った。







　キノは、エルメスから取り出した『フルート』を、廊下めがけて連射しました。

　特にどこも狙ねらいません。建物の、こちらから見て右側へ、二人が逃げた方へ、廊下のガラスを全すべて割る勢いで、弾だん倉そうをせっせと取り替えて、三十発弱をぶちまけました。

　それから、キノは緑色の液体燃料が詰まった小こ瓶びんを取り出しました。瓶の口を、導火線付きのものに取り替えて、先せん端たんにマッチで火をつけました。

　それを勢いよく放り投げると、ちょうど玄げん関かんホールあたりで壁に当たって、ほぼ同時に爆ばく発はつしました。

　壮絶な爆ばく音おんが辺りの空気を震わせて、割れていたガラスの残りが落ちていきました。爆発跡では壁が崩くずれて火がついて、じわじわと燃え始めました。煙けむりが、蒼あおい空へと立ち昇っていきます。

　キノとちょうど反対側で家を見ていた男が、焦あせった様子で電話をかけていました。

「いいから人を呼んでくれ！　消防車も！　──あの旅人が屋敷で戦争をしている！」













　散々撃うたれ、そして爆ばく弾だんを投げられ、

「嫌いやだ……。もう嫌……」

　サラはパニックに陥おちいっていた。本棚だなの脇わきで耳を塞ふさいで、うずくまっていた。

　エリアスはもはやそこから動けず、中ちゆう腰ごしのまま、パースエイダーの狙ねらいと共に、自分が閉めた重苦しいドアを睨にらんでいた。

　やがて、音が聞こえた。かちゃり、とガラスを踏みしめる音。

　それは明らかに人の足跡として、廊ろう下かを進んでいた。今二人がいるこの部屋へと、着実に近づいていた。

「畜ちく生しよう……」

　顔中に汗を浮かべて、エリアスは扉に狙いをつけていた。

　足音はさらに進み、小さなガラスを踏み砕くだく音までも、はっきりと聞こえた。

　その音は、ドアの前でピタリと止んだ。

「…………」

　ドアノブが、じわりと回っていく。かくん、と留とめ金がねが外れた。

　エリアスは駆かけた。ドアへ向け数歩の全力疾しつ走そうをすると、そのまま肩かたからドアにぶつかった。

　ドアを跳はね開けながら廊下に飛び出たエリアスは、すぐ左にいる殺し屋の姿を見た。

「うわあっ！」

　とっさに、エリアスは右手のパースエイダーを向けて引き金を引いた。殺し屋もまた、自分のパースエイダーをエリアスに向けて、まるで刃物の戦いのように、金属が触ふれ合う硬質な音と共に、エリアスの武器を弾はじいた。

　エリアスの手元から弾たまは発射されたが、それは天てん井じように当たって穴を開けた。

「うわあっー！」

　エリアスは撃ち続けた、すぐ目の前にいる人間の顔に狙いを向けて、立て続けに引き金を引いた。殺し屋は右手のパースエイダーで、エリアスのパースエイダーを弾き続ける。

　エリアスが放った弾丸は、一発目と同じように全すべて外れた。パースエイダーのボルトが下がりきって停止する。残ざん弾だんゼロ。

　殺し屋の蹴けりが飛んできた。エリアスの腹に当たって、小さな体が廊下を飛ばされていった。手からパースエイダーが離れて、庭の石の上まで飛んでいった。

　割れたガラスの上で尻しり餅もちをついて、

「ぎゃっ！」

　手や尻を細かく切った。







　キノは蹴けりから体勢を戻し、開いたドアの中、書庫の中へと視線を向けました。

　少女はそこにいて、うずくまったままで顔だけを上げて、こっちを見ていました。

　キノは、まず廊ろう下かの端はしに吹っ飛ばした少年へと、右手の『森の人』の狙ねらいを向けました。

「止やめてっ！」

　少女が叫ぶ声が聞こえましたが、とりあえずは無視することにしました。







　真まっ赤かに手を染めながら、殺し屋に狙いをつけられながら、

「まだだっ！　まだ僕は死んでないぞっ！」

　エリアスが起きあがった。廊下には、玄げん関かんホールからの煙けむりが薄うすく回ってきていた。

「お前なんかにサラを殺させるかっ！　なんにも分かってないお前なんかにっ！」

　握りしめた両手からぼたぼたと鮮血を垂らしながら、エリアスは吠ほえた。







　キノは、自分を睨にらむ少年を、戦闘意欲を失っていない相手を見つめました。

「師し匠しようなら、もっと優ゆう雅がに終わらせたんだろうなあ……」

　キノはそんなことをつぶやいて、ゆっくりと右手の『森の人』を持ち上げ始めました。レーザーが点灯し、その点が廊ろう下かを移動し始めたその時でした。
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　歌が聞こえました。

「──？」

　キノが、歌の聞こえた方へ視線を送ると、

「…………」

　少女が歌っていました。泣きながら、それでも、美しく澄んだ声で、二日前の朝に聞いたあの歌を歌っていました。

「お前なんかに殺させるか……」

　ちらりと廊下へ視線を戻すと、少年がこちらを睨にらんでいます。

「お前なんかに、世界一の歌姫を殺させるもんかあっ！」

　少年が、ガラスの破片を拾いました。尖とがったナイフのような破片を、自分の手が切れることなどいっこうに構わずに握りしめ、

「わあっ！」

　そのまま突進してきました。

　キノはヒョイと足を引っかけて、少年は簡単に転びました。手にしたガラスはどこかへ飛んで、少年は床ゆかに叩たたきつけられて、また体のあちこちに小さな切り傷を増やしました。

　キノは、うつぶせのまま悔くやしそうに呻うめく少年をほとんど無視して、

「…………」

　無言のまま、泣きながら歌う少女に見とれました。その歌声に、耳を傾かたむけました。

　歌が、やわらかに終わりました。

　キノが、目を開けた少女へと訊たずねます。

「もう一人の歌姫は？」

　少女は、

「ずっと病気でした。たぶん、死んでしまったんです」

　そう素直に答えました。そしてつけ足します。

「だから、みんなは私にも死んでほしいんです。そうすれば、秘密は守られます」

「なるほど。それでボクが雇やとわれたと」

　キノがいたく納得していると、少女はさらにつけ足しました。自分にはもう家族もいないから、殺されても悲しむ人はいないこと。でも、一人だけいる彼は、殺さないでほしいこと。

「しかしボクも、〝仕事〟はしないといけないんですが」

　キノはそこまで言って、

「ああ──。そっか──。別の〝仕事〟があった──」

　何かに気づきました。

　呻うめいていた少年がようやく顔を上げて、顔を上げてキノを睨にらんでいます。

　キノはそれを無視して、左手でジャケットの右袖そでからナイフを抜きました。少年を一いち瞥べつすると、部屋に入っていきました。彼の視界から消えました。

「やめろーっ！」

　少年の絶叫を聞きながら、キノは少女の目の前に立つと、

「悪いですね」

　その首筋でナイフを走らせました。




　燃える家のまわりには、背広の男達が集まっていました。

　消防車も一台来ていますが、放水は始めていません。豪ごう邸ていが煙けむりと炎ほのおに包まれる様を、ただ眺ながめていました。

　口々に、何がどうなったのか聞いてきますが、誰も答えられる人はいません。

　そのうち、屋敷には完全に火が回ってしまいました。豪邸はメラメラと燃え、端はしから崩くずれ始めました。

「あの旅人は？」

　誰かがようやくキノのことを思い出した時、エンジン音がしました。

　隣りん家かとの境界の草を踏みにじって、キノがエルメスで出てきました。燃える家から離れて道路に出て、すぐに背広の男達に取り囲まれました。

「どうなったんですか？」

　顔に煤すすがついたキノのことなど気にせず、男達は仕事のことを訊たずねてきました。

　エルメスから降りたキノは少しムッとしましたが、口では言い返さずに、

「どうぞ」

　エルメスの荷台の、自分の旅荷物の脇わきから、大きな袋を取り出しました。

　それを見た男達の顔色が変わりました。

　その袋は、買い物に使うような、クリーム色の布製の手て提さげですが、中は大きく膨ふくらんでいました。メロンが一個入っているくらい、膨らんでいました。

　そして布は、じっとりと赤く染まっていました。さらに袋の端はしから、何かが出ています。それは、おさげでした。

　赤毛の二本のおさげが、あちこちに血がついたおさげの先が、袋から飛び出ていました。

「仕事は完了しました。首を切られて生きている人はいないと思いますので、証しよう拠こに持ってきました。中、見ます？」

　キノが笑顔で聞いて、男達は顔面蒼そう白はくのままたじろぎました。

「もう一人の少年も、今頃はあの中で燃えているでしょう。死亡を確認はしていないので、出てきたら適当に撃うってください」

　そしてキノは、一番近くにいた男に、袋をすっと差し出して、

「これ、報ほう酬しゆうと引き替えでどうです？」

「い、いらねえっ！」

　その男が腰こしを抜かしてしまったので、

「じゃあ、あなたは？」

　隣となりにいる人に聞きました。その人も、逃げていってしまいました。

「まったくもう──。じゃあ捨てますよ？」

　キノはちょっと怒ってそう言うと、数秒待って、反論がないのを見て、

「それっ！」

　袋を勢いよく振り回すと、適当に手を離しました。

　おさげの先せん端たんを風で揺らしながら、袋は燃えさかる家の中へと放物線を描いて、炎ほのおの中に消えました。

　男達が、呆ぼう然ぜんとそれを眺ながめます。中には、袋を振り回した時に飛んだ鮮血を顔につけている人もいました。

「これで完了です。いやあ、疲れました」

　キノが言って、男へと手のひらを差し出しました。その手も、血で真まっ赤かに染まっています。

「…………」

　男の一人が、金属の部品と、宝石の入った木箱を持ってきました。一度逡しゆん巡じゆんしてから、キノの血に染まった手に載のせて、そして逃げていきました。

　キノはまず箱を開けて、中の宝石を一度確認。入っているのを確認して、カチン、と閉じました。

　その箱を、エルメスの後部キャリアの上に、寝袋の脇わきに挟はさみました。金属部品は布で包んで、後輪脇わきの箱の中にしまいました。

「もう、行っていいぞ……」

　背広の男の言葉を聞いて、そうしますよ、とキノは言って、エルメスにまたがります。

　それから、ふと思い出したように、

「ボクを撃うったのは、どなたです？」

　男達に訊たずねました。男達がざわつき、たじろぐのが分かります。答えがないと、

「〝へたっぴ〟、とお伝えください」

　キノはそう言って、サイドスタンドをはらって、ギアを入れて、

「それではみなさん」

　最後にそう言い残して、自分達を睨にらむ男達の間を縫ぬって走り出しました。

　あっという間に小さくなっていくその背中を見送りながら、

「人殺しめ。──地じ獄ごくへ堕おちろ」

　誰かが言いました。




　さてキノは、住宅地が終わり、右側に森が、左側に池が見える道を走っていました。

「ひゃくきゅうじゅー。ひゃくきゅうじゅーいちー」

　エルメスがそんなことを言っています。

　走りながらキノは身をひねり、左手で先ほどの宝石箱を取り出すと、

「だいぶもったいないけどね。時間がないからね」

　それをぽいと放り投げました。箱は池へとぽちゃんと落ちて、

「にひゃくー」

　キノの後ろで、派手に爆ばく発はつしました。

　水しぶきが上がって、池の底の泥どろが宙を舞いました。その中に、キラキラと輝く小さなものもありましたが、池に落ちて沈んでいきました。

「やれやれだ。どうにも分かりやすい人達だね」

　エルメスが呆あきれて、

「だからこっちもやりやすい」

　キノは嬉うれしそうに言いました。そしてつけ足します。

「これから忙しい。──まずは商人さんに会わないと」







　夕焼けが綺麗きれいなオレンジ色の世界を、馬車の一団がのんびりと進んでいました。

　そこは国の外でした。西日を浴びてはっきりと浮かび上がる城壁を後に、森の中の土を固めた道を、八台の馬車がのんびりと進みます。

　その最後の一台の左斜め後ろを、低速ギアでトロトロと走るキノとエルメスの姿がありました。キノはコートを羽は織おった姿で、『フルート』を背負っていました。

　しばらく一団が進み、城壁が遠くに小さくなった頃、キノの脇わきの馬車から、御ぎよ者しやの隣となりに座る商人の男が首を後ろに回して声をかけました。

「キノさん。自分からあんなこと言った手前お頼みの〝荷物〟は積んだけどさ、本当に〝これら〟は売れるんだろうなあ？　下水臭くさいぞ」

　商人がそんな質問をして、

「売れますよー。たぶん」

　キノは相手に聞こえるように、大声で答えました。

「まあいいけどね。──キノさんの分の食料、〝これら〟に回すしかないよ。さすがに、二人だとね」

「いいですよ。ボクは携帯食料で」

「まっけおしみー」




　キノとエルメスの楽しそうな声を聞いて、その馬車の幌ほろの後ろ側から、二人の人間が顔を出しました。

　一人は短い髪かみの少女。

　もう一人は、顔中小さな傷だらけで、さらに手には包帯を巻いた少年でした。

　着ている服は下水に汚よごれ、お世せ辞じにも綺麗きれいとは言えません。

　二人は、どんどん低くなっていく生まれ故郷の城壁を見ました。

　それから、すぐ脇わきを走るモトラドに乗った殺し屋と目が合って、

「…………」

　少年は無言で睨にらんできました。

　少女は、小さく微笑ほほえみました。

　そして、少女はすうっと息を吸って──、

　歌を歌い始めました。

　夕日の中の馬車から、綺麗な歌声が流れ始めました。

　商人は慌あわてて振り向いて、

「ん？　こりゃあ──」

　歌い手の姿を見て絶句しました。そして、その顔が綻ほころびます。

　馬車は、のんびりと大地を進みました。

　歌と共に、夕焼けの世界に溶とけていきました。
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エピローグ　「在る男の旅・ａ」

　─Life is a Journey, and Vice Versa.・a─







　昔、キノが師し匠しようと呼ぶ老ろう婆ばと一緒に暮らしていた頃のお話です。

　まだ、キノの髪かみがとても長かった頃のお話です。

　その晴れた日に、森の中のログハウスに、馬に乗った一人の旅人がやってきました。

　顔中に髭ひげを生やし、古びた革かわ製せいジャケットを着て、テンガロンハットをかぶって、古びたリヴォルバー・ライフルを背負った、五十歳さい過ぎの男でした。

　旅人は馬に乗って森の中の道を通りかかって、デッキでシーツを干していたキノと老婆に挨あい拶さつを送ってきました。そして、水と飼かい葉ばを分けてはくれないか、訊たずねてきました。

　老婆は快く応じて、キノは男の馬にごちそうしてあげました。

　小屋のデッキでは、男にお茶が振る舞われました。三人のお茶会が始まりました。




「へえ。そんなに長い間旅をしているんですか」

　男の話を聞いて、キノが興味深げに言いました。

　男は、もう三十年以上前からずっと旅をしているとのことでした。手段はいろいろで、技術が発展している国では自動車だったり、砂漠ではラクダだったり、緑が豊かな土地では馬だったり、寒い土地ではスキーだったり、ところによっては歩きだったり。

「私には、目的があってね」

　男がそんなことを言いましたので、それがどんなものなのか、キノは訊ねました。




「私の旅の目的は──」

　男が言いました。

「この世界から、〝重力〟をなくすことだよ」

「重力、ですか？　あの、手を離したら物が下に落ちる理由の重力ですか？」

　キノが聞き返すと、男は頷うなずきました。

「そうだよ。私の生まれ育った国は、塔とうのように高い岩山がたくさんあるところで、住人は上や下で暮らしている。だから、たまにそこから落ちてしまう人がいる。私の家族もそうだった。家に帰る途と中ちゆうに足を滑すべらして落ちてしまい、私を除く全員が神に召めされてしまった」

　男が、眼めを細めて言いました。

「だから私は、多くの人々が安心して暮らせるように、重力をこの世界からなくすべきだと考えた。重力がなければ、みんなが幸せになれる。だが、私にはその術すべを思いつくことはできなかった。私は国を離れ、その術すべを知っている人を探して、こうして旅を続けているんだ」

　男は、お茶を飲んでいた老ろう婆ばに、もしや貴女あなたはご存じないだろうかと訊たずねました。

　老婆はカップを置いて、残念ながら、と首を横に振りました。

　男はがっかりした様子も見せずに、

「いろいろな国に行って捜さがしたが、まだそれを知っている人に会ったことはない。そんなことは不可能だと言いきる人もいた。だが、私は諦あきらめない。この命が尽きるまで探し続ける。いつかそれを知り、笑顔で故郷に帰る日が来ると、信じている」
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時し雨ぐ沢さわ恵けい一いち

神奈川県民。今年はカメラ機材が重いので車で北海道に行きました。毎日朝から晩まで走り回っていると曜日の感覚がなくなっていきますが、その一番大きな理由が週一のアニメ放送を見ていないからだと旭川の旭山動物園で気づいた、そんなダメ人間。

競泳中の筆者
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イラスト／黒くろ星ぼし紅こう白はく

福岡在住イラストレーター。主に小説の挿絵やゲームのキャラクターデザインなどの仕事をしています。飯塚武史名義でも活動しています。猫とホラー系小説なんかが好物、読むと眠れなくなるけど。
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キノの旅たびⅩ
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